
    
      
        
      
    

  
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　四天王の覚悟




第一章　そして激しい戦いがコケコッコー……ん？　ニワトリの鳴き声？　なんで？

第二章　だぅー。（意訳：四天王だけでいいだろ……なんで俺まで……）

第三章　子供はいつも、楽しいことと格闘して生きている。子供人生すなわちバトロワ。

第四章　「甘えとはいったい……うごごご！」あるＲＰＧのボスが言った。言ってない？

第五章　聖夜の奇跡だとは思いたくない。これは、ある親子が自力で掴み取った結末だ。



エピローグ

あとがき


















口絵・本文イラスト　飯田ぽち。

















プロローグ　四天王の覚かく悟ご









　親子の絆きずなを深めるためのゲーム世界で発生した、様々な親子の不和。

　果ては世界崩ほう壊かいの危機にまで至った一連の事件は、反はん抗こう組織リベーレによって引き起こされたものであり、首しゆ謀ぼう者しやの冥めい母ぼハハーデスこと、ポータの母親である堀ほつ田た佐さ央お理りの攻こう略りやくを達成したことにより、終結したものと思われた。

　しかし。

「私たちは、母親に抗あらがう者として、あなたたちに最終決戦を申し込むわ！」

　カーサーン王都、お母さん屋前の通りに、決然とした宣言が響ひびいた。

　お母さん屋の窓から顔を覗のぞかせている真ま々ま子こが、賢けん者じやワイズが、癒ゆ術じゆつ師しメディが、旅商人ポータが、突とつ然ぜんの状じよう況きように言葉を失っている。モーネに、佐央理に、シラーセまでもが、驚おどろいて目を見張っている。

　さらにもう一人の目もく撃げき者。近くの建物の陰かげから顔を覗かせているＨＡＨＡＫＯが、不安が込こみ上げてくる胸を押さえながら見つめる先で。

　唐とう突とつに姿を現した組織の残党……母ぼ逆ぎやくのアマンテ、母ぼ蔑べつのソレラ、母ぼ脅きようのフラテロ……組織の崩壊により全すべてを失った四天王の三人が、もう失うものが何もない者の悲ひ愴そうな決意を込めて、対たい峙じする勇者真まさ人とをじっと見つめている。

「……お前ら、本気か？」

「呆あきれるわね。いちいち説明しなければ、わからないのかしら」

「この期ごに及およんで～、冗じよう談だんでこんなことしないよ～。私たちは～、本気の本気だよ～」

「ワシらにとって、これまでやってきたことが全てじゃけぇの。今いま更さら、曲げられん。男らしく、最後の最後まで、筋を通すんじゃ」

「最後って、そんな……」

「ちょい待ち。あんたたちさ、その辺にしとけば？」

　ワイズがお母さん屋から飛び出してきて、真人の隣となりに並んだ。からかうような視線を四天王に投げかける。

「そんなシリアス、らしくないわよ。茶番はそれくらいにして、さっさと謝りなさいよ。あたしたちに迷めい惑わくかけたことについては、それでチャラにしてあげるからさ」

「やれやれだわ。……賢者ワイズ。あなたは言葉が理解できない馬ば鹿かなのかしら」

「んなっ！　馬鹿って何よ！」

「私たちは～、謝って許してもらうつもりなんて～、これっぽっちもないんだよ～」

「落とし前を付けるために来たんじゃ。理解せぇ。三度は言わん。……そもそも、謝ったくらいでチャラにはできんじゃろ。ワシらは散々……」

「自分は、すごく怒おこったこともありますけど、今はもう怒ってません！　事件があったおかげで、お母さんと仲良くなれました！　それでいいです！」

「雨降って地固まる。それでいいのではありませんか？……と言っても、強ごう情じようなあなたたちは聞き入れないでしょうから、無む駄だな争いを止める抑よく止し力りよくをご案内しました」

　ポータとメディも真人の隣に駆かけ付けた。最高の抑止力である、真々子を連れて。

　四天王は強敵。だが固有スキルを失っている。どう足あ搔がいても、真々子に勝つ術すべはない。これ以上の予防効果はない。

　ちょっとだけ出しゃばっていいかと、真々子は視線で真人をうかがった。親子の以心伝心。真人は、まあ大目に見てやると、小さく頷うなずいた。

　絶大な優やさしさに満ちた微笑ほほえみが四天王へ向けられる。

「三人とも、ちょっと落ち着いて、お話ししましょう。ちょうどね、美味おいしいお茶とお菓か子しがあるの。どうかしら」

「生あい憎にく、決戦に備えて腹ごしらえをしたから、お腹なかは一いつ杯ぱいよ」ぐきゅるる～

「美味しいお茶とお菓子とか～、ぜ～んせん興味ないかな～」ぐきゅるる～

「お菓子なんて、甘っちょろいもんは食べん。男じゃけぇの」ぐきゅるる～

「あらあら。今日は、いつにも増して意地っ張りなのね。困ったわ」

　お母さん屋の窓辺で、モーネとシラーセが、これ見よがしに、皿に山盛りした茶菓子をもっしゃもしゃ食べまくっているのが見えるが。だが耐たえに耐えて。

「誤解しないでほしいわ。私たちは、住所不定で無職で空腹で、自棄やけになって戦いを申し込んでいるわけではないの。これは、私たちの信念」

　アマンテは腰こしの細さい剣けんを抜ぬいた。厳しくも澄すんだ瞳ひとみで、針のように細い剣身をじっと見つめる。

「譲ゆずれないんだよね～。母親に抗ってこそ私たちで～、そうしなくなったら～、私たちは私たちじゃなくなっちゃうからね～」

　妖あやしく蕩とろけた目をしながらも、どこか清すが々すがしい笑顔を浮うかべて、ソレラは両手を高く掲かかげた。頭上に畳たたみサイズの巨きよ大だい魔ま法ほう書が出現して、ページが開かれる。

「後生じゃ。徒あだ花ばなを咲さかせる機会をくれ」

　ぼんやりとした瞳に、強い意志の火を灯ともし、フラテロが身構える。長い袖そでの奥に潜ひそんでいる拳けん闘とう武器の爪つめが、ギラリと輝かがやいた。

　四天王の三人は本気だ。潔いさぎよい。心ここ地ちよい真剣さが感じられる。

「そんな強情なこと言わないで、ね？　お願いだから……」

「母さん。そこまでにしよう。武士の情けってやつだ。ここは、こいつらの思い通りにさせてやるのが一番だと思う。ずっと戦い続けてきた敵として、応こたえてやりたい」

「大おお好すき真人……ありがとう。あなたが敵でよかったわ。敵と言いつつ、あまり敵視していなかったけれど」

「そういうことは、いちいち言ってくれなくていいんだぞ」

　真人の言葉を喜び、アマンテたちが僅わずかに頰ほおを緩ゆるめた。それも一いつ瞬しゆんのこと。

「まずは周囲の建物に防ぼう御ぎよ障しよう壁へきだな。戦闘の余波で被ひ害がいが出ないように」

「おっけー任せて！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……障壁バリエーラ！　さらに！　障壁バリエーラ！」

「当然の配はい慮りよですね。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大障壁アルト・バリエーラ！」

　ワイズとメディの魔法が発動。通りに面した建物と通行人を庇かばうように、見える範はん囲いの全てに、物理にも魔法にも対応する、極きわめて強固な防御壁が張り巡めぐらされた。

　魔法女子たちは確実にレベルアップしている。

「真人さん！　自分が作った攻こう撃げき強化ドリンクです！　どうぞ！」

「俺に最適のバフだな。さんきゅ、ポータ」

　ポータが差し出してくる薬くすり瓶びんを受け取って、一気に呷あおった。

　真人は聖剣フィルマメントを鞘さやから抜いて、空に向けて軽く素す振ぶりしてみる。軽く振っただけのつもりだが、あまりに強力な斬ざん撃げき波はが放たれて……雲の大きな塊かたまりをすぱっと、真っ二つに切り裂さいた。

　真人、超ちよう強化。

「よし絶好調。……さあ母さん。あいつらのために、な」

「そうね。アマンテちゃんたちの気持ちを、受け止めてあげるのも大事よね」

「そういうこと。備えは万全だ。全力でやって問題ないぞ」

「わかったわ。それじゃお母さんも、本気で」

　深く息を吐はいて、真剣に。真々子が二振りの聖剣を手にした。大地の聖剣テラディマドレが、大海の聖剣アルトゥーラが、子供の気持ちを重んじる母の真しん摯しさに呼応して、力強い輝きを放っている。

　過か酷こくな冒ぼう険けんを経へて成長した勇者一行の、ガチ戦闘の準備が整った。

　ビビったとか、別にそういうことじゃなくて、ちょっとだけ、へっぴり腰ごしで、目をぱちくりさせていた四天王たちだったが。

「そ、そう。受けて立つのね。いいでしょう！　決戦よ！」

「全力でやっちゃうよ～！　やっちゃうからね～！」

「ん。一いつ矢し、報むくいちゃる」

　真剣と真剣。視線が衝しよう突とつして火花を散らし、導火線に火を灯す。

　幾いく度どとなく繰くり返された戦闘が思い出されて、妙みように懐なつかしく思えて。

　最後の時を迎むかえ、一いち抹まつの寂さびしさが過よぎったのは、一瞬のこと。

「アマンテ！　ソレラ！　フラテロ！　これで終わりだ！……みんな、いくぞ！」

　真人の咆ほう哮こうを合図に、最終決戦の幕が上がる……








第一章　そして激しい戦いがコケコッコー……ん？　ニワトリの鳴き声？　なんで？









　真まさ人とは、真まっ暗くら闇やみの中にいる。感覚的に、朝を迎えた頃ころだと思うのだが。

「……ん？……ん～……」

　右側へ寝ね返がえりを打つと、ゴツンと、体のあちこちが真っ黒な壁かべにぶつかった。

　左側へ寝返りを打つと、ゴツンと、また体のあちこちがぶつかる。

「なんだここ、狭せまいな……あ～……はいはい。そゆことな」

　真人は仰あお向むけになって、上方向へ手を突つき出した。

　目の前にあった暗闇……蓋ふたが押し開けられて、隙すき間まから、明るさと小鳥のチュンチュン声が入り込んできた。やはり朝だ。

　体を起こすと、真人が入っていた棺かん桶おけが霧む散さんした。

「棺桶の中でぐっすり眠ねむれるとか、我ながら、すごいと思うわ……まあ、間ま違ちがっても嬉うれしいことじゃないけどな」

　真人は不満たっぷりの目で辺りを見み渡わたす。ここはカーサーン王都にある宿屋の一室。普ふ段だんからよく利用する、必要最低限の家具しかない質素なツインルームだ。

　誰だれがやったのか、窓は全開にされていて、差し込んでくる朝日が眩まぶしすぎる。とりあえずパジャマの袖で顔をガードして。

　すぐ隣にあるベッドに目を向けると、パジャマがめくれて、おへそ丸出しの、あどけない寝顔の女の子がいる。

「……むにゃ……あんちゃん、勝負じゃ……んゃぁ……」

　フラテロだ。

　その隣のベッドには、透すけ透けのネグリジェを身に付けて、頰ほお杖づえをついて寝転んでいる、蕩けた瞳の妖しい女性がいる。

「真人く～ん、おはよ～。よく眠れたかな～？」

　ソレラだ。

　ふにゃっと寝返りしたフラテロと、暢のん気きに手を振ってくるソレラを交こう互ごに眺ながめて、真人は大きなため息を吐ついた。

「あれれ～？　どうしたの～？　具合悪い～？」

「いや、別に何ともないけど。……そうじゃなくて……」

「魔法にも個人差ってあるのかな～。私たち乙女おとめの～、身の安全のために～、サクッと死んでもらったけど～……やっぱりワイズちゃんに即そく死し魔ま法ほうしてもらった方が～、寝心地がいいのかな～」

「男女同どう衾きんのための処置については、こっちも納なつ得とくしてるから別にいい。棺桶の寝心地については大差ない。……でもな、そうじゃなくて……」

「じゃあフラテロ起こして～、着き替がえるから～、部屋から出てくれる～？」

「頼たのむからさ、俺の話を聞こうぜ？」

「真人君は～、真ま々ま子こさんたちの部屋で着替えたらいいよ～。たぶん空いてるだろうし～。ほらほら～、早く出てってよ～。真人君のスケベ～」

「スケベじゃないし。はいはい、わかったよ。ったく」

　文句を言いながらも、自分の装備を抱かかえて退室する、とても紳しん士しな真人だ。







「まあ俺は、マナーを心得ているから、あいつらが着替えるなら部屋から出てやる。でもそうじゃない。そこじゃないんだよ。大事なのは、そこじゃなくて」

　着替えを済ませて、洗せん濯たく場へ顔を出し、脱ぬいだパジャマと、ムカムカする気持ちをまとめて洗い物カゴに投げ込んで。

　真人は食堂へ向かった。廊ろう下かをだらだら歩いていくと、朝食を作る音が聞こえてくる。

　トントントン。さらにトントントン。もう一つおまけに、トントントン。包丁とまな板が奏かなでる三重奏だ。

「母さんは確定として、あとはワイズと……メディは考えたくないから……ポータか、そうじゃなければ、ＨＡＨＡＫＯさんだな。ここに泊とまってるし。うん。そうに決まってる」

　食堂の入り口から、中をそっと覗のぞいてみると、まずはポータ発見。箸はしを並べたり、醬しよう油ゆ皿を並べたり、食器棚だなと食しよく卓たくの間を忙いそがしく駆かけ回っている。

　ポータが走ると、ショルダーバッグに付けられている二体のマスコットも揺ゆれる。ピータと、ピータよりも二回りほど大きい、ピータママの編みぐるみだ。ちょっぴり不格好なところは、ご愛あい敬きよう。

　しっかりと結ばれている親子の絆きずなに、ほっこりしつつ。

「ポータは、お手伝い係か。……となると、料理人は……」

　食事をするエリアの奥、厨ちゆう房ぼうに目を向けると。

「あら？　これはマー君の気配だわ……ああ、やっぱり。おはようマー君」

　キュウリの浅あさ漬づけを切っていた真々子が、息子むすこセンサーで瞬間的に気付いて、いつも変わらない微笑ほほえみを向けてきた。予想通り。

　さらに隣となりの人も。

「昨日はお寝ね坊ぼうさんだったけど、今日は早いのね。偉えらいわ、真人」

　ナスの浅漬けを切る手を休めて、ＨＡＨＡＫＯが振り返った。笑顔を浮うかべて、いつになく楽しそうだ。こちらも予想通り。

　で。

「大おお好すき真人。いいところに来たわね。三人の内で、誰が一番、均等に切れているか、あなたが判定しなさい」

　たくあんを切る手を止めて、やたら好戦的な顔つきで振り返ったのは、ワイズでも、ましてやメディでもない。

　組織の黒コートではなく、エプロンをマントのように肩かた掛かけして、エプロンの意味を完全に無視している、アマンテだ。

　真人はもう頭痛い。

「さあ大好真人。早く判定しなさい。これは、ただの朝食準備ではなくて、真しん剣けん勝負なのよ。さあ早く」

「真剣勝負とか言われても知らんけど。……つーか、そうじゃなくて……」

「エプロンのこと？　ふふっ、大好真人は知らないのね。これは、女子の間で流行はやっている、最新のエプロン着用法よ。賢けん者じやワイズと癒ゆ術じゆつ師しメディが、ここだけの秘密として、特別に教えてくれたの。あの二人のこと、少し見直したわ」

「お前それ完全に騙だまされてるから。仲間として謝るから許してくれ。……というかさ、もういい加減、はっきり……ぐえっ!?」

　はっきり言いたかったのだが、襟えり首くびを引っ張られて首が絞しまって言えなかった。

「ちょい寝坊しちゃったけど、まだ間に合うわよね。さあアマンテ、女子力勝負よ」

「真々子さんとＨＡＨＡＫＯさんに挑いどもうなんて、とんだ身の程ほど知らずですね。思い知らせてあげましょう」

　真人絞こう殺さつ未み遂すいの犯人は、ちゃんと体の前にエプロンを着用している女子二人。

　ワイズとメディが、喉のどをやられて悶もだえている真人を尻しり目めに、颯さつ爽そうと厨房に飛び込んだ。不敵な笑みを浮かべて待ち構えているアマンテと対たい峙じする。

「あなたたち、エプロンの付け方がおかしいわよ。女子たる者、流行には敏びん感かんであるべきだというのに。自分で言ったことを忘れてしまうなんて、愚おろかな……」

「あー、ごめーん。それ噓うそ。まさか信じるとは思ってなかった」

「ええええっ!?　なっ、なんて卑ひ劣れつな!?」がびーん！

「敵を欺あざむくには、まず敵から。基本ですね。それでは、時間もないことですし、お料理勝負を始めましょう。……私も腕うでに縒よりをかけて……」

[image: ]

「「それは却きやつ下か」」

　ワイズとアマンテが協力して、やんわりと、メディを厨房から押し出して。

　真々子、ＨＡＨＡＫＯ、ワイズにアマンテも加えて、朝食調理だ。

「ＨＡＨＡＫＯさん。お味み噌そ汁しるをお願いしていいかしら」

「わかったわ。……あら、いい感じだわ。そろそろお豆とう腐ふを入れていいわね」

「アマンテさー。何度も土ど鍋なべの蓋を開けるの、やめてくんない？　蒸むらし中だって、わかんないの？」

「い、言われなくても、わかっているわよ！　ちゃんとご飯の粒つぶが立っているか、念のため確かく認にんしただけよ！　ふんっ！」

　手て狭ぜまになった厨房の中、うっかり肩が当たったり、あえて腰こしを押し当てて、ぐりぐり攻こう撃げきし合ったり。とにかく賑にぎやかで。

「メ、メディさん！　自分だけだと手が足りません！　手伝ってもらえたら嬉しいです！」

「ええ、そうですね……私は、ポータちゃんのお手伝いを頼まれたのです……迷めい惑わくだからと追い払はらわれたわけではありません……ええ、違ちがいますとも……」ずーん

　食事スペースの方では、鬱うつなダークパワーが漏もれ出ているメディを、ポータが必死にフォローしつつ。「おはよ～」「む。出で遅おくれたか」着替えを済ませたソレラとフラテロも参加して、着々と支し度たくを進めている。

　女性八人。見渡す限り、若々しく美しく、若くて綺き麗れいで可愛かわいい、女性だらけ。ついでに美味おいしそうな朝食の香かおりもたっぷり。

　なんというパラダイス！　この贅ぜい沢たくなハーレムを前にして！

「だからさ、そうじゃなくてさ……みんな、いい加減にしようぜ……状じよう況きようをさ、もっとよく考えてくれよ……頼むから……」

　本来なら最高の優ゆう越えつ感を味わっていいはずの、唯ゆい一いつの男、真人は、廊下で膝ひざを抱えてうずくまった。







　そうして朝食タイム。

　食堂中央の大テーブルに、真々子、真人、ポータ。向かいの席に、ＨＡＨＡＫＯ、ワイズ、メディ。

　窓際にある小テーブルに、アマンテ、ソレラ、フラテロ。

　それぞれ別に用意した和の朝食を平らげて、食後の緑茶で一服したところを見計らって。

　意を決して、真人が告げる。

「みんな、それから四天王の三人も、ちょっと聞いてくれ。大事な話をしたい」

　重々しい口調での一言に、すかさず、アマンテが鋭するどい視線を向けてくる。

「大好真人。先にいいかしら。私も重要なことを言いたいわ」

「な、なんだよ……ああそうか。お前らも、やっとその気に……」

「『みんな』の中に、私たちを含ふくまず、あえて別べつ枠わくで呼ぶのは、いかがなものかと思うの。差別的な扱あつかいはやめなさい。仲間外れはよくないわ」

「差別じゃなくて、当然の区別だよっ！　ああもう、はっきり言うぞ！　お前ら、馴な染じみすぎだから！　あり得ないレベルで馴染んでるから！　いい加減にしろ！」

　真人が怒ど濤とうの勢いで言葉を放つと。

　アマンテは鼻で笑う。

「何を言うのかと思えば、馬ば鹿かげたことを。私たちは、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士よ。馴染むなんて、あり得ないわ。……ああ、賢者ワイズ。急きゆう須すを取ってもらえるかしら」

「はいよー。……ていうか、空じゃん」

「あらら～。じゃあ私が淹いれてこようか～？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　自分のところにある急須には、まだお茶があります！　どうぞ！」

「ん。ありがとさん。……メディ、ついでに淹れちゃる」

「ご親切にどうも。フラテロさんは気が利ききますね」

「あ、ちょっと！　私の分を残しておきなさいよ！　最初におかわりを欲ほしがったのは、この私よ！」

　不俱戴天の敵同士だそうだ。

　もうちょっとで、真人は湯飲みを思いきり投げつけてやるところだった。

「四天王だけならまだしも、こっちのメンバーまで普ふ通つうに和なごんでるとか……そりゃまあ、そこまで強きよう烈れつに敵視してたわけじゃないけどさ……でもさ、敵同士なんだろ？　だったら、これはないだろ。おかしいだろ。ダメだろ。ちゃんとしようぜ」

「ちゃんとしているわよ。ふんっ」

「いやいやいや、してないから！……なあアマンテ。確認しよう。そもそも、お前らは、なんのために、俺たちの前に現れたんだよ」

「もちろん、最終決戦を挑むためよ」

「そうだな。戦うつもりで来たんだよな。本気で宣言したもんな。だから俺たちも、やるしかないと思ったわけだが……」

「ただ、戦うと言っても、固有スキルを失っている私たちに気を遣つかって、戦わずに対話でなんとかしようとしてくる展開を若じやつ干かん、ほんのちょっと、まあそうなるだろうと、期待していたのだけど、あなたたちがあまりに本気で、ドン引きしたというか……なんて、いちいち説明しないけれど」

「だから、俺たちが攻撃しようとした瞬間に、待ったをかけたわけだな。生まれたての小こ鹿じかみたいに震ふるえながら、両手を突つき出して、『ままま待ちなさい!?』ってさ」

「なんのことかしら。身に覚えがないわね。ふんっ」

　アマンテはそっぽを向いて茶をすすった。これ以上の会話は拒きよ否ひ状態だ。

　激げき突とつ寸前の状況については、アマンテの名めい誉よのため、忘れてやることにして。

「はぁ……じゃあソレラに確認する。俺たち、戦わないことで合意したよな」

「そうだね～。私たちは～、引き上げることにしたんだけど～……」

「引き上げてないじゃんか。思いっきり、いるじゃんか」

「だって～、よく考えなくても～、帰る場所なんてなかったし～」

「よく考えなくてもわかることなんだから、言う前に気付けよ」

　真人が冷れい淡たんにツッコミを入れると、ソレラは拗すねた顔をぷいっと背そむけて茶をすすった。こちらも会話拒否だ。

「まあ、その辺については、俺たちもわかってたからな。どうするつもりか、気になったんだが……」

「喧けん嘩かを売る前に、ワシらはあんちゃんたちの様子を調べとったけぇの。あんちゃんが宿屋の二人部屋に、一人で泊とまっとるんを知っとった。ベッドが空いとる、ということじゃ。なら泊まらせてもらったらええ。合理的じゃ」

「なあフラテロ。敵同士とか、そういう話以前に、算数の話をしよう。二人部屋に一人で泊まったら、残りのベッドは一つだ。そこでなぜ三人増えて問題ないと思ったのか、納なつ得とくのいく説明を聞かせてくれないか？」

　小学校の教師になったつもりで、優やさしく笑え顔がおで尋たずねたのだが、フラテロに顔を背けられてしまった。はい会話拒否。手に負えない。ふざけんなと。

　いよいよ本気で、真人が湯飲みを投げつけてやろうとすると。

「マー君、ちょっと落ち着きましょうね」

　真人の手の中でパキパキ鳴っていた、罪のない湯飲みをそっと逃にがして。真々子が小声で話しかけてくる。

「ねえマー君。お母さんは、そんなに悪い状況じゃないと思うわ。色々あったけど、四天王の三人がこうして、みんなと仲良くできるのは、とっても素す敵てきなことよ」

「まあそうだけど。こいつらが悪わる巧だくみしなくて、世界にも、俺たちにも迷惑を掛かけずに、みんなまとめて平和な毎日を過ごせるなら、まあ悪くないと思うけど……でも……」

　だったら、このままでいいのか？　そうは思えない。

　真人は、自身の正面、ＨＡＨＡＫＯとアマンテたちの間にあるスペースに目を向ける。

「（この隙すき間まが、どうしても気になるんだよなぁ……）」

　食事を始めて以来、ＨＡＨＡＫＯはずっと黙だまったままだ。密ひそかな挑ちよう戦せんに集中しているせいである。

　どうにかして、子供候補である四天王の三人に近付こうと、椅い子すをそっと移動させるのだが……すかさずアマンテが睨にらみ付けて、接近を許さない。ＨＡＨＡＫＯはそっと元の位置へ。その繰くり返し。

　真人が気付いた限りで、もう十回以上。ＨＡＨＡＫＯの試みは失敗している。

「（アマンテたちは抵てい抗こうしつつ……でも、本気で嫌いやがってる感じじゃない）」

　当初、ＨＡＨＡＫＯに対する四天王たちの態度は、完全なる、お断り状態だった。母親以外の存在で、ここまで敵視されていた人は他ほかにいない。

　それが、こうして同じ室内で食事をしている。両者の間にあった、無限にも思えた距きよ離りが、互たがいに手を伸のばせば届くまでに縮まっているのだ。

「（あと一押し。何かきっかけがあれば）」

　親子の絆きずなが生まれるかもしれない。その可能性が充じゆう分ぶんに感じられる。

　四天王たちは何も言わないが、その一押しを求めて、真人たちに付きまとっているのかもしれない。そう思いたい。そう思いたいと思うと、そう思えてくる。

　だったら、やっぱり。

「ここまで散々、他所よそのご家庭のお節せつ介かいを焼いてきた俺たちだからな。このままでも悪くないけど、もっとよくなれそうだから、よくしてやりたい、なんて調子に乗って思ったりするわけだ。……どうやら俺は本気で、世界より親子のための勇者だったらしい。自分に呆あきれるわ」

「うふふ。そんなことないわ。とっても素敵。お母さんは大賛成よ」

　横目でうかがうと、真々子は俄が然ぜんやる気だ。「お母さん、わくわく」お母さんの大きいのが、上下にぷるぷる揺ゆれている。目に毒過ぎた。

　気を取り直して、逆サイド。仲間たちの様子をうかがうと……ワイズが〝いいんじゃない？〟と、肯こう定てい的に肩をすくめた。メディはしとやかに、ポータは元気よく頷うなずいてくれた。

　素敵な仲間たちだ。

「よし。だったら……具体的に、どうすればいいか。はいアイデアをどうぞ」

　意見を求めると、ポータは難しい顔をして小首を傾かしげた。一いつ生しよう懸けん命めい、考えてくれているようだが。

　一方、ワイズとメディは、ぷいっと、無言で顔を背けた。素敵な仲間たちだ。

「こうなったら、母さん」

「頑がん張ばりましょう。おー！」

「じゃなくて、具体的な方法を述べろと言ってるんだが」

　真人がジト目を向けると、真々子は微笑ほほえんでいる。微笑んでいる。微笑んでいる。

「そうだわ。マー君ならきっと……」

「正直に言う。まっっったく思い付かん」

　四天王が襲しゆう来らいして、最終決戦を宣言し、だが戦わずぐだぐだと居座るようになり。

　対して、真人たちはどうするべきか、基本方針は定まったものの、具体的な方法が思い付かないまま。

　今日で一週間である。







　朝食を済ませた真人たちは、親子の悩なやみを解決するための施し設せつ、お母さん屋に向かった。

　カフェのような佇たたずまいの店の、玄げん関かんドアを開けると、ドアベルが軽かろやかに鳴り響ひびいて。

「はーい！　いらっしゃいま……せ？」

　お母さん屋の店員を務めているモーネが、奥のカウンターから飛び出してきて、元気で可愛かわいらしい営業スマイルを浮うかべたかと思ったら、冷たい真顔になった。

「あー、四天王まだいるんだね」すーん

「いて悪かったわね。私たちは、大好真人がどうしてもと言うから、仕方なく滞たい在ざいしているだけよ。ふんっ」

「頼たのまれちゃったら～、仕方ないよね～」

「ん。あんちゃんの頼みは断れん」

「捏ねつ造ぞうはやめろ」

「真人君たちが、ちゃんと面めん倒どうを見てくれるなら、なんでもいいけどね。どぞー」

　世界を震しん撼かんさせた組織の構成員がやってきたが、モーネはもう慣れたものだ。また暇ひま人じんが来た、みたいな軽いノリで、アマンテたちを平然と店に招き入れた。

　アマンテたちも、もう慣れたものだ。

「魔ま神じんマムモーネ。昨日、紅茶の茶葉が切れていたけど、ちゃんと補ほ充じゆうしたのかしら」

「朝一で買ってきたよー。戸と棚だなにあるから、勝手に使ってー。ていうか、その呼び方やめてって、何度も言ったはずなんだけどー」

　アマンテはカウンター内にずかずか入り、お茶の準備を始めた。

「それじゃ～、今日も楽しくポーカーしようね～。ワイズちゃ～ん、メディちゃ～ん、支し払はらいの準備はいいかな～？」

「今日は一マムたりとも払わないわよ！　あんたに巻き上げられた分、じゃなくて、あんたに預けてある分、きっちり取り返してやるわ！　絶対に、イカサマ禁止だからね！」

「大丈夫ですよ。今日はポータちゃんに監かん視し役をお願いしましたから。何かおかしな点があれば、すぐに……」

「あっ！　メディさんの袖そでの中にカードむにゅにゅ？」

「ポータちゃん。お口を閉じましょうね」にっこり

　ソレラはカウンターの一角を占せん領りようして、ギャンブルコーナーを開設。闘とう志しを燃やすワイズと、ポータの唇くちびるをつまんで黙らせているメディが客だ。二人の運命や如い何かに。

　その傍かたわらでは、「んゃっ、んゃっ……ふぅ」フラテロが筋トレしている。腕うで立たて伏ふせが五回もできた。筋肉の調子を確かめると、うん、いい感じ！

　とまあ、入店して僅わずか数分で、そんな有り様だ。

　真人の口から勝手にため息が出た。

「どいつもこいつも、あっさり馴な染じんで、まったりしやがって……」

「事件を起こされるよりは、まあマシってことで、いいんじゃない？　それじゃ私は……すりすりー」

「おいモーネ！　いきなり抱だき付くな！　まあ必要なことだけど、頰ほおずりは控ひかえ目に！」

「力が暴走しないように、ちゃんと甘え成分を補給しないといけないわ。すりすりー」

「渇かつ望ぼうの力が発動してしまったら、大変だものね。すりすりー」

「母さんとＨＡＨＡＫＯさんは、甘える必要ないだろ!?」

　便乗して頰ずりしてくる同じ顔を押し退のけて、とりあえず真人たち四人もテーブル席に着いた。

　そうして落ち着いてもやっぱり、隣となりの席のモーネにすり寄られ、向かいの席の真々子とＨＡＨＡＫＯに微笑ましく見守られ、真人が精神的に悶もだえ苦しんでいると。

　アマンテがツカツカと近寄ってきた。無言で、テーブルの端はしに四人分の紅茶と茶ちや菓が子しを置き、すぐに顔を背けて去っていった。

「……まあ素っ気ない態度だけど。あのアマンテが、母さんをもてなすなんて、ちょっと前なら考えられないことだよな」

「そうね。母親に対する考え方を、だいぶ改めてくれたみたいで、すごく嬉うれしいわ。……こうなってくると、いよいよ、期待しちゃうわよね。ＨＡＨＡＫＯさん」

「だと嬉しいんだけど……どうかしらね」

　アマンテが置いていった紅茶を、大事に一口飲んで。「……美味おいしい」ＨＡＨＡＫＯは幸せそうな微笑みを浮かべている。子を待つ母親の顔だ。

「あと一歩って感じなんだよね。だったら、何かアクションを起こした方がいいんじゃないの？　ここでだらだらしてる場合じゃないよね？　毎日毎日、もう一週間、何やってんの、って話なんだけど」

「モーネが言う通りなんだけど、肝かん心じんの方法がな……なあモーネ。何かいいアイデアはないか？　その辺を期待して、店に通ってる部分もあるんだけど……」

「そもそも、親子問題の難しいのは、真人君たちが対応してるじゃん。アイデアを出すのも、真人君たちの仕事でしょ。というか、この会話、昨日も一昨日おとといもしたよね」

「ですね……」

　そして明日も明後日あさつても繰り返されるという、悲しい予感を感じていると。

「大だい丈じよう夫ぶよ。なんとかなるわ」

　向かいの席の真々子が、はっきりと言い切った。そして微笑んでいる。微笑んでいる。

　思えば、朝食の後、アイデアを求めた時もそうだった。

「なあ母さん。もしかして、何かあるのか？……実は、何かが既すでに進行中で、準備が整うのを待っているとか……」

「うふふ。どうかしらね」にこにこ

「怪あやしいな……」

　これは何かある。息子むすこの勘かんがそう言っている。真人は精神を集中して、親子の以心伝心で探さぐろうとした。でも全然わからない。ダメだこれ。そんな時。

　玄関ベルが軽快に鳴り響いた。玄関ドアが開き、修道女姿の……

「皆みなさん、おはぶっ」

「萌も子こいるかしら！　じゃなくて、ゲーム世界では、ポータって呼ぶべきね！」

　しれっと現れた例の人を、交通事故レベルで撥はね飛ばして。一いつ般ぱん的な町人の服を着た眼鏡の女性が、店内へ駆かけ込んできた。

　仕事と育児に悩み、疲つかれ果てた表情をしていたのは過去のこと。期待に胸を膨ふくらませ、希望に満ちた表情で店内を見み渡わたしている、その人は。

「わっ！　お母さんです！　自分のお母さんが来てくれました！」

「ええそうよ！　あなたのお母さんよ！　私の娘むすめ！　可愛い娘！　まずは抱き締しめさせて！　私の全すべてで、大切な我が子を感じさせて！」

　現れたのはポータの母親、佐さ央お理りだ。ポータが大急ぎで駆け寄ると、佐央理は無我夢中で抱き締めた。

　すかさず【母の光】が発動。喜びが爆ばく発はつした、途と方ほうもない明るさがポータ親子を包む。

「おはよう！　とっても元気そうね！　よかったわ！」撫なで撫で！

「はい！　自分は元気です！　お母さんも元気そうで、よかったです！」

「もちろん元気よ！　こうして会うのが待ち遠しくて、夜明け前に起きて意味もなく腹筋しちゃったくらい元気よ！　朝ご飯はちゃんと食べたかしら！」撫で撫で撫で撫で！

「食べました！　ママさんの料理も、ＨＡＨＡＫＯさんの料理も、アマンテさんの料理も、すっごく美味しかったです！」

「そ、そうなのね！　だったら、お母さんも負けないようにお料理しなくちゃね！　お母さんのご飯、食べてくれるかしら！」撫で撫で撫で撫で撫で撫で！

「はい！　お母さんのご飯を食べたいです！」

「わかったわ！　お母さん頑張っちゃうからね！」撫で撫で撫で撫で撫で撫で撫で撫で！

　もう何も見えない眩まぶしさの中、佐央理はポータの頰を撫でる！　頰ずりする！　頭を撫でる！　頭に頰ずりする！　撫でられるところは全部撫でる！

　離はなれて暮らす親子の、感動の再会シーンなわけだが。

「……あの、佐央理さん。盛り上がってるところ、悪いんですけど」

「ああ真人君！　可愛い娘がいつもお世話になっているわ！　仲良くしてくれて、本当にありがとう！　それで、何かしら！」

「殺人容疑で、現行犯逮たい捕ほです」

　お母さん屋の玄げん関かん先さきに、例の人の棺かん桶おけが一つ、横たわっている。







　メディの蘇生魔ま法ほうで生き返らせた。

「では、あらためまして。皆さん、おはようございます。ご存知、シラーセです。……そして、あらためてお知らーせする必要はないかと思いますが、こちら。堀ほつ田た佐央理さんではなく、冥めい母ぼハハーデスさんです。お間ま違ちがえの無いように」

「シラーセさん、許してもらえないかしら……せめて服装だけでも、許してもらえないかしら……」

「大丈夫です！　ちょっと変わったアカウント名でも、ちょっと格好つけちゃった姿でも、お母さんはお母さんです！」

「ありがとう。でもね、これは、いわゆる黒歴史というものでね？　お母さんは泣きたくなっちゃうのよ？」

　漆しつ黒こくの鎧よろい、組織のコート、頭には角。その名は冥母ハハーデス。

　魔王然とした名と姿で過ごすことを命じられたハハーデスは、椅い子すに座って縮こまっている。まあこの程度の罰ばつで済んで、よかったということで。

　来訪したシラーセと、佐央理ではなく冥母ハハーデス。その隣には、ぴったりと寄り添そうポータ。テーブルを挟はさんで、真々子とＨＡＨＡＫＯとモーネが席に着いた。

「ご紹しよう介かいが済んだところで、早さつ速そく、用件をお知らーせさせていただきましょう」

「お願いするわ。シラーセさんと、ハハーデスさんが、こうして来てくれたということは、期待していいのよね」

「真々子さんまで、そんな呼び方を……しくしく……と、とにかく、こちらの準備は整ったわ。あとは最終確かく認にんだけよ」

「ということですので……緩かん衝しよう材ざい係のお三方。準備はよろしいですか？」

「俺たち、クッション扱あつかいですか。まあいいですけど」

　真人、ワイズ、メディの三人は、カウンター席に並んでいる。

　その向こう、カウンターの奥には、むすっとした顔で黙だまり込んでいるアマンテたちが並んでいる。警けい戒かい心しんをむき出しにして、かつてのボスである冥母ハハーデスから距きよ離りを置いている状態だ。

「四天王が暴れるようなら、取り押さえろってことですよね。了りよう解かいです」

「お願いいたします。それでは」

　シラーセと冥母ハハーデスが視線を交かわして、頷うなずき合い、シラーセが口を開いた。

「アマンテさん、ソレラさん、フラテロさん。本日は、あなたたち三人にお知らーせが……いいえ、お知らせしたいことがあって参りました」

「え？……お知らーせ、ではなくて、お知らせ？　シラーセさんなのに、あえて、お知らせと言ったの？　噓うそでしょう!?」

「どうしよ～!?　シラーセさんがふざけてないよ～！　これ本気で真ま面じ目めな話だよ～!?」

「むぅ……武む者しや震ぶるいが……」ガクガクブルブル

「お察しの通り、大変重要な通達となります。心して、お聞きください」

　緊きん張ちよう感かんに満ちた冷静な表情で、シラーセが告げる。




「この度たび、運営は正式に、ＨＡＨＡＫＯさんを母親とし、年ねん齢れい順に、ソレラさんを長女、アマンテさんを次女、フラテロさんを三女として、一組の親子として認める判断を下しました」




　静まり返った店内に、真々子の拍はく手しゆがパチパチと、続けてモーネの拍手がペチペチと、まばらに響ひびいた。

　ＨＡＨＡＫＯは、両手で口元を覆おおって、ただただ呆ぼう然ぜんとしている。

　四天王の三人も、目を見開き、口をぽっかりと開いて、思考停止している。

「おや、意外ですね。猛もう反発されると思っていたのですが。……これはつまり、ご希望通りの展開ということでしょうか。親子万ばん歳ざい、みたいな」

「そっ、そんなわけないでしょう!?　私たちは不満よ！　だから……大好真人！」

「いてっ」

　アマンテは、スパーンッ！　と。真人の頭を引っぱたいた。１ダメージ。

「そ、そうだよね～！　不満だから暴れちゃうよ～！　ワイズちゃ～ん！」

「あだっ。まあ痛くないけど」

　ソレラは、ぺしっと。ワイズの頭を引っぱたいた。０ダメージ。

　そしてフラテロも、メディに！

「私に、何か？」にっこり

「……なんでもないけぇ、そんな恐おそろしい笑え顔がおで見んでくれ」

　身の危険を感じて、フラテロはポコッと「ビビるなよ」「ビビっとらん」真人の頭に正せい拳けん突づきを放った。１ダメージ。

　四天王たちの反発は、その程度だ。

「なんとなく、そんな気はしてたんだよな。……結局、お前らにも、そういう気持ちが少しはあるんだろ？　ちょっとした興味だけでもさ」

「そ、それはどうかしらね！　この前、ＨＡＨＡＫＯに助けてもらった時に、母親について少し興味を持ったかもしれないけれど、そんなこと、いちいち説明しないわ！　ふんっ！」

「いちいち説明してるし。まあそんなことはいいんだけど」

「私とフラテロもね～、メディちゃんのママに手当てしてもらって～、ちょっと思うところはあるんだけど～……なんだけど～……親子とか言われても～、結局よくわからないんだよね～。私たちに親がいたことはないし～、子供だったこともないからね～」

「え？……あなたたちは……」

「ワシらにあるんは、親という分類の相手に反はん抗こうする気持ちだけじゃ。他ほかの情報は持っとらんけぇ、どうもできん。……じゃあの」

「おい、待てって。どこへ行くんだよ」

　四天王の三人は、ＨＡＨＡＫＯの視線から逃にげるように、足早に玄げん関かんへ向かっていく。

　ふと立ち止まり、俯うつむき加減で。

「私たちとＨＡＨＡＫＯを親子にしたいなら、勝手にすればいいわ。データを書き換かえるだけで済むでしょう。好きにしなさい」

　寂さみしげに、投げやりな言葉を吐はき捨てて、お母さん屋から出ていった。

　そうして、窓の外に、三人の後頭部が並んだ。遠くへは行かないらしい。ひとまず安心していいだろう。

　疑問を投げかけるように、ワイズとメディが真人をじっと見つめてくる。同じことを考えているのだろう。だが真人は答えを持っていない。

「……シラーセさん。お知らせ、お願いできますか？」

「わかりました。では……」

「待って。私から話すわ。原因は全て、私にあるもの」

　冥母ハハーデスは、寄り添っていたポータをそっと押し返して、姿勢を正した。

「アマンテ、ソレラ、フラテロ。あの三人はＮＰＣよ。元々、モブ冒ぼう険けん者として作成されたキャラだったんだけど、デザインが秀しゆう逸いつすぎて、プレイヤーを差し置いて目立ってしまいそうだったから、実装を見送ることにしたの」

「元はボツ案ということか。あいつら、悲しい過去を背負ってるなぁ」

「でもって、そこから組織の四天王へ、大出世するわけね」

「廃はい棄きしてしまうのは惜おしかったから、何か使い道がないかと考えて……最初は、娘むすめの護衛役として調整を進めたの。一いつ緒しよに冒険できない私の代わりとしてね」

「護衛役……あいつら何気に、ポータに対しては甘かったからな。そういう設定が生きてたのかもしれないな」

「そういえば、組織のアジトには必ず、部屋が四つ用意されていましたよね。察するに、そちらも元々は……？」

「そうよ。元々は、娘たちのための拠きよ点てん。部下に指示して、世界各地にこっそり作らせていたものなの」

「親の愛情という名の、職権乱用で、ですね」

「メディさんは容よう赦しやないわね。まったく、その通りよ」

　冥母ハハーデスは正直に白状して、ポータの頭をそっと撫でた。

　全すべては可愛かわいい娘のため。それは嬉うれしいことだが、喜んではいけないことだ。ポータは曖あい昧まいな表情で、大人しく撫でられている。

「だけど実装する直前で、私がストレスを爆発させてしまって、予定変へん更こう。アマンテ、ソレラ、フラテロの三人は、反抗期の子供のデータを基もとに再調整されて、親子のための世界に仇あだなす存在として送り出された……いいえ、私が送り出したの。そして身勝手に使し役えきしたのよ」

「だけど、どんな事件も、無事に解決されて、あの子たちも心変わりしようとしているわ。結果オーライって、こういう時のための言葉よね。うふふ」

　暗い表情で俯きかけた冥母ハハーデスへ、真々子がにっこりと微笑ほほえみかけた。

　この人には敵かなわないと、冥母ハハーデスは苦く笑しようしている。

　真人たちも同感だ。結果オーライ。深く頷いて同意を示した。

「では確認作業が済んだところで、これからのことを相談しましょうか！」ガタッ！

「うわびっくりした。なんでそんなやる気なんですか」

　お知らせ係ができなくて欲よつ求きゆう不満だったのか、シラーセが勢いよく立ち上がって、きょとんとしているＨＡＨＡＫＯへ視線を向けた。

「さてＨＡＨＡＫＯさん。まずはあなたのお気持ちを聞かせてください。四天王の三人を子供とすることに、異論はありますか？」

「異論なんて、もちろんないわ。大だい歓かん迎げいよ。……だけどそれが、データを書き換えて、強引に子供にするということだったら、絶対にお断りしたいわ」

「その点については、ご安心ください。運営はあくまで、親子として認める判断を下しただけであり、決定してはいません」

「申しん請せいすれば受理してくれる、ということなのかしら」

「おっしゃる通り。……そもそも、メイン・システムと繫つながりがあるＨＡＨＡＫＯさんでしたら、データの書き換えは可能だったはず。ですが、しなかった。あなたは、どんなに拒こばまれても、根気強く、忍にん耐たい強づよく、辛しん抱ぼう強づよく、子供へ歩み寄ろうとした。安易な意識操作は、あなたの想おもい、すなわち親の想いに対する冒ぼう瀆とくに他なりません。絶対に、いたしません」

「そうなのね……ありがとう。運営の判断に、心から感謝するわ」

「どういたしまして。……ですが一方で、この判断が、親子関係の形成をより難しくしている感は否いなめません。アマンテさん、ソレラさん、フラテロさん、以上三名の、自発的な心変わりによってのみ達成されるという状態ですからね。……さて、どう促うながしたものか……ふむ」

　じっくり考え込んだシラーセは、ふと真人へ視線を向けて、手を上げた。

「すいませーん、オーダーいいですか。いつもので」

「常連客の注文みたいなの、やめてくださいよ。はいはいわかりましたよ。例の如ごとく、俺たちに丸投げってことで……」

「と見せかけて、今回は運営が主導いたします。素す敵てきなイベントをご用意していますよ。かなり大おお掛がかりなもので、プロデューサーの強権発動がなければ成し得ないものでした。圧あつ倒とう的ごり押しでした。パワハラと言っても過言ではありません」

「……お母さん……」ぐすん

「萌子!?　お母さんは、酷ひどいことする人じゃないわよ!?　ちょっとスケジュール的に厳しかったけど、ちょっとだけ頑がん張ばってねって、部下に優やさしくお願いしただけよ!?」

「それでは、詳しよう細さいをお知らーせする前に、まずは肝かん心じんの対象者が参加してくれるよう、口説き落としていただきましょうか」

　窓の外に、四天王の後頭部が三つ、相変わらず並んでいる。







　アマンテたちは、お母さん屋の外がい壁へきに背中を預けて、ただそこにいる。通行人が奇き異いの視線を向けてくるが、気にも留めない。ぼんやりと、足あし下もとを見つめ続けている。

　店から出てきた真人たちに気付いたはずだが。

「データの書き換えはどこでするの。どこへなりとも、連れて行きなさいよ」

　アマンテが一言、ぼそっと言って、それだけだ。唇くちびるを尖とがらせて、顔を上げない。

「いじけるなよ。ったく。……さあどうする？」

「とりあえず、一発ガツンとしちゃえばよくない？　ふざけんなこらーって、ぐわーって、普ふ段だんみたくなるでしょ」

「ではワイズさん。多くの通行人が見守る中、無む抵てい抗こうな相手に対して、ここぞとばかりに容赦ない魔ま法ほう攻こう撃げきをどうぞ」

「ちょ言い方！　別にそういうつもりじゃないんだけど！……じゃあ、どうするのよ！」

「自分が、元気もりもりになる薬を作るのはどうでしょうか！」

「それも悪くないかもだけど、フィジカルはともかく、今必要なメンタルに効くかどうか微び妙みようだな……となると……」

「それじゃ、ここはお母さんの出番ね。考えがあるわ」

　真々子が一歩、前に出た。

　最強の母親が目前に立つも、四天王は変わらず無反応だが。

「三人とも、ちょっといいかしら。いくわよ？」

　真々子は真しん剣けんな表情になり、腰こしに手を当てて、人差し指をぴんと立てた。

「え？……それって……ちょっ、ちょちょちょちょっと待ちなさい!?」

「ひぃぃぃ～っ!?　なんでなんで～っ!?　撃うつのぉぉぉ～っ!?」

「短い人生じゃった……」

　涙なみだをまき散らしながら身を寄せ合った四天王へ、母親の超ちよう必殺、𠮟しかり主しゆ砲ほう〝めっ〟が炸さく裂れつする……！

　と思いきや。

「これから最終決戦しましょう」

　人差し指を穏おだやかに揺ゆらして、真々子はにっこりと微笑みかけた。

　ぽかーんとしていたアマンテたちが、慌あわてて身構える。

「最終決戦って……ああ、そう。いちいち説明されなくてもわかるわ。最後くらい、潔いさぎよく戦って、死ねということね。そして再び目覚めた時には、私はもう別人。……いいわ。戦ってやるわよ」

「待って。そうじゃなくてね。剣と魔法で戦うわけじゃなくて……これから始まるイベントに参加して、決着を付けましょうって、そういうことなの」

「イベントに参加って～、どゆこと～？　イベントって～、なんのイベント～？」

「親の気持ちを感じて、子供の気持ちを感じて、親子の素敵な思い出が作れる、特別な催もよおしよ。詳くわしい内容は、参加してからのお楽しみね」

「それで、どうやって決着を付けるんか……」

「三人が、母親のことを認めてくれて、親子になりたいわって、思ってくれたら、私たちの勝ち。そうならなかった時は……んー……」

　真々子はちょっと考えて、真人たちを見つめてくる。

　上手うまくいかなかった場合はどうしようか。真人も、ワイズも、メディも、ポータも、んーっと、小首を傾かしげた、ノープランだ。

「んー……アマンテちゃん、どうしようかしら」

「私に聞かないでよ！　そっちで考えなさいよ！　そんな適当な……そんな……まどろっこしいことをしなくても、さっさとデータを書き換かえてしまえばっ……！」

「そんなこと、絶対にさせないわ」

　建物の壁かべが不自然に盛り上がり、ＨＡＨＡＫＯに姿を変えた。

「私は、他ほかの誰だれでもない、あなたたちと仲良し親子になりたいの。今のあなたたちがいいの。今のあなたたちでなければダメなの」

　あまりに真剣で、果てしなく強い想いが放たれた。

　ＨＡＨＡＫＯの視線と言葉を、真正面から受け止めたアマンテたちは、しばし呆ぼう然ぜんとして……じわじわと赤く染まっていく顔を、慌てて伏ふせた。

「何を言うのかと思えば、そんなことを……まったく、なんなのよ……」

「困らせちゃって、ごめんなさいね。でも私は本気よ。本気なの。だから、一緒にイベントしてくれないかしら。ね、どうかしら」

「ん～……私は～、アマンテが参加するっていうなら～、一緒してもいいよ～」

「ワシも、アマンテが参加したいなら、仕方なく付き合っちゃる」

「どうして私に判断を押し付けるのよ！　ああもう……ああもう！」

　地じ団だん駄だ踏ふみ踏み、一人で葛かつ藤とうしていたアマンテが、ＨＡＨＡＫＯをビシッと指さす。

「わかったわよ！　参加してやるわよ！　ただし！」

「ただし？」

「私たちが勝負に勝った場合は、勝った私たちは何をどうすればいいか、そちらで決めなさい！　これ以上、私に判断を押し付けるのをやめること！　これが条件よ！」

「勝利者権限の使い方を間ま違ちがってる奴やつがいるんだが」

「なんにせよ、無事に口説き落とせたようですね。では早さつ速そく、参りましょうか」

　頃ころ合あいを見計らって、シラーセが店から出てきた。その後ろには、アマンテたちの気分を害さないよう、モーネを盾たてにして隠かくれている冥めい母ぼハハーデスもいる。

「参りましょう、って、移動ですか？　イベントの説明は？」

「折角ですので、情報を少しずつしか与あたえない焦じらしプレイでもしようかと。……いち、にい、さん……総勢十二名の大所帯パーティで移動ですね」

　真々子、真人、ワイズ、メディ、ポータ。

　ＨＡＨＡＫＯ、アマンテ、ソレラ、フラテロ。

　シラーセと、冥母ハハーデスに、あとは。

「へ？　あれ？　私も？」

　きょとんとして、自分自身を指さしているモーネに、シラーセが頷うなずく。

「一人だけ仲間外れでは寂さびしいでしょう。たまにはご一いつ緒しよに、いかがですか？」

「仲間に入れてくれるのは嬉うれしいけど……ぶっちゃけ、四天王のことなんて、あんまり興味ないよ？」

「はっはっは。ぶっちゃけましたね」

　シラーセが乾かわいた笑い声を上げている横で、「失礼ね」「失礼だよ～」「ん」アマンテたちが、スパンスパンスパーン！　と真人を引っぱたいた。「なんで俺!?」たまたま近くにいたのが悪かった。

「興味がない部分はいいとして。実は、これから向かう先は、魔ま神じんマムモーネが配置される予定だった場所なのです。軽く里帰りするくらいの気持ちで、いかがでしょう」

「え、そうなの!?　そういうことなら行ってみたい！……あー、でも……」

「お母さん屋のことでしたら、ご心配なく。ピンチヒッターをお願いしてあります。もう間もなく……ああ、いらっしゃいましたね」

　通りの向こうから、特とく徴ちようらしい特徴がない、一いつ般ぱん的な中年女性がやってくる。

　モーネを見つけて手を振ふっている、その人は、モーネの母親であるリーネだ。

「あっ！　ママだ！　ママが店番を代わってくれるの？」

「ええ。お話はうかがったわ。あなたが本来いるべきだった場所を、しっかり見ていらっしゃい」

「ありがとう！……あ、でもね！　私は絶対に帰ってくるからね！　だって私は！」

「もちろん、私の娘むすめよ。魔神だってなんだって、私の大事なモーネちゃんよ」

「うん！　ママは、私のママだよ！　大好きーっ！」

　母と娘が、しっかりと抱だき合って、「ママーッ！」「あらあら、甘あまえん坊ぼうさんね」モーネによる甘え成分の吸収が始まった。ぐんぐん吸う。どんどん吸い上げる。

　その様子を、アマンテがじっと見つめている。

「……ねえ大好真人。あの二人は、本当の親子ではないの？」

「厳密に言うと、違うな。モーネは魔神で、母親のリーネさんは普通の人だ。行き場がなかったモーネをリーネさんが引き取った、みたいな感じで、最初から親子だったわけじゃない。……でも、あれはもう、充じゆう分ぶんに親子だ」

「ふ～ん、そうなんだね～……」

「違う存在同士でも、親子か……なるほどのぅ……」

　蕩とろけた目で、ぼんやりとした目で、ソレラもフラテロもしっかり見入っている。

　急ぐ旅ではない。少しずつでも、しっかりと、大切な思いを育はぐくめるように。

　四天王が満足するまで、真人たちはいつまでも待つことに「ああ、眩暈めまいが……」「ママーッ!?」吸引されすぎたリーネが、ぱたりと倒たおれて、親子鑑かん賞しよう会かいはすぐ終わった。







　一行は移動を開始した。十二名でぞろぞろと、カーサーン王都の大通りを抜ぬけて、フィールドへ。

　圧あつ倒とう的な戦力差に、モンスターたちが怯おびえてガクブルしているが、「大だい丈じよう夫ぶよ。いい子には攻撃しないわ」「「「キュゥ～ン」」」真々子が撫なで撫でして問題なし。

　向かった先は、高台にある転送ポイントだ。長い階段を上った先に、魔術的な石柱が配置された円形スペースがある。

「ここを使うってことは、転送宮きゆう殿でんを経由して、別のサーバー世界へ行く感じですか？」

「サーバー移動はしません。転送魔法では行くことができない、特とく殊しゆな場所へ行くために、この設備を利用します。……ではハハーデスさん。キーアイテムのご用意を」

「その呼び方のまま、いくつもりなのね。しつこい人だわ」

　冥母ハハーデスは、軽く手をかざした。頭上に、怪かい物ぶつの頭のようなショルダーバッグが忽こつ然ぜんと出現して、口を開く。中から、三つのアイテムが吐はき出された。

　一つ目は、升ます。液体や穀物の量を量る、木製の四角い箱だ。

　続いて、小さな小こ瓶びん。ラベルには【酢す】と表記されている。

　最後は、ウニのように刺とげ々とげした丸いもの。その正体は、毬いが栗ぐりだ。

「キーアイテムのくせに、特別感がどこにもなくて、生活感がありすぎる……」

「さあ勇者たちよ！　キーアイテムを掲かかげ、禁断の地へと続く扉とびらを召しよう喚かんするのです！」

「まあ言われた通りにするけどさ……あたしたち、馬ば鹿かっぽく見えてない？」

「あちらで失しつ笑しようしているアマンテさんたちとは、あとでゆっくりと、お話ししなければいけませんね」

　真人は〝栗〟を、ワイズは〝酢〟を、メディは〝升〟。すごく微妙な表情で掲げた。

　すると転送ポイントに大扉が出現した。シャンシャンシャンと、鈴すずの音が響ひびき、扉がゆっくりと開かれる。

　その先に見えるのは、雪原と、樹氷が眩まぶしく輝かがやく木々。真っ新さらな雪の世界だ。

「こちらは、カーサーン王国世界の果て。オフクロ山脈の中で最も高い山、オフクロ山の頂上付近です。いかがですか？」

「すっごく綺き麗れいです！　それから……うぅぅ……吹ふいてくる風が冷たいですぅ……」

「防寒具の用意は万全よ。どうぞ」

　怪物頭のショルダーバッグが、再び口を開く。冬用のコート、マフラー、手て袋ぶくろ、耳当てが、次々と吐き出された。

　冥母ハハーデスの基本職業は商人。母親補正もあり、あらゆる物品を無限に所持している。抜かりはない。真人たちは思い思いに、防寒具を身に付けていく。

　だが四天王は、遠巻きに眺ながめているだけで、装備を整えようとしない。

「おーい、何やってんだよ。お前らも早く……」

「私たちには組織のコートがあるわ。寒くないから平気よ」

「平気って……ソレラとフラテロは、ちゃんとコート着てるけど、アマンテは肩かた掛かけしてるだけじゃんか。せめて着ろよ」

「寒くないと言っているでしょう。ふんっ」

　アマンテを先頭に、四天王はさっさと大扉を抜けていく。「さむっ!?……くないわ！」極ごつ寒かんの中、一いつ瞬しゆんで凍こおり付いた鼻水氷柱つららを投げ捨てて、のっしのしと。

　行ってしまう背中を、冥母ハハーデスが静かに見つめている。

「ったく。あいつら、無む駄だに意地張りやがって……俺から一言、言ってやりますね」

「待って真人君。いいの。今は私なんかに構っている場合ではないから。ＨＡＨＡＫＯさんとの親子関係に集中させてあげて」

　冥母ハハーデスが、利己的に四天王を生み出し、思うままに使し役えきしていた事実がある。

　両者の間には深い溝みぞがある。

「（育ての親問題と、密ひそかに、生みの親問題もあるわけだ。……どっちも解決できたら、最高なんだけどな）」

　とは言え、二に兎とを追う者は一兎をも得ず。今は一つのことに集中した方がいいだろう。

「ハハーデスさんがそう言うなら、ひとまずそうします」

「ありがとう。……でもね真人君。私を気き遣づかう気持ちがあるなら、まずはその、恥はずかしい呼び方を変えてくれたら嬉しいかなって……」

「ハハーデスさん。あたしたちも行こ」

「ハハーデスさん、足あし下もとにお気を付けください。雪が深いです」

「ハハーデスお母さん！　自分、隣となりを歩いていいでしょうか！」

「ハハーデスさーん。早くー。置いてっちゃうよー」

「悪い子たちではないと、わかっているけど、どうしてそうなのかしら。……もしかして、誰かから悪い影えい響きようを受けて……」

「ハハーデスさん、参りましょう。出発進行ですと、お知らーせいたします」

「ああ、いたわね元げん凶きよう」

「ハハーデスさん。元気出していきましょう。おー！」

「ハハーデスさん。急がないと、私の子供を見失ってしまうわ。さあ早く」

「少し落ち込んだところを、盛り上げようとしてくれているのよね。そうなのよね。そう信じることにするわ」しくしく

　涙なみだが流した傍そばから凍り付く世界へ、一行は足を踏み出した。







「よしみんな。とりあえず、言っておこうぜ。……せーのっ！」

「「「「雪だーっ！」」」」

　雪。雪。雪。果てしなく広がる銀色の世界。

　ふわふわの雪を、そっと掬すくい上げて、丸めて固めて、「じゃあ真人ＶＳ全員で」「チーム分けおかしくね!?」唐とう突とつに、多勢に無勢の雪合戦を始めたり。

　適当なポーズで、雪原に倒れ込んで、唐突に面おも白しろい人型コンテストをやってみたり。「そしてすかさず、大好真人を埋うめるわよ！」「「「おー！」」」「なんでだよ!?」真人型の雪ゆき寝ね像を作ってみたり。賑にぎやかな笑い声を上げながら進む一行だったが……

　そのテンションは、三十分ほどでエネルギー切れとなった。

　どこまで行っても雪原だ。率直に歩きにくい。体力の消費が半はん端ぱない。

　巨きよ大だいな魔ま法ほう書に乗って楽をしている四天王を、ジト目で見上げて、真人は大きなため息を吐ついた。

「……シラーセさん。まだ歩くんですか？」

「そうですね。もう少々かかるかと」

「まさかとは思うけど、道に迷ってたりとか、ないわよね？　マジで怒おこるわよ？」

「その点はご心配なく。目印はちゃんと見えていますので」

　前方、シラーセが指さした先に、鋭するどく尖とがった木の先せん端たん部が見える。一ひと際きわ高く、太陽の光を浴びた樹氷がイルミネーションのように輝いている、美しい木だ。

　あるにはあるのだが、行けども行けども、全体像は見えてこない。三十分歩いても到とう着ちやくできない有り様で。

　挙句に。

「待ってください。急に雲が……風も強くなってきました……よくない気がします」

「山の天気は変わりやすいですからね。瞬またたきをする間に、ふぶっ」

　吹雪ふぶきだ。いきなり猛もう烈れつな雪と風が吹き付けて、シラーセが速そつ攻こうで棺かん桶おけに収まった。

「あらあら、大変！　みんな、集まって！」

「緊きん急きゆう事態よ！　ひとまずシラーセさんの棺桶を盾たてにしましょう！　早く！」

「うひーっ！　これシラーセさんじゃなくても死んじゃうよーっ！」

　真々子とＨＡＨＡＫＯが咄とつ嗟さに、大地の聖せい剣けんテラディマドレを掲げて、土の防ぼう壁へきを作ろうとするが、地面は雪の重みで動かない。

　その時、どさっと、魔法書ごとカチンコチンに凍り付いた四天王が落ちてきた。こっちはもうダメだ。

「体が温まるアイテムを……わわっ！　バッグが凍っちゃって、開けられないです！」

「大丈夫よ！　ここはお母さんに任せて……えっ!?　そんなっ!?」

　冥めい母ぼハハーデスが出現させたショルダーバッグは、吹雪を浴びて、あっという間に雪玉となって落下した。

　シラーセの棺桶と、四天王が凍って貼はり付いている巨大魔法書。已やむを得ず並べた防ぼう御ぎよ壁へきに、横よこ殴なぐりの雪が積み上がり、覆おおいかぶさってくる。

　震ふるえながら身を寄せ合う真人たちが、もうすぐ飲み込まれる。

「ヤバいヤバい寒い寒いヤバい寒い！」

「言われなくてもわかってるよーっ！」

「ワイズさん、モーネさん、静かにしてください！　静かに……すやぁ……」

「メディ寝るなっ！　目を開けろっ……ああ、俺もなんだか、瞼まぶたが重く……」

「このままでは本当に危険だわ。私の能力で離り脱だつしましょう。……大切な願いが叶かなうまで、あと少し……やっとここまで来たのに……本当に残念だけど、それしかないわ」

　凍り付いている四天王を抱だき締しめて、ＨＡＨＡＫＯは全身から白い手を発生させた。

　白い手は、その場にいる全員を包み、対象者の体をゆっくりと雪の中に沈しずみ込ませていく。ゲーム世界を構成するデータの海を移動する、ＨＡＨＡＫＯ独特の移動方法だ。

　しかし。

「待って。こんな時こそ、親子の絆きずなよ。お母さんの力で、ピンチを切り抜けましょう！」

　轟ごう々ごうと吹く吹雪にも負けない、真々子の力強い声が響いた。

　俯うつむいていたＨＡＨＡＫＯが、ゆっくりと顔を上げる。

　そして、もう一人の母親。抱き締めたポータと共に眠ねむりに落ちそうになっていた、冥母ハハーデスも、自身の頰ほおを強く叩たたいて表情を引き締めた。

「お母さんの力で……そうね。そうしましょう！　私はお母さんになるんだから！」

「母親として未熟な私も、今こそ成長するべきだわ。こんな時、可愛かわいい我が子を守ってこそ母親よ！」

「二人とも、その調子よ。……それじゃ、ここはやっぱり、あれしかないわ！」

　真々子、ＨＡＨＡＫＯ、冥母ハハーデス。三人で頷うなずき合って。

　まず服を脱ぬぎます。

「ちょと待てええええっ！　人ひと肌はだで温めるのはやめろおおおおっ！」

「「「え、ダメかしら」」」

　息子むすこ的に嫌いやな予感がして、真人が強引に瞼をこじ開けると。

　上半身脱いでいる実の母親ほか二名がいる。雪のように白い肌はだに、大きな膨ふくらみが計六つ。真々子とＨＡＨＡＫＯはもちろん、何気に冥母ハハーデスも立派なサイズだ。

　きっと柔やわらかくて温かい。温かいだろうけど。

「真人、大だい丈じよう夫ぶよ。私は寒さを感じないから。脱いでも平気よ」

「まあＨＡＨＡＫＯさんは大丈夫でしょうけど！　でもそういうことを気にしてるんじゃなくて！　とにかく人肌は禁止で……ああ、ヤバい……また眠気が……」

「マー君！　しっかりして！……困ったわ、人肌はアウトにされちゃったから……ああ、そうだわ！　ここはやっぱり、あの時みたいに！」

　真々子はいそいそと服装を正し、両手で、真人の手をそっと包み込んで。

　ぽんぽんぽん、ぽんぽんぽんと、優やさしくリズミカルに叩いた。

「（おい……うちの母親、何やってんだ……）」

　真人が心から呆あきれて、余計に意識を失いそうになった刹せつ那な。

　走そう馬ま灯とうのように、いつかの記き憶おくが過よぎった。




　冬のある日。まだ幼い真人が、子供用の雪遊び広場で遊んでいる。

　一人でせっせと、雪のお山を作っていたら、手が真っ赤だ。

『おかーしゃん！　おてて、いたい！　うぇーん！』

『あらあら。冷えちゃったわね。……それじゃ、こうしましょう』

　今も昔もずっと若々しい真々子が、両手で真人の手を包み込んで、ぽんぽんぽん、ぽんぽんぽんと、優しく叩いた。

『ひっく……おかーしゃん、なにしてるの？』

『六回叩いて〝ろくぶて〟よ。マー君はわかるかしら。逆さまに言えるかしら』
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　思い出の光景が薄うすれて消えると。

「……ん？　あれ？　なんだか温かいな」

　真人はすっきりと目覚めた。まったく寒くない。顔の血色もいい。一瞬前まで凍こごえていたのが噓うそのようだ。

　母親特とく殊しゆスキル。その名も【ろくぶての母】。

　母さんが夜なべして編んでくれた手て袋ぶくろの、およそ六倍の温かさで、真人は全身を保護されている！　ステータスに氷結無効が付ふ与よされた！

「また妙みような能力を発動しやがって……まあ助かったけどな。ちゃんと感謝するけど」

「マー君が無事でよかったわ。それじゃ、ワイズちゃんとメディちゃん、モーネちゃんにもしてあげて……他ほかの子は、その子のお母さんたちに任せていいわよね」

「もちろんよ。だって私は、お母さんになるんだもの」

「真々子さんレベルのことをやれだなんて、正直、厳しすぎるけど……母親として、意地でもやってみせるわ。我が子への愛情だけなら、負けない自信があるもの！」

　冥母ハハーデスは、ぽんぽんぽん、ぽんぽんぽん、ぽんぽんぽんぽんぽんぽんっ……と、十八回くらい頑がん張ばったところで、ポータが薄うっすらと目を開けた。無事成功。

　危険な眠りに落ちていたワイズたちも、真々子の速すみやかな処置で、「ん？」「あら？」「あれ？」あっさり意識を取り戻もどした。

　そしてＨＡＨＡＫＯ。

「私にも、きっとできるわ。やってみせるから」

　氷結している四天王へ、【ろくぶての母】を使用する。母親になりたい強い気持ちが力を発揮した。三人を覆っている氷に亀き裂れつが走り、ぱりんっと割れた。

　救われた四天王は、ＨＡＨＡＫＯに心から感謝して、両者の距きよ離りがぐっと縮まる……

「ちょっとＨＡＨＡＫＯ。どうして私たちの手を握にぎっているの。なんのつもりよ」

「これは、その……ど、どうしてかしらね」

「雪がすごくて～　急に眠くなって～、その辺から記憶がないんだけど～」

「ＨＡＨＡＫＯが何かしたんか。相変わらず、油断ならんのぅ」

「うふふ。ごめんなさいね。とにかく三人が無事でよかったわ。それだけで充じゆう分ぶん」

　無自覚と、慎つつましい態度が災わざわいして、距離感は変わらずだ。残念。

　まあとにかく。

　気付けば、吹雪は止やみ、空を覆っていた雲も消えた。雪原が穏おだやかに輝かがやいている。

　一名を除き、全員の無事を確かく認にんした真人たちは、雪中行軍を再開することにした。

「いつ天候が変わるか、わからないからな。今のうちに」

「さっさと目的地まで行っちゃいたいわよね。というわけで」

「ここから先は、緩ゆるやかな下り坂です。一気に進んでしまいましょう、こちらのソリで」

　こちら、とメディが示したのは、シラーセの棺桶だ。

　蓋ふたが僅わずかに開き、中の人が手を出して、ぐっと、サムズアップした。

「なんかＯＫ出てるんだけど。本当にいいの？」

「ご本人がいいと言うなら、問題ないわ。……さあポータ。みんなで安全に滑すべるために、棺桶の走行性と操作性を向上させましょう。親子で改造よ」

「はい！　自分、お母さんのお手伝いします！」

　意い趣しゆ返がえしのチャンス、とでも言わんばかりに、冥母ハハーデスが喜々としてショルダーバッグを開いた。スキー板やハンドルが用意されて、ポータがせっせと取り付けていく。

　棺桶の底面にスキー板を履はかせた、棺桶型ソリが完成した。

「四天王の三人は魔法書で、あとはみんな乗ったわね。それじゃマー君」

「操縦するのは、やっぱ勇者でリーダーの俺だよな。……まあ、胸を張って運転できる乗り物じゃないけどな」

　ワイズの風魔法に押されて、棺桶型ソリが動き出す。平らな場所から、緩い斜しや面めんへ。速からず遅おそからず、スムーズに進んでいく。

　しばらく行くと、開けた場所が見えてきた。周辺の木々と比べて、明らかに大きい、山の主のような巨きよ木ぼくが、中心部に堂々とそびえ立っている。

「でっか。一本だけで、家とか建てられそうなんだけど。で、あれって、なんの木？」

「自分が鑑かん定ていします！……むむむ……あれは、モミの木です！」

「モミの木ですか……では、イベントというのは、もしかして……」

「俺もわかったかもしれん。さて到着だ」

　ハンドル操作で、スキー板をハの字型にして、ブレーキ。棺桶型ソリは安全に、巨大モミの木の前で停止した。

　詳しよう細さい説明のお時間だ。メディが蘇生魔ま法ほうを使用した。棺桶が霧む散さんして、シラーセがむっくりと起き上がった。

　何かの手て違ちがいで、背中にスキー板が、頭にハンドルが、くっついたままだが、みんなで見て見ぬフリをした。言わなければきっとバレない……

「ソリとして乗ることはＯＫしましたが、改造まで許可した覚えはありません。堀田・ハハーデス・佐央理さん。あとでお話があります」

「ミドルネームみたいにして弄いじってくるなんて……かなり不満なのね……」

　余よ裕ゆうでバレてたが、さておき。

　シラーセは、一同を巨大モミの木の前に集めた。

「ここまでお疲つかれ様でした。最初に、現在地についてご説明します。この場所、実は、かつて堀田佐央理城があった場所です」

「そこはハハーデス呼ばわりでいいのよ……」

「そして、その城は元々、魔ま神じんマムモーネの居城として設計されたものでした。ところが、製作が遅おくれ、あるプロデューサーにデータを接収され、勝手に組織のアジトとして改造され、悪用されて、悲しいことに撤てつ去きよされてしまいました。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「私の実家……」じー

「お母さん……」じー

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　モーネと、ポータにまで悲しげな目で見つめられ、冥母ハハーデスのＨＰはもう０だ。

　巨木の幹をコンコンと叩いて、シラーセが注目を促うながす。

「それでは、お待たせいたしました。いよいよ、イベント内容をお知らーせ……」

「あ、わかります。つまりクリスマスですよね……って……あっ、しまった！　つい！」

　ここへ来るためのキーアイテムは栗くり、酢す、升ます。目の前にあるのは、クリスマスツリーとして用いられるモミの木。予測余裕だ。真人はつい答えてしまった。

　シラーセが最も大事にしている、異常なほどの熱意で執しゆう着ちやくしている、お知らーせの機会を、うっかり奪うばってしまった！

　だがシラーセは平然としている。まあ普ふ段だん通りと言えば、その通りだが、この期ごに及およんで恐おそろしいほど平常通りだ。

「私の楽しみを奪うとは、真人君は悪い子ですね。ええ悪い子ですよ。悪い子ですとも。悪い子ですよね？」

「す、すいません。俺、悪い子でした。本当にすいません……」

「悪い子だと、ご自身で認めましたね？　フフフ」

　怪あやしい笑い声を零こぼして、シラーセはあらためて一同と向き合った。

「皆みなさんにご参加いただくイベントは、言われてしまった通り、クリスマスイベントです。クリスマスとは、どんな日か、説明は不要ですね」

「まあね。パーティしたり、プレゼントしたりされたり、そういうことよね」

「特定の方には、親子で素す敵てきな時間を過ごしていただいて、親子としての素敵な思い出を作っていただきましょう、ということですね」

「百点満点のお答えです。ちなみにこのイベント、ある方からご提案いただいたのですが、匿とく名めい希望ということで、内ない緒しよにいたします。……真々子さん、これでいいでしょうか」

「ええ。内緒よ。うふふ」

「そういうことかよ……ったく」

　やはり真々子が密ひそかに動いていたらしい。その微笑ほほえみを横目で眺ながめて、呆れつつ、野や暮ぼな追つい及きゆうを控ひかえてやる真人だ。

　と、そんな時、モーネが挙手した。

「ちょっといい？　思ったんだけどさ。今日って、十二月二十五日じゃないよね？」

「おっしゃる通りです。ですがご安心を。このモミの木は、特殊な機能を有しており、クリスマスツリーとして適切にデコレーションすると、デコレーション完かん了りよう日びをイヴ、翌日をクリスマスという風に、世界を丸ごと改変してしまいます」

「うわ、すご」

「加えて、もう一点、非常に面おも白しろい機能があるわけですが……四天王のお三方」

「な、なによ」

　大して興味なさそうな態度で、だがしっかりと聞き耳を立てていたアマンテたちが、慌あわてて身構えた。

　シラーセが薄うすく微笑んでいる。

「まずアマンテさんにお聞きします。あなたは、悪い子ですか？」

「それは……まあ、そうね。これまでしてきたことを考えれば、悪い子扱あつかいでしょうね」

「でしたら、ソレラさんはいかがでしょう。あなたは悪い子ですか？」

「子って歳としじゃないと思うけど～、ダメな母親を馬ば鹿かにして笑うのが～、私の生き甲が斐いだからね～。まあ悪い子かな～」

「ではフラテロさん。あなたも悪い子ですか？」

「ん。悪いという点は否定せん。だが子供扱いは納なつ得とくいかん。ワシは男じゃけぇの」

「でしたら悪い男の子ということで。……それでは、どうぞご注目ください」

　シラーセは、コンッココンッと、再び幹をノックした。

　途と端たん、巨大モミの木が輝き始める。幹が、雪に覆おおわれた枝葉が、内側から光を放った。

　その場にいる全員の体を、光が突つき抜ぬける。

　真々子には効果がなかった。ワイズには効果がなかった。メディにも効果がなかった。

　ポータ、モーネ、ＨＡＨＡＫＯ、シラーセ、冥めい母ぼハハーデスにも効果がなかった。

　だが。

「「「「「「……え？」」」」」」

　シラーセと冥母ハハーデスを除き、無事だった六人が同時にきょとんとして、それを見つめた。

　真人、アマンテ、ソレラ、フラテロ。四人の装備が雪の上に落ちていて、本人たちの姿はなく……

　それぞれの服の中から、生後一年に満たないだろう赤あかん坊ぼうが、きょとんとした顔を覗のぞかせている。

















第二章　だぅー。（意訳：四天王だけでいいだろ……なんで俺まで……）









　巨大モミの木の根元。真まさ人とと四天王の姿はなく、装備品だけがそこにあり、中から赤ん坊が顔を覗かせている。それぞれの面おも影かげがある顔で、呆ぼう然ぜんとしている。

　真っ先に動いたのは、真ま々ま子こだった。

「あらやだ、大変！　雪の上に寝ねかせていたら、体が冷えちゃうわ！　ＨＡＨＡＫＯさん、大至急よ！　急いで抱だっこしてあげて！」

「わ、わかったわ！　抱っこすればいいのね！」

　真々子は迷わず、真人の服の中にいる赤ん坊を。ＨＡＨＡＫＯは、体から生やした白い手を駆く使しして、四天王の服の中にいる赤ん坊を三人とも、大事に抱き上げた。

「ベビー服の用意があるわ。三着は確実だけど、あと一着……ああよかった。予備もあるわ。着せてあげて」

「お母さん！　自分もお手伝いします！」

「なんかよくわかんないけど、私も手伝う！　着せてみたい！　これ可愛かわいいー！」

　冥母ハハーデスのショルダーバッグから、ベビー服が四着、放出された。ポータは熱心に、モーネは服の可愛さに気を取られつつ、真々子とＨＡＨＡＫＯを手伝っている。

　迅じん速そくな対応により、赤ん坊の保護は無事に完了した。

　それで、だ。

「シラーセさん。今回は、何してくれたわけ？」

「素直に白状していただければ、手て荒あらな真ま似ねは五パーセント引きにしますよ？」にっこり

「結局、手荒な真似をされるのですね。なんて恐ろしい子」

　ワイズとメディが詰つめ寄ると、シラーセは両手を軽く上げて、無む抵てい抗こう降こう伏ふくを示した。

「さて問題です。クリスマスと言えばプレゼント。プレゼントと言えばサンタクロース。ではサンタクロースは、どのような子に対して、プレゼントを配るでしょうか」

「それはもちろん、いい子に、よね」

「悪い子だった場合は、貰もらえません」

「おっしゃる通り。悪い子はプレゼントを貰えません。自業自得とはいえ、なんと可哀かわい相そう……ですが、そこはクリスマス。慈じ悲ひが与あたえられるべき日です。というわけで、こちらのモミの木は、特別にチャンスを与えてくれます」

「赤ん坊からやり直して、いい子になれってこと？　容よう赦しやないわー」

「慈悲というより、むしろ罰ばつのような気が……いえ、待ってください。ＨＡＨＡＫＯさんと四天王にとっては……？」

「流石さすがは賢かしこいメディさん。鋭するどいですね。そうです。四天王の三人が赤ん坊になり、ＨＡＨＡＫＯさんが育てることで、親子の思い出を作ることができます」

　かつて天下一母道会で、真々子がＨＡＨＡＫＯに伝えたこと……親子の証あかしともいえる思い出を、この機会に積み重ねられるわけだ。

「なーる。四天王も、親子ってどんなものか、実体験で学べるわけで」

「それが、このイベントに参加させた、真の狙ねらいというわけですね。納得しました。……真人君も赤ん坊にされてしまったようですけど、そちらは？」

「単に私の私し怨えんです」きっぱり

「だと思ったわー」

「というのは冗じよう談だんで、実演してくれるお手本が、すぐ傍そばにいてくれた方が、ＨＡＨＡＫＯさんたち親子にとっても都合がいいでしょう。……そういうことで、ご納得いただけますか？　真々子さん」

「ええ、いいわよ。久しぶりに、こうしてマー君を抱っこできて、とってもとっても幸せだから。うふふ」ピカーッ！

　抱っこ紐ひもを使用し、お腹なか側に赤ちゃん真人を抱かかえて、真々子がにっこにこ笑顔でやってくる。

　あまりの嬉うれしさに、【母の光】が光量ＭＡＸだ。「真々子さん、眩まぶしすぎですので……」「あら、ごめんなさい」ぐっと抑おさえると、太陽神からスポットライト程度に落ち着いた。

　続いてＨＡＨＡＫＯも。抱っこ紐で、お腹側に赤ちゃんアマンテ、おんぶ紐で、背中に赤ちゃんソレラと赤ちゃんフラテロを背負って。おっかなびっくり、間ま違ちがっても落とさないよう、白い手でフォローしながらやってくる。

「ＨＡＨＡＫＯさん、重くない？　大変なら、私が一人、持とうか？」

「モーネちゃん、ありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶよ。重さは全く問題ないから。むしろこの重みが幸せに思えるわ。うふふ」

「そういうものなんだねー。へー」

　そんな会話の後ろで、冥母ハハーデスがこっそり抱っこ紐を装着しているが、「自分はもう大きいので、大丈夫です！」「そ、そうよね……」便乗作戦は失敗に終わった。

　再び全員集合。

「果たして真人君たちは元に戻もどれるのか……という問題もあるわけですが、今回は、ＨＡＨＡＫＯさん親子の思い出作りがメインテーマですので、説明は省きます」

「うわー。本人たちにとっては、そこ一番重要だと思うんだけど」

「まだ文句を言えない年ねん齢れいで助かります。ではイベントを進行しましょう。まずはモミの木のデコレーションです。デコレーション用アイテム……オーナメント、モール、スター……以上の三つを集めて、ここへお持ちください」

「どこで入手できるのか、ヒントはいただけるのですか？」

「もちろんですとも。本ゲームは、ママの、ママによる、ママのためのＲＰＧです。赤ん坊を抱えて、世界中を駆かけ巡めぐれ、などと、母親いじめのようなことはいたしません。……モミの木さん。こちら、小さなお子さん連れですよ」

　シラーセは三度、幹をノックした。

　巨きよ大だいモミの木が控え目に光を放つ。その根元に三つ、転送用の魔ま法ほう円えんが忽こつ然ぜんと出現した。

「わぁ！　なんだか楽しそう！　折角だし、私も付いて行っちゃおうかなー！　どこがいいかなー！」

「どこからでもご自由に。では皆みなさん、いってらっしゃいませ」

「シラーセさんは一いつ緒しよに行かないんだね。サボり？　まあシラーセさんだもんね」

「モーネさん。あなたは私を誤解していますよ。そうではなく、私は私の仕事をする必要があるのです。今回のイベントは特に、突とつ貫かん作業で仕上げた部分が多いので」

「万全を期すために、色々なチェックをしないといけないの。私もここに残るわ。……そういうわけだから……」

　冥母ハハーデスは、「娘むすめよ！」「お母さん！」ポータをぎゅーっと抱き締しめた。しばしの別れだ。でもまた会える。すぐに会えるから！

　アイテム回収クエストの参加者は、真々子、ＨＡＨＡＫＯ、ワイズ、メディ、ポータ、モーネ。あとは赤ん坊たち。

「それじゃみんな、張り切っていきましょう。……さあ、マー君も一緒に……えい、えい、おー！」

「だぅー」

　赤ちゃん真人の小さな手を、おーっと上げさせて、出発だ！







　と、出発する前に、装備や回復アイテムなど、戦せん闘とうに備えてチェックするわけだが。

　あれこれ話し込んでいる真々子のお腹の辺りでは、既すでに壮そう絶ぜつな戦いが発生している。

「（くっ！　なんだこれ！　ふざけんなああああっ！）」

　赤ちゃん真人が、不満を露あらわにして大暴れ……しいてるつもりだが……手も足も満足に動かせず、お母さんの大きな胸の間に顔を埋うずめたまま、身動き一つ取れない。

　温かさと、柔やわらかさと、いい匂においと。トクントクンと聞こえてくるリズムが心ここ地ちよくて……つい、うとうと……

「（って、寝てる場合じゃねええええっ！　しっかりしろ俺えええええっ！）」

　とりあえず自分の頰ほおを叩たたいて気合い入れを、できない！

　絶望しかない。赤ちゃん真人はもう、こうなったらもう、大声で泣きじゃくってやろうかと……

「（ちょっと大おお好すき真人！　うるさいわよ！　静かにしなさい！）」

「（うわっ！　そっちこそ声大きいって！　静かに……って、あれ？）」

　赤ちゃん真人の頭の中に、アマンテの声が響ひびいた。

　ぼんやりとしか見えないが、視線の先にＨＡＨＡＫＯがいる。そのお腹側にいる赤ちゃんアマンテと、背負われている赤ちゃんソレラと赤ちゃんフラテロが、じーっと真人を見つめているようだ。

「（なんだこれ、テレパシーか？　どうなってんだ？）」

「（知らないわよ。でもこうして意思伝達ができるのは好都合よ）」

「（だよね～。じゃあ早さつ速そくだけど～、一つお願いだよ～）」

「（あんちゃん。なんとかしてくれ）」

「（俺だって、なんとかしたいよ！　でも、どうしたらいいか……！）」

　と、そんな時。

「あらあら。なんだかマー君が、むずがってるみたいだわ。よしよし」

「こういう時は、あやすのね。だったら私も。よしよし」

　何かを敏びん感かんに察知して、真々子がゆ～らゆらと、体を揺ゆらし始めた。ＨＡＨＡＫＯもそれに倣ならい、ゆ～らゆらと、体を揺らす。

　母親標準スキル【母の揺りかご】だ。この世で最も眠ねむ気けを誘さそう基本技わざである。

「（ヤバい！　寝かしつけられる！　お前ら、負けるなよ！　母親に反はん抗こうしてきた者の意地で、抵てい抗こうを……！）」

「「「（……すやぁ……）」」」

「（即そく落ちかよっ！……ああ、ダメだ……俺も……すやぁ……）」

　抵抗不可能だった。







　すやすや寝ている赤あかん坊ぼうを起こさないように、真々子たちは静かに、転送用魔法円に乗った。光が吹ふき上がり、一いつ瞬しゆんで移動が完かん了りようして。

　最初に向かった先は、日中でさえもギラギラと、看板に添そえられた魔法石が七色の光を放っている町。入り口の大看板に【ＣＡＳＩＮＯ】の文字。通りの敷しき石いしにも【ＣＡＳＩＮＯ】の文字。見み渡わたす限りカジノ店だらけの町。

　商業都市であり、ギャンブルの聖地である、オカンヤーデだ。

　町の入り口に立ったモーネは、あっちを見て、こっちを見て、それだけでテンション最高潮。意味もなく跳び跳はねている。

「うわー！　なんだか、すごいね！　派手派手だねー！」

「ダンジョンに飛ばされるのかと思ったけど、町なのね。しかも、ここなのね」

「私たちにとっては、少々、古傷が痛む場所ですね……」

「自分は、バニーガールの恰かつ好こうができて、ちょっと楽しかったです！」

　カジノで有り金を全すべて突つっ込んで、イカサマ勝負に負け、多額の借金を背負い、バニーガールにされて景品かつ強制労働させられたのは、忘れたい過去である。

　かつてソレラによって引き起こされた事件は、真々子たちの活かつ躍やくにより無事終結。カジノ街は、賑にぎわいを見せつつも平へい穏おんを保っている。

　各店は、のめり込み防止のため、互たがいに注意喚かん起きできるよう、親子での来店を推すい奨しようする案内を掲けい出しゆつしている。真々子のアイデアが定着しているようだ。通りには、成人した子と親の組み合わせが多く見受けられる。

「お客さんたちは、安全に、楽しく遊べているみたいね。よかったわ」

「親子でギャンブルなんて、ふざけんなーって、暴動でも起きるかと思ったけど。なんとかなっちゃってるみたいね。……それじゃ、来たついで、ってことで……くっくっく」

　いつかの負けを取り返し、手持ちを増やすチャンス！　ワイズは財さい布ふを確かく認にんした！

　中身はスッカラカンだ。お母さん屋で、ソレラに小こ遣づかいを巻き上げられた、もとい、預けてあるせいだ。「ぐぬぅ……」ワイズの口から、辛つらく悲しい、変な声が出た。

「ワイズさん、遊んでいる場合ではありませんよ。私たちはデコレーション用アイテムを回収するために来たのですから」

「わ、わかってるし！　そもそも遊べないし！」

「じゃあアイテム回収しよー！……と言っても、どうしたらいいの？　どこにあるの？」

「もしかして、カジノの景品なんでしょうか！」

「可能性はありますね。でしたら、まずはカジノ店を回って、取り扱あつかっている景品の確認をしましょうか」

「そうね。だったらまずは、あのお店へ行ってみるのはどうかしら。久しぶりに、ご挨あい拶さつしたい方もいるから……あら？」

　真々子は、通りの向こうへ目を向けた。

　通りの突き当たりに、オカンヤーデで最も大きいカジノ店がある。極ごく彩さい色しきに輝かがやく建物に、立体映像の金貨が雨のように降り注いでいる、ゴージャスを極きわめた店だ。

　かつての事件の舞ぶ台たいでもある、その店から、きっちりとスーツを着込んだ老人がやってくる。穏おだやかで優やさしげなその顔を、真々子たちは忘れていない。

「あらあら、噂うわさをすれば、支配人さんだわ」

「そろそろいらっしゃる頃ころかと思いまして、お迎むかえに上がりました。真々子さん、皆さん、お久しぶりです。お元気そうで何より」

「支配人さんもお元気そうで、よかったわ。……ああ、そうだわ。初対面の人もいるから、まずは紹しよう介かいを……」

「いいえ、それには及およびませんよ。……そちらのお二方。少々、お手を拝借いたします」

　支配人は、ＨＡＨＡＫＯとモーネの手を取った。

　途と端たん、どこかでピコリーンと音がして、「カジノ神という設定の方なのね」「色々あったんだねぇ。了りよう解かいだよー」二人が納なつ得とくして頷うなずいた。

「支配人さんは、何したんでしょうか！」

「モーネさんは私と同じＮＰＣで、ＨＡＨＡＫＯさんも、私たちと近い存在のようでしたので、必要なデータを送受信して情報共有いたしました。〝百聞は配信に如しかず〟と言ったところでしょうか」

「へー、便利だわー……ていうか、支配人さん、相変わらずね」

「世界観を全く大事にされない方ですね。それさえなければ、完かん璧ぺきな老紳しん士しなのですけど」

「はっはっは。これは失礼いたしました。……さて、皆さんのご用件は承知しております。早速ですが、ご案内いたしましょう」

　支配人は、にっこりと微笑ほほえんで、指を鳴らした。

　刹せつ那な、一同の姿が忽然と消えて……







　真々子たちは、古びた石で作られた円形闘とう技ぎ場じようの、中央の舞台に立っている。

「……あら？」

「な、何が起きたのでしょうか……？」

「小さいお子さんをお連れの方へ、特別サービスです。瞬間移動で、私が所有するカジノの地下深くにある、秘密カジノへご案内いたしました」

「秘密カジノ……というか完全に闘技場だけど……うひゃっ!?」

　辺りをぐるりと見渡していたモーネの、顔の真横を、さながら幽ゆう霊れいのように、薄うす汚よごれた石のチップの残ざん影えいがゆらりと通過して消えた。

　ここは古代のギャンブル場。金を、物を、命を賭かけて、あえなく失い……古代人の破は滅めつ的な感情だけが残され、今なお浮うかばれることなく彷徨さまよっている……

「財宝と怨おん念ねんの住すみ処か、っていう設定の場所なんだよね！　お化けは演出だよね！　じゃあ怖こわくないよ！　怖くないもん！　怖くないんだからーっ！」ガタガタブルブル

「わわっ！　モーネさん、落ち着いてください！」

「ポータを盾たてにするんじゃないわよ。あと設定とか演出とか言うな。……んで、支配人さん？　あたしたちをここに連れてきて、どうするわけ？」

「もちろん、ギャンブルですよ」

　支配人は再び指を鳴らした。舞台のあちこちに、光の粒つぶが発生し、膨ふくれ上がって、様々な物へと変わっていく。

　宝石がちりばめられた宝箱、幻げん想そう的な輝きを放つ宝ほう珠じゆ、白銀のベル……クリスマスツリーに用いられる飾かざりの、実物大の本物が、無数に出現した。

「ではルールをご説明いたします。こちらは、皆みなさんがお探しの品、巨きよ大だいモミの木を飾るオーナメントです。ただし、いずれの品も怨念が取り付き、モンスター化していますので、まずは倒たおす必要があります」

「攻こう撃げきしたら、壊こわれるとか、そこんとこ大だい丈じよう夫ぶ？」

「その点はご安心ください。いわゆる重要アイテムの一種ですので、ゲーム的に、どのように扱っても、壊れることはありません」

「オーナメント・モンスターを撃破する。それだけでいいのですか？」

「もちろん、それだけではありません。倒して収集したオーナメントを賭けて、一勝負していただき、皆さんが勝った場合にのみ、獲かく得とくとなります。そういうギャンブルです。……では、参加者の方はご用意を」

　支配人は舞台の端はしに移動して、準備が整うのを待っている。

「あたしとメディは確定として、真々子さんとＨＡＨＡＫＯさんはどうする？……赤ちゃん抱かかえながら戦うとか、あり得ないとは思うんだけど……」

「あの巨大なモミの木を飾るわけですから、相当な数のオーナメントが必要ですよね。となると、やはり全体攻撃の二回攻撃をお願いしたいところなのですけど……」

「そうね。最高のクリスマスをするためだものね。大丈夫。私も参加するわ。マー君のことは、絶対に守るから」

「こちらも大丈夫よ。ただの赤ん坊ならともかく、四天王の子たちだもの。……こんな状じよう況きようでも、ほら」

　赤ちゃん四天王の三人も、赤ちゃん真人も、周囲にモンスターが飛び交かっている状況で、すやすやと眠ねむっている。起きそうな気配はない。

「最強のお母さんにくっついてた方が、むしろ安全かもね。……じゃ、そういうことで」

「自分は、オーナメントの回収係をします！　頑がん張ばってください！」

「私もポータちゃんを手伝って、回収係するから！　撤てつ収しゆう！」

　モーネと、相変わらず盾にされているポータが、舞台から飛び降りて身を隠かくした。

　準備は整った。支配人が頷き、懐ふところから小さなハンドベルを取り出した。

「オーナメント収集の制限時間は、五分といたします。それでは、開始です」

　チリリンッと、澄すんだ音色と共に、戦せん闘とう開始だ。

　真っ先に飛び出したのはワイズ。

「時間との勝負！　いきなり全力でいくわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……散光弾ルーシエ・スパルナ！　さらに！　散光弾ルーシエ・スパルナ！」

　連続魔まが発動。ワイズを中心に、光の散さん弾だんが四方八方に放たれた。オーナメント・モンスターを次々に撃うち抜ぬいていく。

　本気の攻撃で威い力りよく充じゆう分ぶん。頑がん丈じような宝箱も一発撃破だ。「回収します！」「回収だよー！」舞台の外に転がり落ちたオーナメントを、ポータとモーネがせっせと集めて回る。

「よっし、いい感じ！　この調子で撃ちまくってやるわ！　ひゃっはー！」

「ワイズさん！　ちゃんと狙ねらいを絞しぼってください！　さもないと！」

「だーいじょぶ、だいじょぶ。誰だれかに当てたりしな……いっ!?」

　調子こいて乱射した先に、支配人がいる。気付いた時には、もう手て遅おくれ。

　命中する……！

「ご心配なく」

　光の弾丸は、支配人に直撃する寸前、弾はじけて消えた。

「え……？」

「この場に於おいて、私に対しては、いかなる攻撃も通用しません。これは、恥はずかしながらギャンブルの神である私が定めた、絶対的なルールです」

「そうなのですか……でしたら、うっかり攻撃が向かってしまっても安心ですね。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……死亡モールテ！」

　メディの即そく死し魔法が発動。出現した死神が、いくつもに分ぶん裂れつした。オーナメント・モンスターをすり抜けて、宿る怨念を抜き取って撃破していく。

　その内の一体が、うっかり、支配人をすり抜けたが、もちろん支配人は死なない。

「本当に攻撃無効なのですね……あ、うっかり」

　メディの足あし下もとに、宝珠が転がってきた。うっかり、杖つえでゴルフスイング。ナイスショット！　支配人、危ない！

　だが宝珠は、支配人の前でピタッと止まって落ちた。当たらなかった。

「やはり本当に攻撃無効でしたね」

「ちょっとメディ。今のは完全に狙ったでしょ」

「確認のためです。悪気はありません。……そんなことよりワイズさん。戦闘に集中しないと、見せ場がなくなってしまいますよ」

「うふふ。そうね。うっかり全部、倒しちゃおうかしら」

　二人が支配人に気を取られている隙すきに、真々子が攻撃準備を整えた。赤ちゃん真人を揺ゆらさないように、起こさないように、そ～っと、両手の剣けんを振ふると。

　普ふ段だんよりも、騒そう音おん九十パーセントカットで、舞台から石せき刃じんが突つき出し、水弾が斉せい射しやされて、オーナメント・モンスターを一気に撃破した。

「ぎゃーって、最後に叫さけばないモンスターで助かったわ。マー君もぐっすり」

「母なる気持ちで、音を抑えてあげればいいのね。それじゃ私も」

　倒した傍そばから、光の粒が発生し、オーナメント・モンスターへと変化していく。次はＨＡＨＡＫＯのターンだ。

　大地の聖剣テラディマドレと、大海の聖剣アルトゥーラを、そ～っと振りかぶって……

「ぅあ～、あぅ～」

「あ、あらあら！　ソレラちゃん、起きちゃったの!?」

　突とつ然ぜん、背中の赤ちゃんソレラが声を上げた。ＨＡＨＡＫＯは慌あわてて振り返かえる。

　同時に、剣を振ってしまった。

　モンスターはまだ完全に出で揃そろっていない。ターゲットとなってしまったのは、支配人だ。

「ちょっ、母の攻撃はヤバくない!?」

「急いで防ぼう御ぎよ魔法を！　流石さすがに、あの攻撃を無効化は……！」

　あらゆる敵を切り裂さく石刃と、全すべてを貫つらぬき破は壊かいする水弾が、支配人に！

「ご心配なく」

　命中する寸前、全ての攻撃が弾けて消えた。絶対無敵の母なる攻撃すらも無効化だ。

　誰もが啞あ然ぜんとする中、支配人は穏やかな笑みを浮かべて、懐から懐かい中ちゆう時計を取り出した。

「……お時間ですね。オーナメントの収集は以上といたします。では続いて、オーナメントの獲得権をかけて、勝負していただきましょう」

　ポータとモーネが集めたオーナメントは、山盛りになり、まさに金銀財宝の輝きを放っている。巨大モミの木を飾るのに十分な量だ。……仮に換かん金きんしたとして、国が買えそうなほどである。それを獲得できるかどうか。

「では早さつ速そく」

　支配人は、真々子たちの前へゆっくりと歩み寄り、軽く拳こぶしを握にぎって身構えた。

「勝負って……まさか、支配人さんと、なのかしら」

「はい。勝負です」

「いやいや待って!?　支配人さんと戦闘なんて、どう考えても無理ゲーじゃん！」

「私たちの攻撃どころか、母なる力さえ無効だというのに、どう戦えというのですか！」

「問答無用。いきますよ！」

　支配人は、明らかに老人のそれではない脚きやく力りよくで……背中に気を取られているＨＡＨＡＫＯの目前へ、鋭するどく踏ふみ込んだ。

　標的は、その背中にいる赤あかん坊ぼう、赤ちゃんソレラだ。

「えっ……!?」

　ＨＡＨＡＫＯは完全に油断していた。対応は間に合わない。支配人の鋭いパンチが……

　赤ちゃんソレラの目の前で、ピタッと止まった。

「さあ勝負です。じゃん、けん、ぽん」

「あぅ～？」

　支配人は、グー。赤ちゃんソレラは、パー。というか、無意識に手を開いて、ぱたぱたさせていただけだ。

　だが、勝負あり。

「はっはっは。負けてしまいましたね。この勝負、皆さんの勝ちです。どうぞオーナメントをお持ちください。数が多いですから、まとめて持ち運べる専用のバッグもお付けしましょう」

「ちょっ……んもー支配人さん！　脅おどかさないでよ！　本気で殴なぐるかと思ったじゃん！」

「人ひと騒さわがせにも程ほどがありますね。心臓が止まるかと思いました」

「失礼いたしました。ですがご容よう赦しやください。……私にも少々、思うところがあるのですよ」

　赤ちゃんソレラの手元へ、支配人は人差し指を差し出す。

「ソレラさん。私は、あなたがしたことを忘れていません。あなたは私たちを操あやつり、酷ひどいことをたくさんしました。母親を見下し、苦しめて、つらい思いをさせました。結果的に、良い結末を迎むかえたとはいえ、私はあなたの行いを許していません。……よってあなたには、ギャンブル神の名の下に、一つの宿命を科します」

「あぅ～？」

　言葉を理解できているのか、納なつ得とくできているのか、定かではないが。

　天てん啓けいが下される。

「子となり、母を知り、そして幸せにおなりなさい。仲良し親子が達成された、その時こそ、私はあなたの罪を全て許し、心から祝福しましょう。約束ですよ」

「う～……だぁ～」

　赤ちゃんソレラの小さな小さな手が、支配人の指をそっと握った。「指切りげんまん。イカサマしたら、金貨百万枚、飲まれていただきます」破産必至の罰ばつ則そく規定も付属。

　見届け人たちは、ほっこり笑え顔がおだ。溢あふれる優やさしさをじっくり味わっている。

「支配人さんってさ、いいキャラしてるわよね」

「だよねー。私たち、やられっぱなしだよー」

「おかげさまで、そういう設定ですので」

「ですから、そういうことをおっしゃらないでいただきたいのですけど」

「はっはっは。失礼いたしました。……ではＨＡＨＡＫＯさん。お騒さわがせしたお詫わびと言っては、なんですが、こちらをお持ちください。私からあなたへ、ささやかな贈おくり物です。どうぞ」

「こ、これは……まさか！」

　ＨＡＨＡＫＯに手て渡わたされたのは、表紙に親子のイラストが描えがかれている、小さな手帳だ。

「ポータちゃん！　鑑かん定ていをお願いしていいかしら！　これって、そうなのよね!?」

「むむむ、これは……はい！　これは、母子健康手帳です！　赤ちゃんの成長を記録できる、親子の証あかしです！　あと、これがあると、子育て支し援えんサービスを受けられます！」

「よかったわね、ＨＡＨＡＫＯさん。ちなみに現実世界では、病院で診しん察さつを受けて、お腹なかに赤ちゃんがいるとわかったところで、役所へ届け出をすると貰もらえるのよ」

　詳くわしくは、各自治体のホームページをチェックだ。

「サービスをご希望でしたら、なんなりと。乳にゆう児じ健けん診しんが受けられるところへ、一いつ瞬しゆんでご案内いたしますよ」

「是ぜ非ひお願いしたいわ！……あら？　ねえ真々子さん。この欄らんって、何かしら」

「ああ、それはね……」

　興味深そうに母子手帳をめくっていたＨＡＨＡＫＯが、ふと目を止めたページ。

　そこに記されているのは……







「（ふんぎゃあああああああああああああああ～っ!?）」

「（おわっ!?　なんだ、何事だ!?　この声、ソレラか!?）」

　頭の中に猛もう烈れつな悲鳴が響ひびいて、赤ちゃん真人は飛び起きた、といっても、まあ動けないわけだが。

　赤ちゃん真人の目に、周囲の様子がぼんやりと映る。どこかの部屋の中だ。真々子にＨＡＨＡＫＯに、ワイズたち。赤ん坊チームも勢せい揃ぞろいで。

　あと、白い服を着た女性と男性がいるようだ。ＨＡＨＡＫＯの膝ひざに座らされている赤ちゃんソレラの傍で、何かごそごそやっている。

「（うわ～んっ！　痛いよぉ～っ！　死んじゃうよぉ～っ！）」

「（死んじゃうって、どういうことだよ！　何されたんだよ！）」

「（大好真人、落ち着きなさい。別に大したことじゃないわよ）」

「（ん。ソレラは無む駄だに騒いどるだけじゃ。しょーもない）」

「（大したことじゃないって……）」

　赤ん坊同士でテレパシー会話していると、状じよう況きようが動いた。

　ぎゃんぎゃん泣いている赤ちゃんソレラが、メディに抱だっこされて。次いで、ワイズが抱っこしていた赤ちゃんアマンテが、ＨＡＨＡＫＯの膝に座らされた。

　次は赤ちゃんアマンテの番。

「（フッ……所しよ詮せんソレラは、四天王の中で防ぼう御ぎよ力が最弱……私にはこんな物通用しないぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?）」

「（おいっ!?　思いっきり痛そうだぞ!?）」

　赤ちゃん真人には、何が起きているのか、よく見えないのだが。

　次は、モーネに抱かかえられている赤ちゃんフラテロの番だ。所定の位置にスタンバイ。

「（四天王ともあろう者もんが、情けない声をんゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?）」

「（お前の声量が一番すごいんだけど!?　なんなんだよ！　何されてるんだよ！）」

　ガン泣きしている赤ちゃんフラテロを撫なでながら、ＨＡＨＡＫＯが席を立った。

　いよいよ、赤ちゃん真人の番だ。「マー君、頑がん張ばりましょうね」真々子の膝に座らされて、ベビー服の袖そでをまくられて、準備ＯＫ。

　白い服の女性……間近で見ると、看護師であるその人が、消毒薬を含ふくませた脱だつ脂し綿めんで、赤ちゃん真人の腕うでを軽く拭ふいた。

「（あれ？　これって、もしかして……あー、はいはい。それな）」

　白衣を着た男性が、優しい微笑ほほえみを浮うかべて、注射器をそっと近付けてくる。

　そう。予防接種である。

「（ったく。注射ごときで、騒ぎすぎだっつーの。情けない奴やつらめ。……ここは俺が手本を見せてやる。眉まゆ一つ動かさず、余よ裕ゆうで耐たえて、勇者らしいところを見せてやるぜ！）」

　赤ん坊なりに、今こそ活かつ躍やくするチャンス。１ランク上の赤ちゃんになるために。

　もう全然平気。ちっとも怖こわくない。余裕の笑みすら浮かべている赤ちゃん真人へ！

　ぷすっと。

「ぴぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

「あらあら、痛かったわね。でも我が慢まんよ。病気にならないために必要なことだから。よしよし、泣かない泣かない」

「うわー。真人君の泣き声が一番派手だねー」

「ったく、勘かん弁べんしなさいよ……頭痛くなってくるわー……」

「小さな体から、どうすればそこまで大きな声が出せるのか……」

「赤ちゃんなので、しょうがないと思いますけど……でも、うぅぅぅ……」

「迷めい惑わくかけちゃって、ごめんなさいね。でも大事なことだから、どうか許してね」

　四人の赤ん坊の泣き声大合唱が轟とどろいている。診察室のガラスが割れそう。

　真々子が笑顔で受け止め、ＨＡＨＡＫＯが泣き声を文字化して母子手帳に記入している一方で、女子たちは両手で耳を塞ふさぎ、うんざりした表情だ。

　なお予防接種は、様々あり、個別に接種できる時期が設けられている。詳しくは自治体や医い療りよう機関のホームページをチェックだ。







　まずはオーナメントを確保。

　泣く子を【母の揺ゆりかご】でねむねむさせて、一行は巨きよ大だいモミの木へ戻もどった。

　飾かざり付けは、全すべてのアイテムが集まってからだ。オーナメント専用バッグを置いて、「娘むすめよ！」「お母さん！」ポータ親子による感動の再会ハグハグを済ませたら、すぐに移動。

　転送用魔ま法ほう円えんを使用し、次に向かった先は、ミーマという名の町。天下一母道会が開かい催さいされた場所である。

　調理器具や掃そう除じ用品のモニュメントで囲まれている、広大な会場の中心部。母親たちの熱戦が繰くり広げられた舞ぶ台たいの上に、真々子たちがすたっと降り立った。

「あらあら。次も懐なつかしいところね」

「私が、はじめて真々子さんたちと出会って、戦って、今の私になれた場所ね。大切な思い出の地だわ。……だけど……」

　周囲の観客席に、人の姿はない。しんと静まり返り、薄うすら寒い気配が漂ただよっている。

　何気なく見上げた空には、分厚い暗雲。時折、ゴロゴロと、雷かみなりの音が聞こえてくる。

「……なーんかさ、いきなり嫌いやな雰ふん囲い気きよね」

「だね。雨が降るっていうか、モンスターが出てきそうな感じかな」

「ああ、なんということでしょう。モーネさんがフラグを建ててしまったせいで……」

　何かいる。蛇へびのような、ただし普ふ通つうの蛇ではあり得ない長さと太さの、白銀の体毛がびっしりと生え揃そろっている胴どう体たいが、暗雲の間に見え隠かくれした。

「むむっ！　あれはモンスターです！　体がモールみたいになっている、猛瑠龍モールロンっていう種類のドラゴンです！」

「ええっ、本気で出てきちゃったの!?　しかもドラゴン!?　めちゃめちゃ大物!?」

「モーネさぁ、何やってんのよ。ここ、町の中なのに。信じらんない」

「戦せん闘とうになれば、災害級の被ひ害がいは免まぬかれませんね。どう責任を取るおつもりでしょうか」

「うええええ!?　本気で私のせいなの!?　違ちがうよね!?　違うって言って!?」

　縋すがりつくモーネに、ワイズとメディは背を向ける。「あたしたち、赤の他人だから」「一人で罪を償つぐなってください」「そんなぁ!?」さよならモーネ。どうぞ牢ろう屋やへ……

　収しゆう監かんされる前に。

「安心おし！　お嬢じようちゃんのせいじゃないよ！」

　舞台と控ひかえ室しつの間にある、登場門の上から、人ひと影かげが空高くジャンプした。

　華か麗れいに宙返りをして、真々子たちの前に降り立ったのは……人間族と変わらない体に、犬系の耳と尻尾しつぽが生えている、獣じゆう人じん族の中年女性。

　天下一母道会、本戦出場者の一人である、あの人。

「あらあら、ガーコさんだわ！」

「お久しぶりだね、真々子さん。ワイズちゃんに、メディちゃんに、ポータちゃんに……初めて見る顔の子と、初めてじゃないけど妙みようにちっちゃい子もいるみたいだけど」

「あ、わかる？　実はこれ真人なのよ。色々あって、こんな感じ」

「ガーコさんは珍めずらしく、お子さん連れではないようですけど……」

「事情があってね。ちょいと預けてきたのさ。……それより」

　獣人母ガーコは、険しい表情になり、居い心ごこ地ち悪そうにしているＨＡＨＡＫＯをじっと見み据すえた。

「真々子さんにそっくりなあんたは、ＨＡＨＡＫＯさんだね。天下一母道会の決勝戦で大暴れして、あたしらの子供を奪うばおうとしたこと。あたしゃ忘れちゃいないよ」

「私も忘れていないわ……あの時のこと、どうお詫わびすればいいか……」

「待ってガーコさん。ＨＡＨＡＫＯさんは、もう」

「真々子さんは黙だまっていておくれ。あたしはこの人に、どうしても言ってやりたいことがあるんだよ。……まずは」

　止めに入った真々子を押し退のけ、獣人母ガーコはＨＡＨＡＫＯへ手を伸のばして。

　緩ゆるんでいた抱っこ紐ひもの結び目を、ぎゅっと締しめ直した。

「ちゃんとお母さんしたいなら、こういうところ、ちゃんとおし。赤あかん坊ぼうを落っことしたら、目も当てられないよ」

「あ、ありがとう……」

「こっちの子も、悪い意味で見覚えがある顔が混じってるねぇ。何がどうなってるのか、じっくり聞かせてもらいたいところだけど……その辺は、後回しだね」

　獰どう猛もうな怪かい物ぶつの唸うなり声が響き、暗雲の中から猛瑠龍が顔を覗のぞかせた。

　白銀の鱗うろこに覆おおわれた顔に並んでいる六つの瞳ひとみが、危険な宝石のように怪あやしく輝かがやき、舞台上に集結している獲え物ものの姿を捉とらえた。

「悪いんだけど、手伝ってもらえるかい！　あのモンスターをなんとかしないと、酷ひどい騒さわぎになっちゃうからさ！」

「おっけー任せて！　レベルアップしたあたしたちの力、ガーコさんに見せてあげるわ！」

「ポータちゃんとモーネさん、それから、真々子さんとＨＡＨＡＫＯさんも、お下がりください！　先ほどのように、赤ん坊に気を取られてしまうと危険ですから！」

　ワイズとメディが先頭に立ち、今こそ、魔法女子の力を示す……！

　猛瑠龍の先制攻こう撃げき。猛瑠龍は全身の体毛を震ふるわせた。不可解な音が降り注ぐ。

　ワイズは魔法を封ふうじられた。とっさにワイズを盾たてにしたメディも結局、魔法を封じられた。

「まあ予想通りね。そんな気がしてたのよ。そろそろかなって」にっこり

「そうですね。そんな気がしていました。いっそ清すが々すがしいです」にっこり

「あんたたち、残念を受け入れられるほど成長したんだね！　でもふざけてる場合じゃないんだよ！……あたしが攻撃できれば一発だけど、空の敵には届かないから、なんとか支し援えんしてもらわないと……」

「だったらここは、マー君の出番ね。おー」

　抱っこ紐の中でぐっすり眠ねむっている真人の、小さな手を〝おー〟と上げさせて、真々子が歩み出た。

「ちょっと真々子さん！　何言ってるんだい！　赤ん坊にどうにかできるわけないよ！　馬ば鹿かなこと言ってないで、下がってな！　危ないから！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ガーコさん。だってマー君は、天空に選ばれた勇者ですもの。すごい力を発揮しちゃうわ。……ポータちゃん、ちょっといいかしら」

「は、はい！　なんでしょうか！」

　ポータの協力を得て、真々子は！

　舞台上に、赤ん坊用の布ふ団とんを敷しいて、真人を寝ねかせて、添そい寝した。

　からの！

「ね～んねん、ね～んねん……ね～んねん……ね～んね……ね～ん……すぅ……」

　既すでにぐっすり眠っている真人を寝かしつけながら、真々子が寝落ちした。一同が啞あ然ぜんとして見つめる中で、大好親子が寝ている。

　母親標準スキル【母の添い寝】が発動。

　子供を寝かしつけながら、一いつ緒しよに寝てしまった母親。寄り添って眠る親子の、とても穏おだやかな表情が、見守る者たちの心を安らかにして……

　次の瞬しゆん間かん、空からズシャッと、釣つられて眠りに落ちた猛瑠龍が落ちてきた。熟じゆく睡すい状態だ。
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「まったく、相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやな人だねぇ。恐おそれ入るよ」

　獣人母ガーコが猛瑠龍の首筋に、ズビッと手刀を叩たたき込んで、撃破完かん了りよう。

　倒たおされた猛瑠龍の体は消えることなく、白銀モールとして、その場に残されている。

　ということで。

「……思ったんだけどさ。真人君、ほぼ何もしてないよね」

「まあね。最初から寝てて、そのまま寝てただけよね。一いつ切さい、活躍してないはずだけど」

「ですが、真々子さんがそうおっしゃるなら、そういうことにしましょう」

「はい！　これは、真人さんの勝利です！」

　赤ちゃん勇者真人の活躍で、巨大モミの木を飾るモールを手に入れた！







　全員で協力し、とにかく長い白銀モールを、ポータのショルダーバッグに押し込んで。一行は天下一母道会の会場を後にした。

　真人たちが赤ん坊になった経けい緯いや、現在の目的など、獣人母ガーコにあれこれ説明しながら……向かった先は、大通りの一角にある、警備兵の詰つめ所だ。

　到とう着ちやくするや否いなや、建物の前で、獣人母ガーコは身なりを正す。

「この度たびは、うちの子がご迷惑をおかけしました。本当に申し訳ありませんでした」

　お揃いの鎧よろいを装備して、お揃いの小難しい顔をして集まっている警備兵たちへ、獣人母ガーコは深々と頭を下げて謝罪した。

　立派な髭ひげを生やしている、隊長格の中年警備兵が、深々とため息を吐ついた。

「幸い、町に被害は出なかったようですので、猛瑠龍の件については不問といたします。以後、このようなことがないよう、保護者の方はくれぐれもお気を付けください」

「はい、気を付けます。本当に、申し訳ありませんでした」

「ちょっといい？　猛瑠龍の件って、つまりどういうことだったの？」

　ワイズが暢のん気きに尋たずねると、隊長警備兵はますます小難しい顔になった。獣人母ガーコは申し訳なさそうに俯うつむいている。

「猛瑠龍は、極ごく秘ひ裏りに遂すい行こうされているクリスマスイベントのため、特別に用意された貴重なモンスターだったのです。この町に隠された七つのボールを集めると召しよう喚かんされ、撃破すれば白銀モールを獲かく得とくできる、というものだったのですが……偶ぐう然ぜん、ご旅行でいらしていた、こちらのガーコさん親子が……」

「町のあちこちに隠されていたボールを、うちの子が全部、見つけて来て、面おも白しろがって使っちゃってね……」

「わんぱく、しちゃったわけね。まあガーコさんとこの五つ子なら、やりそうだわ。……でもさ、イベントを進めてるあたしたちが、無事にモールをゲットできたんだから、それでいいわよね。ね、隊長さん？」

「そうですね。猛瑠龍の件については、それで構いませんが……」

　隊長警備兵は、非常に疲つかれた表情になり、詰め所の中を眺ながめた。

　そちらは。

「あしょんで！」「ねえ、あしょんで！」「抱だっこ！」「うでブランコして！」「して！」

「ぜぇ、ぜぇ……も、もう勘かん弁べんしてくれ……お兄さんたち、人間族なんだよぉ……」

「獣人族みたいな腕わん力りよくと体力はないんだよぉ……だからさ、もう……」

「じゃあ、おえかきする！」「おえかき！」「かく！」「クレヨン！」「かいた！」

「ちょっ、ダメだって！　壁かべにお絵かきしちゃダメぇぇぇ！」

「その紙もダメだって！　大事な書類だから……ああ、遅おそかった……」

　事件現場だ。あちこち落書きだらけ。椅い子すの足は折れ、窓ガラスも破損。

　嵐あらしが直撃したかのような室内で、お耳をピコピコ、尻尾しつぽ振ふり振り、まだ幼い獣人の子供×５が所ところ狭せましと駆かけ回り、若い警備兵たちが疲ひ労ろう困こん憊ぱいで床ゆかに突つっ伏ぷしている。

　獣人母ガーコの顔から、一気に血の気が引いた。灰になってしまいそうだ。

「あっ、あんたたちぃ!?　ななな、なんてことしてんだい！　もう、おやめ！　ほらこっち来て！　ちゃんと並んで、ごめんなさいしなさい！　ほら早く！」

「えー？」「やだー」「あしょぶー」「だっこー」「かーちゃん、だっこー」

「抱っこじゃない！　ごめんなさいって、しなさい！……おかーちゃん、本気で怒おこるよ！」

　母親の、本気の𠮟しかりつけが、辺りをビリビリと震わせた。

　電気が走ったように、ビクッと震えた獣人の子供たちは、慌あわてて獣人母ガーコに飛びついた。

「ごめんなさい！」「かーちゃん、ごめんなさい！」「ごめん！」「ゆるして！」「ごめん！」

「おかーちゃんに言うんじゃないよ！　迷めい惑わくかけたお兄さんたちに！　ほら！」

「「「「「ごめんなさい！」」」」」

「本当に、重ね重ね、申し訳ありませんでした！」

　獣人の子供たちが一列に並んで、獣人母ガーコと共に、深く頭を下げた。

　親子でそっくりの、しょんぼりと曲がった耳と尻尾を眺めて。隊長警備兵は、特大のため息を吐き、そっと苦く笑しようした。

「謝罪は確かに受け取りました。もう充じゆう分ぶんです。お顔をお上げください」

「あ、ありがとうございます！　ありがとうございます！　この子たちが壊こわした物は全部、弁べん償しようさせてもらいますから！　ああ、あとお掃そう除じも！」

「いいえ、それには及およびません。……書類はまあ、書き直すとして……実はこの詰め所、近々、建て替かえのため取り壊される予定なのです。ですので、汚よごれも破損も、そのままで問題ありません」

　と、隊長警備兵は言ったのだが、「そんな予定あったか？」「聞いてないけど……」他ほかの警備兵たちは顔を見合わせて、小首を傾かしげている。どうも怪しい。

　部下たちを、じろりと睨にらみ付けて、黙らせて、隊長警備兵は軽く肩かたをすくめた。

「これは独り言ですが……つい先日、学生をしている倅せがれが、クーデター騒ぎに加担して、通い先の冒ぼう険けん者学園にご迷惑をおかけしました。ですが、親子ともども、先生方からなんのお咎とがめもなく許してもらえた、ということがありまして……」

　他でもない、事態収拾の糸口となった真々子へ、そっと敬礼して。

　隊長警備兵は、にっこりと笑った。

「子供が迷惑をかけるのは、お互たがい様。私も一人の親として、許してもらった分、許す。それでいいと考えています。……お前たちも、それでいいな？」

「自分は異論ありません！」「隊長、男前！」「でも奥さんの尻しりには敷かれっぱなし！」

「はっはっは、余計なことを言った奴やつは誰だれだっ！」

　うっかり口を滑すべらせた部下を捕つかまえて、必殺の隊長式コブラツイスト。「チョーク！　チョーク！」「知らん！」照れ隠かくしも込こめて、首ががっちり決まっている。

　そんな警備兵たちへ、何度でも深々と、頭を下げて。顔を上げた獣じゆう人じん母ガーコは、目の端はしに溜たまってた涙なみだをそっと拭ぬぐった。

「だったら、せめて、お掃除くらいはさせてもらいますね！　失礼しますよ！」

「わかりました。お気の済むように」

「それじゃ、私たちもお手伝いしようかしらね。みんなでやれば、すぐに終わるわ」

「おっけー。……さあポータ、出番よ！」

「はい！　自分にお任せください！」

　雑ぞう巾きん、箒ほうき、塵ちり取とり。各おの々おの、掃除用具を手にして詰め所に乗り込み、清せい掃そう活動だ。書類を拾い集めて、落書きを拭ふいていく。

　ワイズお姉さんとメディお姉さんが、獣人の子供たちに掃除の仕方を教えている、その陰かげで。「ポータちゃん、お願いできるかしら」「はい！」破損した椅子や窓は、ポータがアイテムクリエイションでこっそり修復だ。

　そんな中、獣人母ガーコが、さりげなくＨＡＨＡＫＯの隣となりに並んだ。

「まあ、ご覧の通りさね。あたしだって、こうして、他人ひと様さまに散々ご迷惑かけて、謝って、許してもらってる身だから。あんたにとやかく言える筋合いじゃないよ」

「……天下一母道会でのこと、許してくれるというの？」

「そう言ってるつもりだよ。……それから、あんたにくっついて眠ねむりこけてる、なんとかって組織の子たちが起こした事件についてもね。あたしら獣人の世界、ゴボドーランドにあった島が一つ、沈しずめられちゃったけどさ。幸い、死人が出たわけじゃない。怒るどころか、いい遊び場ができたって、はしゃいでるくらいだよ」

　海に沈んだ反はん抗こう組織リベーレのアジトを探たん索さくする、素す潜もぐり探検ツアーが大好評開かい催さい中ちゆうなのは、また別の話だ。

　赤あかん坊ぼうを抱かかえて動きづらいＨＡＨＡＫＯに代わって、書類整理を済ませて、獣人母ガーコは正面から向き合った。

「あんた、その子たちを自分の子供にするのかい？」

「ええ。それが私の願いよ」

「だったら覚えておきな。子供は、おいたをするものさ。どうしたって、するんだから。大事なのは、それからどうするか。親のあんたが、ちゃんとしてやりな」

「わかったわ。……それじゃ、まずは謝らせて。私がしたこと、この子たちがしたこと、本当にごめんなさい」

　上手うまく動けないながらも、ＨＡＨＡＫＯが頭を下げて謝罪して。

　大切な忠告を母子手帳に書き込もうとした、その時だった。

「んゃ」

　不意に、赤ちゃんフラテロがぼんやりと目を開けて、そう言った。

　言ったというか、単に音が出ただけというか、まさに赤ん坊の一声だったが。

「おやまあ、あんたも謝ってるのかい？　ちゃんと言えて、偉えらいじゃないか。……お母さんに大変な思いをさせないように、あんたたちも、いい子におなりよ」

「んゃ」

「はい、いいお返事だね」

　獣人母ガーコには、そう聞こえたらしい。だったら、そういうことでいいのだ。

　赤ちゃんフラテロの頰ほおを、ふにふにと撫なでる手が、とても優やさしかった。







　二つ目のデコレーション用アイテム、白銀モールを入手した。

　掃除を済ませた真々子たち一行は、獣人母ガーコと別れて、巨きよ大だいモミの木のところへ戻もどってきた。白銀モールを脇わきに置いて、「娘むすめよ！」「お母さん！」ポータ親子の再会ハグハグ、二回目。

　モーネが指をくわえて見つめている。

「いいなー。私もハグハグして甘えたいなー。甘え成分を補給したいなー……でも、真人君は赤ちゃんだし、真々子さんは真人君を抱えて大変だし……」

「仕方ないわね。あたしが甘えさせてやるわよ。ほら」

「力の暴走を抑おさえるため、必要なことですからね。どうぞ」

　ワイズとメディが、聖母の微笑ほほえみを浮うかべて、両りよう腕うでを広げて、さあ甘えて来なさいと「我が慢まんしよーっと」「「こら」」甘える対象として不適格だったらしい。さておき。

　巨大モミの木の傍そばに、かまくらが作られている。内部には、コタツが持ち込まれ、仕事用のタブレットなどに加えて、七輪、携けい帯たい用コンロ、鍋なべが置かれている。

　七輪の網あみの上で、ぷくーっと膨ふくれ上がった餅もちが、ぷしゅーっと縮んだ。

「あら美味おいしそう。お腹なかが鳴っちゃいそうね」

「仕事とか言っといてさ。シラーセさんたち、随ずい分ぶんと優ゆう雅がなことしてるねー」

「ちゃんと働いていますよ。ですが、そろそろお昼ですので」

「食事と、頭脳労働のための糖分補給を兼かねて、用意したの。皆みなさんの分もあるわ。アイテム集めは、一休みして、一いつ緒しよにどうかしら」

「はい！　自分、いただきます！　お母さんが作ってくれたお昼ご飯がいいです！」

「わわわわかったわっ！　可愛かわいい娘には、お餅をもう一個サービスしちゃうわっ！」

　愛まな娘むすめへの愛情という名の蒸気で、眼鏡を真っ白にさせている冥めい母ぼハハーデスは、もう好きにさせておくことにして。

　本日の昼食は、お汁しる粉こだ。焼けた餅を、しっかり浸ひたして、召めし上がれ。「「「「ん～っ！」」」」かまくらの中に、黄色い大歓かん喜きが響ひびいた。

　そんな時だった。

「（……ん？　なんか、すげー美味うまそうな匂においがするぞ）」

　真々子の腕の中で、赤ちゃん真人が目を開けた。

　ぼんやりとだが、見える。お汁粉だ。かまくらの中で食べる、お汁粉だ。

　そんなの、シチュエーション込みで、十割増しで美味いに決まってる。みんな美味しそうに食べてる。

「ふぇっ……ぴぎゃああああああっ！（ちょっ、俺にもお汁粉！　食わせてくれよ！）」

「うわっ！　真人がいきなり泣き出した！　うるさっ！」

「ぷぎゃあああああああっ！（あ、悪い！　そんな大声出したつもりないんだけど！）」

　赤ちゃん真人は、ちゃんと喋しやべっているつもりだが、ダメだ。何を言っても泣き声になってしまう。

「やっぱり凄すごい声だね……もしかして真人君も、お腹が減ったのかな」

「ぴぇえええんっ！（モーネ正解！　そう、それ！　それ言いたかった！）」

「と見せかけて、おむつの交こう換かんではありませんか？」

「ぴゃああああっ！（おいメディ！　違ちがうぞ！　そうじゃなくて！）」

「特に臭においはしないから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「ぴぃいいいいっ！（さすが母さん！　わかってらっしゃる！　というわけで飯を！）」

「大丈夫そうなら、なおさら、目で見て確かく認にんした方がいいんじゃない？　いや変な意味じゃなくて。別に深い意味はないけど。いひ」

「ぴぎゅぁああっ!?（おいワイズ!?　お前、何言ってんの!?　馬ば鹿かなの!?）」

　ぴーぴー泣きじゃくっている赤ちゃん真人を、ワイズが横から抱え上げて、こたつの上に寝ねかせた。「さ、真々子さん」「そうね。確認だけね」「ぴえええっ!?（やめて!?）」変な意味も、深い意味もない、確認ということで。

　ベビー服をちょっと脱ぬがせて、赤ちゃん真人のおむつ、フルオープン。




　ω




「らっきょうとは、よく言ったものね」じーっ

「確かに、らっきょうですね」じーっ

「だねー。らっきょうだねー」じーっ

「じ、自分は見てないです！」……ちらっ……

「ふむ、約二センチですね」じーっ

　赤ん坊の、それだ。疚やましいことは何もない。

　女子一同と、さりげなく参加して物差しを構えたシラーセが、その目でしっかりと確認した。やはりおむつは問題なかった。元に戻して。

　若じやつ干かん、白目をむいているように見えなくもない、魂たましいが抜ぬけたように静かになった赤ちゃん真人を、真々子がそっと抱だき上げる。

「だったら、やっぱりご飯ね。……もしよければだけど、ここでいいかしら」

「お構いなく。ここには女性しかいないし、文句を言う人なんていないわ。大丈夫よ」

「ありがとう、ハハーデスさん。……それじゃ、マー君」

「ふぇ……ぴょわあああああああっ!?（な、何さらしとんじゃああああああああっ!?）」

　真々子は、ワンピースの胸むな元もとを引き下げて、右胸をぽろんと出した。

　お母さんが赤ん坊へご飯をあげるのだから、何もおかしなところはない。

「（ちょ待て！　待て待て待て！　何も間違ってないけど、だが待て！）」

　赤ちゃん真人の目の前に、自分の顔よりも大きい、真々子のおっぱいが接近する！

「そんなことはないと思うんだけどさ、実は真人って、普ふ通つうに意識あったりする？」

「仮にそうだとしたら、大事件ですね。海外はさておき、日本国内の話ですから。高校生にもなって、母親のお乳を飲むなんて……息子むすこ勇者の伝説として、未み来らい永えい劫ごう、語り継つがれる案件になるかと」

「通報した方がいいのかなー。どうなのかなー」

「えっと……自分は、わかりません！」

　女子たちが興味深そうに見守る中、ついに、ついにその瞬しゆん間かんが！

　赤ちゃん真人の、小さな口に、真々子の……！

「さあ運命の授乳、と盛り上がっているところを恐きよう縮しゆくですが、真々子さん。母乳はお出になりますか？」

「あら。そう言われれば、そうだわ。出ないわね」

　一いつ般ぱん的に母乳とは、産後に分ぶん泌ぴつされるもの。赤ちゃん真人は、再び出産されたわけではなく、巨大モミの木の力で乳児化しているだけだ。

　試ためしに真々子は、自身の胸をぎゅーっと押してみるが、何も出ない。

「こんなこともあろうかと、ミルクをご用意してあります。お汁粉を作る前に作成したので……ちょうど人ひと肌はだくらいの温度になっていますね。どうぞ」

「シラーセさん、ありがとう。とっても助かるわ」

「ぴぃいいい（本気で助かったぜ……）」

　息子勇者的に史上最大の危機を乗り越こえて。哺ほ乳にゆう瓶びんで、ちゅぱちゅぱと。

　赤ちゃん真人も、やっとのことで食事にあり付いた。「一つ、貸しということで」シラーセの囁ささやきは、聞こえないフリをした。そもそも、この人のせいで、こうなってる。

　そうこうしている内に、赤ちゃん四天王も目を覚ました。「ＨＡＨＡＫＯさん！」「大至急です！」「ええ。任せて」ぎゃんぎゃん泣きじゃくる三人に、哺乳瓶をくわえさせると、すごい勢いで飲んでいく。あっという間に飲み干してしまった。

「それじゃマー君。ごちそうさまの後は」

「けぷっ（おっと失礼）」

　お腹にガスが溜たまらないように、うつ伏ぶせで、肩かたに担かつぐように抱っこして、背中をとんとん。げっぷを出させて食事終しゆう了りよう。

「マー君、ちゃんとご飯を食べられたわね。いい子、いい子」

「三人とも、残さず食べて偉いわ。いい子、いい子」

　食事が終わったら、赤ん坊たちはすぐ、おねむだ。赤ちゃん真人は真々子の胸に抱かれて、赤ちゃん四天王はＨＡＨＡＫＯの手に抱かれて、ゆっくり目を閉じていく。

　お汁粉を完食したワイズたちは、ごちそうさまと、いろんな意味で挨あい拶さつをして、ゆったり眺ながめていた。

　と。

「あら？　ちょっと変だわ」

「あらやだ！　何事かしら！」

　赤ちゃん真人の体が、トクンと脈打って、ぐんぐん大きくなっていく。続けて四天王の三人も。腕が伸のび、脚あしが伸び、ベビー服のボタンが弾はじけ飛んで、破れて……

　生後一年に満たない乳児だった真人たちが、幼児にまで成長した。

「……ん？　あれ、なんだ？　おれ、なんか、おおきくなってないか？」

「大きくなったわよ。これは……三歳ぐらいかしらね。きっとそうだわ」

「食事をちゃんと取って、母親からいい子認定されたことにより、少し成長できたようですね……三センチくらいに」

「おわっ！　どこみていってんですか！　シラーセさんのえっち！」

　まず服を着ます。







　冥母ハハーデスがいる限り、物品で困ることはない。すぐに子供服が用意された。

　三歳アマンテは、スカートに、虎とら柄がらのにゃんこが刺し繡しゆうされた子供用スカジャン。

　三歳ソレラは、丈たけの短いワンピースに、可愛かわいらしい髑どく髏ろマークの帽ぼう子し。

　三歳フラテロは、短パンと、とぼけた鮫さめ顔のフード付きパーカーだ。

「私が選んだ服はどうかしら……気に入ってもらえるかしら」

「ふん。べつに、いいんじゃないかしら」

「わたしは～、けっこう～、きにいったかも～」

「ん。わりゅくない」

　三人それぞれ、本来の特とく徴ちよう的な部分を、しっかりと捉とらえてチョイスしている。子供たちの反応も上々だ。

　ＨＡＨＡＫＯはホッと一安心。メジャーを使って、三人の身長をこっそり計測して、母子手帳に書き込んでいる。子供の成長記録に余念がない。

　お次は三歳真人。短パンにジャケット。男の子らしい元気なスタイルである。

　背中には、バームクーヘンのイラストが描えがかれている。

「マー君は、天空の勇者だから、バームクーヘンね。お母さんが選んだ服、どうかしら」

「くー、しかあってねぇ……で、でもおれは、いいこだから、かーしゃんに、もんくいわないぞ……くぅっ！　はやく、せいちょうしたい！」

　体が小さいため、武器は装備できない。子供たちのお出かけ準備はこれで完かん了りようだ。

「それでは、残る一つのデコレーション用アイテムを回収してください。よろしくお願いしますよ、三センチ、ではなく真人君」

「ちくしょう！　さっさといべんとを、おわらせて、おおきくなってやりゅからな！」

「あらあら、マー君。一人で行っちゃダメよ。ちゃんとお母さんと手をつなぎましょうね」

「いや、ひとりでだいじょうぶだって！　へいきだから！」

　大好親子、ワイズたち、幼女四天王の三人と、ＨＡＨＡＫＯ。賑にぎやかさを増した一行が、転送用魔ま法ほう円えんに乗り、光に包まれる。

　徐じよ々じよに薄うすれていく姿を眺めて、シラーセと冥母ハハーデスは軽く一息吐ついた。

「残すところ、あと一つ。順調ですね」

「そうね。あと少しよ。ＨＡＨＡＫＯさんと四天王の三人が、本当の親子になる、素す敵てきな結末まで、あと少し」

「……余計なことを言っても構いませんか？」

「控ひかえてもらえると嬉うれしいわ」

「食事をしていた時も、あの三人とは、一言も言葉を交かわしていませんでしたね。それでいいのですか？」

「やめてと言ったつもりなんだけど。まったく。……あの子たちには、育ての親がいれば充じゆう分ぶん。どうしようもない生みの親なんて、出る幕じゃないのよ」

「運営の部署を全すべて回って、頭を下げて頼たのみ込んだ、という涙なみだぐましい努力は、さておき。あなたが、せめてもの想おもいを込こめて実現させたイベントだということくらいは、知ってもらっていいと思うのですが……」

　シラーセが反応をうかがうと、冥めい母ぼハハーデスは顔を逸そらしてしまう。

「それこそ余計な話よ。そんなことより、システムチェックを済ませましょう。万が一の事態さえ起こらないよう、念入りに……あら？」

　ふと気付いた。転送用魔法円に、モーネが一人、取り残されている。

　お腹なかに手を添そえて、何か、じっと考え込んでいるようだ。

「モーネさん？　どうかなさったのですか？」

「え？　あ、えっと……ちゃんと食事したのに、満たされない気持ちが……ううん、なんでもない！　まだちょっと小腹が空すいてるだけ！」

「だったら、お餅もちがあるわ。持っていきなさい」

　七輪で焼かれていた餅を、海苔のりで挟はさんで完成。

　冥母ハハーデスから受け取った磯いそ辺べ焼きを、ぱくっとくわえて、屈くつ託たくのない笑え顔がおを咲さかせて。今度こそモーネは転送された。

「見事な食しよく欲よくね。若いって素晴らしいわ」

「そうですね……ただそういうことなら、いいのですけどね」

　かまくらに戻もどり、冥母ハハーデスがタブレットを手に仕事を再開する、その一方で。

　シラーセは、しばらくの間、モーネが消えていった転送用魔法円をじっと見つめていた。







　三つ目の転送先は、海が見える小高い丘おか。

　三日月形の海岸、オレンジ色の屋根が並ぶ港町、真っ白な帆ほを張って進む船。目を引くものが数ある中で、最も印象的なのは、入り江えの島にそびえ立つ巨きよ大だいな塔とうだ。

　ここは海辺の町チャンカー。タワーダンジョンの町である。

「ごめーん！　お待たせー！」もぐもぐ

「モーネ何してたのよ……って……あーはいはい。一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ」

「これで全員、揃そろいましたね。では出発しましょうか」

「おう！　さいごのアイテムを、てにいれりゅために、しゅっぱつだー！」

　やる気充分。さっさと成長するために。三歳真人は真っ先に駆かけ出して……

　べちゃっと、転んだ。

「わわっ！　真人さん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「うう……い、いたくない、いたくない……なさけなくて、ちょっとなけてきちゃうだけだじぇ……」ぐすっ

「ほら真人。意地張ってないで、ちゃんと真々子さんと手をつなぎなさいってば」

「真人君が転ぶたびに、立ち止まっていたら、いつまで経たっても進めません。結果的に、子供でいる時間が長くなるだけですよ」

「お母さんとしては、それでもいいんだけど。うふふ」

「よくねーよ！……わ、わかったよ！　いまだけ、だからな！　ほら！」

「はい。お母さんと手をつなぎましょうね」

　ぶっきらぼうに差し出された小さな手が、大きくて優やさしい手の平に包まれた。柔やわらかくて、すべすべで、温かい。手をつないでいるだけで、すごく守られているように感じる。

　一方、ＨＡＨＡＫＯ親子は。

「てをつなげば、こりょばないのよね。だったら、こうすればいいわ。ソレラ、フラテロ、いくわよ」

　幼児アマンテを中心に、右サイドに三歳ソレラ、左サイドに三歳フラテロ。三人並んで手をつなぎ、さっさと歩き出した。

「じぶんで、ありゅけりゅようになれば、ははおやのたすけなんて、いらないわ。ふん」

「ん～、まあそうかもね～」

「ん。そうかもしれん」

「あらあら、寂さびしいわ。赤ちゃんだった頃ころは、ずっと抱だっこさせてくれたのに。ちょっと大きくなったら、すぐ離はなれていってしまうのね。しくしく」

　三人の後に続いているＨＡＨＡＫＯは、もう悲しくて悲しくて、泣けてきちゃう……

　と見せかけて。

　三歳ソレラと三歳フラテロは、三歳アマンテには内ない緒しよで、空いている方の手でＨＡＨＡＫＯを摑つかんでいる。手首やスカートの裾すそを、一方的に握にぎっているだけだが、ちゃんとつながっている。ＨＡＨＡＫＯはもう、にっこにこ。

　まだ充分とは言えないが、それでも驚おどろくほどの変化がそこにある。

「……なあ、かーしゃん。あのふたり、なにかあったのか？」

「ええ。マー君が寝ねている間に、色々あったの。うふふ」

「ふーん……」

　詳くわしく聞きたいところだが、余計なことを言って台無しにしないように。三歳真人は黙だまって様子を見守ることにした。

　一行は移動を開始。丘を下りて、海風が薫かおるチャンカーの町に足を踏ふみ入れた。

　情報収集のため、まずは、かつて真々子がタワーダンジョン攻こう略りやくのため設立した冒ぼう険けん者ギルド、お母さんギルドを訪ねようとしたのだが。その途と中ちゆう。

「よーし、お前ら！　俺の合図に合わせて、力いっぱい引っ張るんだぞ！　せーの！」

「「「よいしょ！　よいしょ！」」」

　どこか聞き覚えがある、野太い男の声と、子供たちの元気な掛かけ声が聞こえてきた。

　近くの海岸に、大勢の人が集まっている。大半は女性と小さな子供だ。どうやら親子の集まりのようで。

　女性たちの中心で談だん笑しようしていた、パーマ頭の、ふくよかな中年女性が、真々子たちに気付いて手を振ふってきた。

「真々子さんたちじゃないか！　おーい！」

「あれは……あらあら、ポッチ君のお母さんだわ。他ほかにも、お母さんギルドのメンバーさんが、たくさんいるわね」

　真々子たちと共にタワーダンジョンを攻略。さらに、つい先日も、母親消しよう滅めつを目もく論ろむ若い冒険者たちが押し寄せた際には、決死の防衛戦を展開。数々の激戦を潜くぐり抜ぬけた、凄すご腕うでの母親たちが、真々子を見つけて駆け寄ってくる。

　で、いきなり。

「真々子さん、お久しぶりだねぇ。おや？　この子はもしかして、真人君かい？」

「そうなんです。ちょっと事情があって。さあマー君、ご挨あい拶さつできるかしら」

「おおすきまさと、さんさいです、じゃなくて！　おしゃべりしてりゅばあいじゃ……！」

「ワイズちゃんに、メディちゃんに、ポータちゃんも。久しぶりねぇ。元気してた？」

「ど、ども……」「おかげさまで……」「自分は元気です！」

「お茶とお菓か子しがあるわよ。一いつ緒しよに食べましょ。お友達も一緒に、はいどうぞ」

「こちらの、真々子さんにそっくりな方は……ああ、あなたが噂うわさの……」

「ＨＡＨＡＫＯよ。はじめまして」

「一緒にいる子は、あなたのお子さんなのかしら。みんな可愛いわね」

「ちょっと、いきなりなんなのよ！」「ははおやだらけだよ～！」「うりゅさいんじゃ……」

「おばちゃんに、ご挨拶してくれるかしら。お名前聞かせてくれる？　何歳かしら」

　空気さえ通る隙すき間まのない、絶え間ないおしゃべりで完全包囲された。もうダメだ。最悪の場合、このまま小一時間くらい、拘こう束そくを余よ儀ぎなくされる……

　だがチャンスは訪れた。最初は三歳真人たちに興きよう味み津しん々しんだった母親たちが、徐々に視線を上げて、真々子を中心としたおしゃべりに集中し始めている。

　と、差し出されたお菓子を受け取るため、真々子が真人から手を放した。

「（……よし！　ここだ！）」

　三歳真人は、そぉ～っと、そぉ～っと、母親たちの脚あしの間をすり抜けて、包ほう囲い網もうから抜け出した。まんまと脱だつ出しゆつ成功……

　と思ったら、いきなり腕を摑まれた！　連れ戻される!?

「おおすきまさと、まちなさい！　ぬけがけは、ゆりゅさないわよ！」

「なんだ、おまえらもきたのか。まあいい。それじゃ」

「みつからないように～　しずかに～」

「ここから、たいさんじゃ」

　同じく抜け出してきた三歳アマンテたちと合流して、チーム結成。四人でそそくさと、その場を離れた。

　母親たちの視線を警けい戒かいしつつ、向かった先は、砂すな浜はま。大人たちの声せい援えんを受けながら、大勢の子供が、海から伸のびている綱つなを懸けん命めいに引っ張っている。

「おおすきまさと、おしえなさい。あれは、なにをしていりゅのかしら」

「じびきあみ、かな。うみに、あみをなげこんで、ひっぱって、さかなとか、かいとか、とりゅんだよ」

「じびきあみか～。なんだか～、たのしそうだね～」

「ん。あしこしをきたえりゅ、いいとれーにんぐになりそうじゃ」

「だったら、お前らも参加してみるか？　お母さんギルド主しゆ催さい、親子の地じ引びき網あみ大会は、子供なら誰だれでも参加可能だぜ？」

　不意に背後で野太い声がしたと思ったら、ごつい手で、真人は頭をくしゃっとされた。

　振り返ると、不ふ審しん者がしゃがんでいる。筋肉ムキムキで、モヒカンで、荒あらくれた面つら構がまえでにやりと笑った、その男は。

「あれ？　ポッチさん？」

「よう、真人。ちょっと見ない間に、随ずい分ぶんとちびっこくなりやがったな」

　お母さんギルドに所属している、荒くれ野や郎ろうたちのリーダー格。ポッチ母の息子むすこ、その名はもちろんポッチだ。

「母ちゃんたちが騒さわいでたから、来たのはわかってたけどよ。まさか、そんな姿で現れるとはな。……でもって」

　ポッチは、じろりと、アマンテを睨にらみ付けた。

「よう、アマンテ。俺たちを散々こき使って、モンスター化までさせて、挙句に使い捨てやがった、悪の組織の四天王様が……なんだそりゃ。いい様だな。お可愛かわいいこって」

「くっ！……な、なによ！　いまなら、かてりゅから、ふくしゅうでも、すりゅつもりなのかしら！　いいわよ！　うけてたちゅわ！」

「復ふく讐しゆう？　そうだな。お前には、どでかい借りがある。返してやってもいいが……へっ。馬ば鹿か言ってんじゃねぇ。子供に手なんか上げられるかよ。そいつは俺の……保育士としてのポリシーに反する！」

　ポッチは立ち上がり、自じ慢まんげに胸を張った。

　可愛いゴリラのアップリケ付きエプロンが、誇ほこらしく風になびいている。

「え？……ポ、ポッチさん？　ほいくしって……え？」

「お母さんギルドで、保育園を始めることになってな。俺は今、資格取得のために勉強中なのさ。……世の中、親の有あり難がたみがわからねぇ馬鹿が多すぎる。そういうことは、子供の時分にきっちり教えて身に付けさせるべきだと、俺は思うわけだ……というわけで、アマンテ」

「な、なによ……」

「まずは、お前の愛情でお前を包んでやる」

「へ？」

「俺が母ちゃんに抱だき締しめられて、悪い夢から覚めたみてぇによ。お前にも奇き跡せきが起きるはずだ。いい加減、母親って存在を受け入れて、いい子になりやがれ！」筋肉むちーん

「ひいいいいいいいいいっ!?」

　ポッチが、愛情たっぷりのごつい兄貴な笑え顔がおで、三歳アマンテにじりじりと迫せまる！「つうほうしなきゃ～」「ん」「おれも、どういする」凄すさまじい犯罪臭しゆうが漂ただよっているが、これは教育。あくまで教育だ。だからきっとセーフ……

　そんな時だった。

「おーい、ポッチ！　ちょっといいか！　緊きん急きゆう事態だ！」

「あん？　なんだ、どうした！」

　ポッチ同様、保育士エプロンを着けている荒くれ野郎が一人、血相を変えて駆け寄ってきた。

「地引網が全く動かねぇから、海に潜もぐって様子を見て来たんだけどよ！　網に、見たこともねぇモンスターが引っ掛かってやがる！　くそでかい奴やつが！」

「なんだと!?　こうしちゃいられねぇ！　すぐに避ひ難なんを……！」

　呼びかける暇ひまはなかった。

　突とつ然ぜん、間欠泉のように、海水が爆ばく発はつ的に吹ふき上がった。真っ青な海の中から、黄金に輝かがやく星型のモンスターが姿を現す。

　帆はん船せんほどの大きさがある、巨きよ大だいヒトデだ。五つの突とつ起き部を翼つばさのように動かし、海上に舞まい上がった。

「おおっ、そらのてきだ！　おれのえもの……！」

「おい真人、馬鹿言ってんじゃねぇ！　今のお前に何ができるってんだ！　とにかく逃にげるぞ！……ほれ！　アマンテも来い！」

「ひええええっ!?」

　ポッチが三歳真人と三歳アマンテを、駆かけ付けた荒くれ保育士が三歳ソレラと三歳フラテロを、ひょいっと小こ脇わきに抱かかえて走り出した。「こっちです！」「早く逃げてー！」ポータとモーネが必死に手招きしている方へ。地引網をしていた子供たちも、保護者に抱えられて、砂浜から必死の避難を開始した。

　入れ替かわりで、真々子たちが海へ向かって駆けていく。戦せん闘とう開始だ。

「あらあら、大きくて、ピッカピカのヒトデね」

「金色の星……巨大モミの木の飾かざりとして、ちょうどいいサイズだわ。もしかして、あれがデコレーション用アイテムなのかしら」

　大切な我が子が無事に避難していることを、さりげなく確かく認にんして、真々子とＨＡＨＡＫＯの先制攻こう撃げき。大海の聖せい剣けんアルトゥーラが同時に振り抜かれる。

　水すい弾だんの猛もう烈れつな二重斉せい射しやが命中すると、巨大ヒトデが、五つに分ぶん裂れつした。小こ舟ぶねサイズの中ヒトデが五体に。

「うわ、増えたし！　あいつ、そういうタイプなわけね！」

「取りすぎたカロリーの分、しっかり運動させてもらえそうですね！」

「見た感じ、小さい方が相手し易やすそうだわ！　てことで！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……雷ルーシエ・光デ・ランポ！」

　ワイズの魔ま法ほう攻撃が発動。空に出現した雷かみなりの球が破は裂れつし、まき散らされた稲いな妻ずまが中ヒトデたちを一斉に貫つらぬいた。

　するとまた分裂。人間の子供サイズの、子ヒトデが五体ずつ。計二十五体。

　子ヒトデたちが、手しゆ裏り剣けんさながらに回転し、刃は物もののように鋭するどい突起部で反撃を仕し掛かけてくるが、「させませんよ！」メディがとっさに防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを張って防いだ。

　敵は増量。倒たおすには人手がいる。ヒトデだけに。

「あたしらも戦うよ！　お母さんギルド戦闘部隊、出動！」

「「「はい！」」」

　うちの子も、他所よその子も、みんな大事な子供。子供を守らんとする母親たちの想おもいが力となり、その身に宿り、全身鎧よろいへと形を変えていく。母なる鎧、フルマーマーだ。

　完全武装したポッチ母たちが、子ヒトデを捕つかまえて抱き締める。「うふふ、坊ぼうや。いい子におし」「ヒデエエエエッ!?」悲鳴を上げて震ふるえあがった子ヒトデは、ぐったりしてしまった。いつかのポッチたちの姿を見ているようだ。

　そんな激闘を、指をくわえて見ているしかないのが、こちら。

「せっかくのたたかいに、さんかできないなんて……ちくしょう！」

「今のお前には無理だって、言ってんだろ。大人しくしてろ」

「ちょっと！　はなしなさいよ、ペッチ！　いいかげんにしないと、おこりゅわよ！」

「お前も大人しくしてろ。つーかペッチじゃなくてポッチだ」

　海岸から離はなれた場所にて。あぐらをかいたポッチの脚に、筋肉ムキムキの腕シートベルト付きで、三歳真人と三歳アマンテが座らされている。

　同様に、三歳ソレラと三歳フラテロも、荒くれ保育士にがっちり保護されている。こちらの二人は、荒くれ保育士の強こわ面もてに恐おそれをなし、借りてきた猫ねこのように静かだ。

　逃げ出そうとする三歳アマンテを、しっかりと座らせ直して、ポッチは戦闘の様子をじっと見つめる。

「なあ真人。あの、真々子さんにそっくりな人が、ＨＡＨＡＫＯさんなんだろ？　噂で聞いたことがある」

「あ、はい。そうです。ちょっと、とくしゅなそんざいで……アマンテたち、りべーれしてんのうの、ははおやになろうとして、がんばってりゅところです」

「ちょっと、おおすきまさと！　よけいなことを……！」

「へえ？　そいつは確かに特とく殊しゆな人だな。こんな奴の母親になろうとするなんて、どうかしてるぜ。大した物好きだ」

「ポッチさん、そんないいかたは……」

「事実だろ。何やったって、アマンテが母親に懐なつくわけがないからな。こいつは、どーしようもない奴なんだよ。しょーもない奴さ。……なぁ？」

　ポッチが挑ちよう発はつ的に覗のぞき込むと、三歳アマンテはむすっとした顔で睨み返した。

「何か文句でもあるのか？　お前はどうせ、いい子にはなれないだろ？　あん？」

「なめられてりゅわね。かなり、あたまにきたのだけど……そうじゃないところを、みせてやりゅわよ、なんて、ぜったいに、いわないわ」

「……ちっ。見てくれはガキでも、頭ん中はガキじゃねぇってか」

　誘ゆう導どうは失敗。だがポッチは諦あきらめていない。

「もうガキじゃねえなら、なおさら、なんとかできるだろ。そういうの、もう卒業しろよ」

「おあいにくさま。わたしは、ははにはんぎゃくせしものよ。そうすりゅように、せっていされていりゅ、つくられたそんざいなの。そちゅぎょうとか、ないのよ。なんて、いちいちせちゅめいしないけれど。ふんっ」

「作られた存在とか、中二病みたいなこと言いやがって。お前そういう趣しゆ味みの奴か？」

「ちがうわよ！　いっしょにしないでほしいんだけど！」

「まあ、なんでもいいけどよ」

　三歳真人をシートベルトしていた腕うでを解ほどいて、ポッチは三歳アマンテの頭をわしゃわしゃと撫なでた。

「真ま面じ目めな話、お前みたいな奴こそ、チャンスはあると思うぜ。俺も散々、馬鹿やって、母ちゃんに迷めい惑わくかけまくって、だからこそ思う部分が大きかったからよ。お前も、何かの拍ひよう子しに気付くさ。母親、すげーなって。……お前、ビビって小便ちびるなよ？」

「このわたしが、ちびりゅわけないでしょ！　へんなこといわないで！　ばかパッチ！」

「いやパッチじゃなくて、いてっ！」

　がぶっと、三歳アマンテがポッチの腕に嚙かみついた。

　ポッチが怯ひるむと同時に、その腕の中から強引に抜ぬけ出して、三歳アマンテが一目散に逃げていくが……

「あっ、おい！　アマンテ止まれ！　そっちはヤバい！」

「うりゅさい！　ばかピッチ！　あほピッチ！　そくとうぶハゲ！」

「おいアマンテ！　プッチさんはともかく、モヒカンのひとにしつれいだぞ！」

「真人もふざけてんじゃねぇよ！　つーか、そうじゃなくてアマンテ！　上だ！　モンスターが！」

「え？」

　砂すな浜はまを駆けていた三歳アマンテが、ふと立ち止まり、上を見上げると。

　子ヒトデが高速回転しながら降ってくる。もう、当たる。

　刹せつ那な。




「アマンテっ！」




「……え？」

　三歳アマンテに、ＨＡＨＡＫＯが覆おおいかぶさった。武器を投げ捨てた両手で、しっかり抱き締める。

　ＨＡＨＡＫＯの胸に押し付けられた三歳アマンテは、何も見えず……ざくりと、一回、その体から伝わってきた、嫌いやな振しん動どうを感じた。

「あらやだ大変！　かなり深く刺ささっちゃってるわ！　すぐに手当てを！」

「ＨＡＨＡＫＯさん！　引っこ抜くからね！　ちょっと我が慢まんだよ！　よいしょっ！」

「治ち療りようします！　動かないでください！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……回復クーラ！」

「ちょっ、どうなってんの!?　魔法はちゃんと発動してるのに、傷がちっとも塞ふさがらないじゃん！　まさかＨＡＨＡＫＯさんって、造りが特殊だから、回復魔法が効かないわけ!?」

　真々子たちの切せつ羽ぱ詰つまった声が、三歳アマンテの耳に入り込んでくる。

　とてもよくない、非常に悪い状じよう況きようであることが、嫌でもわかってきたが……

「アマンテちゃん！　大だい丈じよう夫ぶかしら！　どこも怪け我がしてないかしら！」

　そっと体を離したＨＡＨＡＫＯは、三歳アマンテの心配ばかりだ。怪我をしている場所はないか。三歳アマンテの脚あしに付着しているだけの砂にさえ、神経を尖とがらせて、必死に払はらい落としている。

「ちょ、ちょっとＨＡＨＡＫＯ！　おちつきなさい！　わたしより、あなたのほうが……」

「私は問題ないわ！　うっかり防御を忘れて、私を構成する核コアを傷付けられてしまったけど、それだけだから！」

「それだけって、それおおごとじゃないの!?　あなた、そんざいできなくなっちゃうんじゃないの!?」

「回復魔法ではどうにもならないけど、修復プログラムがあるから、たぶん大丈夫よ！」

「たぶん、って……」

「そんなことより、アマンテちゃんは大丈夫なの!?　痛いところはないかしら！」

「ああもう！　だいじょうぶだから！　わたしはどこも、けがしてないから！　ほら！」

　三歳アマンテが、全力でじたばたして、元気いっぱいなところを見せつけると、「ああよかった！」「むぎゅっ!?」むしろ抱だき締しめられてしまった。

　そんな二人の傍かたわらで、戦闘が終結へと向かう。

　ＨＡＨＡＫＯに傷を負わせた子ヒトデが逃げ出し、砂浜にぐったり伏ふしていた仲間を吸収して、元の巨大ヒトデになった。

　すかさず、真々子が全力攻撃を放ってＫＯ。モンスターは今度こそ倒されて、巨大な黄金スターがその場に残された。最後のデコレーション用アイテムをゲットだ。

　避ひ難なんしていた人々が歓かん声せいを上げている。戦闘に参加していた母親たちが胸を撫で下ろしている。「これ、どうやって持ち帰るわけ？」「頑がん張ばって、自分のバッグに入れます！」「いやいや、どう考えても入らないよね？」「折り畳たたむとか……」女子チームは、休む間もなく頭を悩なやませている。

　それで、だ。

「……」

「……」

　そっと腕を解いたＨＡＨＡＫＯと、やっと解放された三歳アマンテが、お互たがいに顔を背そむけて沈ちん黙もくしている。

　まだ拒こばまれていると知りながら、思い切り抱き締めてしまった側と、反発しているくせに助けられてしまった側。どちらも、何を言えばいいのか、わからないようだ。

　膠こう着ちやく状じよう態たいを見かねて、三歳真人は三歳アマンテの後頭部を小こ突づいてやった。

「おいアマンテ。おまえさ、ひとこと、いったほうがいいんじゃないか？」

「な、なにをいえというのよ……」

「あたりまえの、ひとことだよ。よけいなことは、かんがえなくていい。いまは、とりあえず、それだけでいいとおもうぞ。ほら」

　俯うつむいて丸まりそうな背中を、とんっと押してやる。つんのめりながらも、三歳アマンテが一歩、ＨＡＨＡＫＯに近寄った。

　そうして、長い長い葛かつ藤とうの時間が始まった。真々子、三歳真人、ポッチとポッチ母が見守る中で。指先をもじもじして、つま先で砂浜をぐりぐりして……

　三歳アマンテはついに、ＨＡＨＡＫＯの服を摘つまみ、くいっと、軽く引っ張って。




「…………………………ありがとう」




　唇くちびるをツンと尖らせた、拗すねた顔で、ぽつりと告げられた。

　ＨＡＨＡＫＯは黙だまったまま、深く頷うなずいて、目の端はしに溜たまった涙なみだをそっと拭ぬぐった。

「くっ！……ああもう！　ああもうっ！　おおすきまさとっ！」ぽかぽかぽかぽかっ！

「いたっ！　なんで、おれをたたくんだよ！　やめろって！」

　まあ照れ隠かくしである。ぽかぽか、ぽかぽか、耳まで真っ赤になって八つ当たりする三歳アマンテを、真々子たちは優やさしく見守って……「……くはっ……」「ママママー君!?」子供状態のためＨＰが非常に少なかった三歳真人が倒たおされた。

[image: ]

　三歳アマンテのレベルが上がった。







　どうにかこうにか、黄金スターをポータのショルダーバッグに押し込んで。撤てつ収しゆうだ。

　チャンカーの町の入り口に、お母さんギルドの面々と町の人たちが集まり、勇者一行の見送りをしている。

「もう行くのかい？　ちょっとくらい、のんびりしていけばいいのに」

「実は急ぎの用事があって……ああ、そうだわ。地じ引びき網あみ大会は中止になっちゃったけど、その代わり、とっても素す敵てきなイベントが始まる予定なの。楽しみにしていてくださいね」

「おや、なんだろうねぇ。真々子さんが言うからには、何か、とんでもないことが起きそうな気がするよ。わかった。楽しみにしておくね。じゃあ、またね」

「ええ。皆みなさんもお元気で。……それじゃ、マー君」

「くっ……わ、わかったよ！　いまだけ、だからな！」

　転ばないように、お母さんと手をつないで。

　もちろん、もう一組も。

「アマンテにゆずってあげりゅ～。わたし～、おねーちゃんだからね～」

「アマンテ。たいどで、しめすんも、だいじじゃ」

「わ、わかってりゅわよ！　ふんっ！」

　三歳ソレラは、白い手と。三歳フラテロは、左手と。そして三歳アマンテは、右手と。三人とも、ちゃんとＨＡＨＡＫＯと手をつないでいる。

　黄金スターと格かく闘とうして砂すな塗まみれのワイズたちも、汚よごれを落として準備ＯＫ。では出発……

「ああ、ちょっと待っておくれ。そういえば、初物の海苔のりがあるんだけど。ちょっと持っていくかい？　パリパリ海苔のおにぎりとかさ、子供らが喜ぶと思うんだけど」

「「あら、いいんですか？」」

　真々子とＨＡＨＡＫＯの足が、ピタッと止まった。「アジの開きとか食べるかしら」「朝ご飯にいいわね！」「ちりめんはどうかしら」「あら美味おいしそう」さらに増えるお土産みやげのお誘さそいに、二人とも易やす々やすと捕つかまっている。

　ヤバい雰ふん囲い気きだ。

「ちょっと待っていてくれるかい？　すぐ用意するから。すぐだから。ちょっとだから」

「それじゃ、ちょっとだけ……」

「まてまて！　おい、かーしゃん！　おれたちは、いそぎのようじがありゅだろ！」

「ああ、そうだね。そうだったね。そうなんだけどねぇ……」

　もっとおしゃべりしたい……母親にとって最高の楽しみともいえる、おしゃべりの機会を逃のがしたくないポッチ母が、ますます笑え顔がおになった。

　ポッチ母はネタを探している……話のネタ……引き止めるネタ……何かないか……三歳真人と三歳アマンテたちを、じっくり眺ながめて……！

「ああ、そうだ。この子たち、予防接種は済んでいるのかい？　まだなら、すぐそこの小しよう児に科かで済ませて行きなよ」

「「「「え？」」」」

「予防接種はもう……いいえ、ちょっと待って？　マー君たちは三歳くらいよね。だったら、日本脳のう炎えんのお注射をお願いしないといけないわ」

「母子手帳に、標準的なスケジュールが書いてあるわ。三歳の時に、少し間かん隔かくを開けて、二回ですって。ちゃんとしないといけないわね」

「「「「えっ!?」」」」

　はい注射。小児科へＧＯ。「だが、ことわりゅ！」三歳真人たちは、脊せき髄ずい反射的に逃にげ出そうとするが、真々子とＨＡＨＡＫＯはしっかりと手を握にぎり、逃とう走そうを許さない。

「やだやだやだ～っ！　ちゅうしゃはやだよぉ～っ！」じたばた！

「さいあくのきおくが、よみがえってくりゅんじゃ……」ガクブル！

「こどもだからこそ、じんじょうではないいたみを、またあじわえというの!?　ぜったいに、いやよ!?　おおおおおすきまさと！　なんとかしなさい！」

「くっ！……こうなったら、やりゅしかない……おまえら、いくじょ！」

　三歳真人たちは戦いを決意して、頷き合い、今こそ放つ。

　追い詰つめられた子供の究極奥おう義ぎ！

「「「「ふぎゃああああああああああああああああああああああああああああんっ！」」」」

　ガン泣きが炸さく裂れつした。「ちょっ、うるさっ！」ワイズたちが咄とつ嗟さに耳を塞ぎ、思いっきり眉まゆを顰ひそめている。ものっすごく嫌いやそうだ。

「（くっくっく！　泣く子に勝てる者なし！　勝てばいいんだよ、勝てば！）」

　恥はじとか外聞とか、注射の前ではどうでもいい。

　この究極奥義に対しては、真々子とＨＡＨＡＫＯさえも、お手上げ降参で、子供の気持ちを尊重するしかない……！

「「それじゃ、行きましょうね」」にっこり

「「「「きいてない!?」」」」

　子供のためを思えばこそ、心を鬼おににして、わがままは完全スルーで、病院へ連れていく。母親は強し。

「ま、真々子さん。あたしたちは、その辺で適当に時間潰つぶして帰るからさ」

「あとで巨きよ大だいモミの木に集合ということで、どうかお許しください」

「ええ、それでいいわよ。ゆっくりしていらっしゃい」

「真人さんたちは、頑張ってください！　自分、遠くから応おう援えんしてます！」

「……あ、じゃあ私も」

　ワイズ、メディ、ポータと、妙みように静かなモーネが、そそくさと去っていった。

　さて、注射の時間だ。







　三歳真人たちはもう、小児科医院に引きずり込まれたのだろう。泣き声が聞こえなくなった。

　人ひと気けのない海岸通りを歩いていたワイズたちは、安あん堵どのため息を吐ついた。

「真々子さんも、ＨＡＨＡＫＯさんも、あんなのよく耐たえられるわね。ホント偉い大だいだわ」

「自分も、ママさんたちはすごいって思いました！　尊敬です！」

「いつか私も、そうなれるように、願うばかりです。……では、これからどうしますか？」

「んー、お腹なかはそんなに減ってないから、適当に服とか見に行く？　他ほかにやりたいことあるなら、それでもいいけど……ん？」

　ワイズが仲間たちの顔色をうかがうと、一人足りない。

　後ろの方で、モーネが立ち止まっている。両手で胸むな元もとを押さえながら。

「ちょっとモーネ。何してんの」

「モーネさん？　どうかなさったのですか？」

「どうか、なさっちゃったかもしれない……真人君たちを見てたら、やっぱりね……手をつないでもらったり、抱だき締しめてもらったり……そういうの、羨うらやましいなって……私も誰だれかに甘えたいなって、思っちゃって……だからかな……」

　モーネは申し訳なさそうに笑って、胸元を押さえていた手を下ろした。

　胸元に、ぽっかりと穴が開いている。奈な落らくの底へ続いているような、先の見えない穴が。

「ちょっ……あんた、何それ!?　どうなってんの!?　ええ!?」

「自分でも、よくわからないんだけどね……心がスースーして、せめて何かで埋うめないと、どうにかなっちゃいそう……どうしよう……」

「わ、わかりました！　自分が、何か埋めるものを用意します！」

「ポータちゃん!?　待ってください！　近寄るのは……！」

　遅おそかった。

　モーネに駆かけ寄ったポータが、不可解に浮うき上がった。「わわっ!?」次の瞬しゆん間かん、その体が一気に穴の中へ吸い込まれて、消えてしまった。

「ポータ!?　噓うそでしょ!?」

「ああ、やっぱり……渇かつ望ぼうの力が抑おさえられないよ……どうしよう、これ……」

「どうしようって、それはこちらが聞きたいことです！　どうすればいいのですか！　私たちは、何をどうすれば！」

「どうすれば……ああ、そうだ……ワイズさんかメディさんに、甘えさせてもらえば、もしかしたら……」

　徐じよ々じよに虚うつろになっていくモーネの目が、二人を見み据すえた。

　途と端たん、悲鳴を上げる間もなく、ワイズとメディも穴に吸い込まれて消えた。

「あれ？……二人とも、どこ行っちゃったの？……一人にされたら、寂さびしいよ……甘えさせてよ……ねぇ……」

　緩かん慢まんな動きで、モーネは胸の穴を覗のぞき込んだ。

　同時に、モーネ自身も吸い込まれて消えてしまった。

















第三章　子供はいつも、楽しいことと格かく闘とうして生きている。子供人生すなわちバトロワ。









　巨大モミの木の周囲にある木々が、枝を伸のばして変形させ、ビルの建設現場のような足場を形作っている。

「うわぁ……高たけぇ……っとと」

「ちょっと大おお好すき真まさ人と！　揺ゆらさないでよ！」

「ワシはちっとも怖こわくないけぇの。全然、平気じゃ」ガタガタブルブル

　その足場を、おっかなびっくり行き交かっているのは、十歳程度にまで成長した児童真人たちだ。……お母さんの言いつけを守り、手をつないで、注射も頑がん張ばった。その功績により、いい子認にん定ていされた結果である。

　成長に合わせてサイズアップされた服の上に、もこもこ温か作業服を着て、安全第一ヘルメットを装備して、怖いけど楽しい労働だ。宝箱に、宝ほう珠じゆに、ベル。各種オーナメントを、巨大モミの木の枝に取り付けていく。

「おーいソレラ。そっちは頼たのんだぞー」

「はいは～い。任せて～」

　児童ソレラは、高いところだって平気のへっちゃら。成長して装備可能になった巨大魔ま法ほう書に乗り、白銀モールを釣つり上げて、ぐるぐると巻き付けている。

　飾かざり付け作業は順調だ。

「それらしくなってきましたね。これなら問題なく、クリスマスイベントを開かい催さいできるでしょう」

　ヘルメット着用の現場監かん督とくシラーセが、豪ごう華かさを増していく巨大モミの木を見上げ、満足そうに頷うなずいている。真ま々ま子ことＨＡＨＡＫＯは、大事な子供が落ちて来やしないかと、気が気でない様子だが。

「でも、先に始めちゃって、よかったのかしら……ワイズちゃんたちが、まだ来ていないんだけど……」

「チャンカーの町で、まだ遊んでいるのかしらね。集合時間を決めなかったのは失敗だったわ」

「遅おくれたのが悪いと、納なつ得とくしてもらうしかありません。スケジュール的に、余よ裕ゆうを持って進めたいところですので。……開始が遅れてしまうと、世界中の親が、非常に苦労する羽目になりますからね」

「苦労するって……ああ、そうね。クリスマスだもの。家の飾りつけとか、お料理とか、どうしても時間がかかるわよね」

「それから、これも」

　かまくらの中から、白い袋ふくろを抱かかえた冥めい母ぼハハーデスがやってくる。

　児童真人たちに見せないように、体でカバーしながら、袋の口を開くと……中には、ピンクのリボンでラッピングされた可愛かわいらしい小箱と、青いリボンの上品な小箱と、新聞紙と赤いビニールテープで適当に梱こん包ぽうされている小箱が入っている。

「ああ、そうね。プレゼントも用意しないといけないわ」

「一つは私。他の二つは、和かず乃のさんとメディママさんが用意してくれたものよ。どれがそうなのかは、あえて説明しないけど」

「急なお願いになってしまいましたが、お二方とも、快く応じてくださいました。約一名、素す直なおでない方もいましたが」

「うふふ。誰なのか、すぐに想像できちゃうわね。……それじゃ、私たちも何か用意しないといけないわね。お母さんとして、責任重大よ」

「お母さんとして、責任重大……」

　ＨＡＨＡＫＯは真顔になり、本気で戦せん慄りつしている。

「どうぞ気楽に、と言って差し上げたいところですが、クリスマスプレゼントですからね。親の評価が左右される、非常に大きなポイントであることは、間ま違ちがいありません」

「情けない話だけど、私とポータにとっても、これが初めての、親子で一いつ緒しよに過ごすクリスマスなの。今まで寂しい思いをさせた分、全すべて取り返すくらいのつもりで、全力でプレゼントを用意したわ。……だからＨＡＨＡＫＯさんも」

「ええ。もちろんよ。だって私は、あの子たちのお母さんになるんだから。……絶対に用意するわ……あの子たちが喜んでくれるなら、この世界の全てだって！　新たな世界を生み出すことだって！」

「ＨＡＨＡＫＯさん。それは、甘やかしすぎよ。うふふ」

　真々子が笑え顔がおでたしなめていると。

「ちょっと、そこの大人たち！　何をこそこそやっているのよ！」

「なんとなく想像つくけどな……とにかく、こっちは作業完かん了りようですよ！」

「ん。完かん璧ぺきじゃ」

「モールも飾り終わったよ～。変なとこはない～？」

　巨大モミの木の飾り付けが、ひとまず終わった。まだ頂点部分が物足りないものの、本物の金銀財宝で彩いろどられ、神こう々ごうしいほどの輝かがやきを放っている。

　現場監督のシラーセが、周囲をぐるりと回って確認し、ＯＫサインを出した。

「では早さつ速そく、起動させましょう。皆みなさん、ご注目ください」

　幹をコンコンッと、軽くノック。足場から降りてきた児童真人たちの前で、巨大モミの木が温かな光を放つ。

　どこまでも広がる光と共に、とても幸せな予感が、世界を駆け巡めぐる。







　ぴーんと、微び弱じやくな耳鳴りのような、その感覚だ。

　カーサーン王国世界の津つ々つ浦うら々うらで、ＮＰＣの大人たちが、ふと空を見上げた。

「この感じ……なるほど。そうか」

　一瞬の共通理解が為なされた。

　カーサーン王都では、空が雲に覆おおわれて、白いものがちらつき始めている。

「おかーさん、みて！　ゆき！　へんなのー！」

「そうね。いきなり雪が降ってくるなんて、おかしいわね。……冷えてきたから、お家うちに入りましょ。温かい服を着ないと」

　子供たちは、まだ世界の変化に気付いていない。あえて気付かないようにされている。気付かれては困るのだ。

　夢と感動を損そこなわないために。無む邪じや気きに雪ではしゃぐ子供たちをよそに、大人たちが表情を引き締める。

　極ごく秘ひの祝祭準備、始動。

　開けた荒こう野やにある、商業都市オカンヤーデでも。

「聖夜に相応ふさわしい演出が求められます。雪が降らないこの都市に、見事、雪を降らせてみせましょう。立体映像の調整を急いでください。……まだ少々、猶ゆう予よはありそうですが、可か及きゆう的てき速すみやかに……」

「支配人！　衣い装しようのご用意ができました！　ご試着をお願いいたします！」

「ありがとうございます。ではまず、そちらから」

　オカンヤーデ最大を誇ほこる、カジノ店の店内にて。従業員たちに指示を飛ばした支配人が、サンタクロース顔負けの温和な笑みを浮かべて、支配人室へ入っていく。

　天下一母道会の会場がある、ミーマの町でも。

「ミーマでは例年、仮装した警備兵によるパレードが催もよおされます。多くの子供たちが楽しみにしているイベントですので、外すわけには参りません」

「だったら、急いで準備だね。とりあえず、あたしが詰つめ所の番をしておくからさ。警備兵さんたちは、そっちをやっておくれよ」

「助かります。ではお言葉に甘えて。……お前たち、行くぞ！　駆け足！」

「なにー？」「かーちゃん、なにー？」「わかんないー」「だっこー」「だっこ！」

「今は、わかんなくていいんだよ。楽しみにしておいで」

　隊長を先頭に、警備兵たちが隊列を組んで出動だ。見送った獣じゆう人じん母ガーコは、冷たくなってきた風から守るように、子供たちをぎゅーっと抱だっこした。

　海辺の町チャンカーでも。

「ねえポッチ。別に深い意味はないんだけどね、ちょっとお母さんギルドで待っていてくれるかい？　あたしは急用があるから……」

「待てよ母ちゃん。俺はわかってるぜ。確かに俺は、母ちゃんの子供だけどよ……お母さんギルド保育園の園児たちにとっては、親同然の、保育士のお兄さんだからよ！」

「そうかい……ふふふ。ホントに成長したね。なんだか寂しい気もするけど、母ちゃん嬉うれしいよ。……それじゃポッチ！　気合い入れて準備しな！」

「おうよ！　冬のチャンカー名物……絶対に成功させてやる！　てめえら、いくぞ！」

「「「おうよ！」」」

　ポッチをはじめとする荒あらくれ保育士たちが、ケーブルの束を肩かたに担かつぎ、タワーダンジョンに向かって駆かけ出した。母親たちと、西日が、その背中をじっと見守っている。

　世界が、クリスマスへ向かって進み始めた。







「……ふむ。こんなところでしょうか」

　かまくらが撤てつ去きよされ、巨きよ大だいモミの木の傍そばに新たなオブジェクトが設置された。

　大きな食しよく卓たく。雰ふん囲い気きのあるキャンドル。レンガ造りの暖だん炉ろ。大勢でゆったり座れるソファ……そこでタブレット片手に仕事をしている冥母ハハーデスは、オプションとして。

　北ほく欧おうの国で行われるクリスマスパーティのイメージそのもの。最高の時間を約束する部屋の設しつらえが、ここに再現されている……

「フッ。完璧ですね。どうですか真人君。このシラーセにかかれば、この通りですよ」

「まあ完璧ですね。屋根と壁かべがないことを除けば」

「特別な風景をお楽しみいただくための、粋いきな計らいですよ。除雪機能がありますから、ご安心を。……そして、パーティを盛り上げるためのご用意を、もう一つ」

　シラーセが手で指し示した、巨大モミの木の裏側から。

　赤い人ひと影かげがひょっこり現れた。

「ねえマー君。試着してみたんだけど、どうかしら。サンタのお母さん、お母サンタよ。うふふ」

　零こぼれ出そうな胸とお尻しりを、赤と白の衣装でなんとか包んでいる、サンタコスチュームの真々子だ。

　真人は、青筋ピッキピキの顔で、生温かい目で見つめるしかない。

「ああはいはい。よくお似合いですよ。はいはい」

「あらやだ。マー君が、嵐あらしの前の静けさだわ」

「子供のため、イベントを盛り上げようと努力している母親に、そんな冷たい態度を取るとは……真人君、いい度胸ですね」

「いや当然ですよ。いい歳としした実の母親のサンタコスは、さすがに無理……はっ!?」

　巨大モミの木が、お仕置きの光を放とうとしている。コスプレお母さんをディスる悪い子は、いい子になれるよう、また一から「いやいやいや、噓うそだから！　今のは噓！」必死の釈しやく明めいで、そちらはなんとか収まってくれたようだが。

「べ、別にコスプレでも悪くないけどさ！　でもほら、なんというか……そうだ！　料理だ！　これから料理とかするなら、着き替がえた方がいいかなって……！」

「あら、そうね。そろそろ料理を始めないと、夕食が遅おそくなっちゃうわね。できれば明日のお料理の仕込みもしたいし。それじゃ、ＨＡＨＡＫＯさん」

「ええ。腕うでに縒よりをかけて作りましょう」

「いやあの、母さんはその前に着替えてほしいんだけど……聞いてねぇ……」

　二人は、特設パーティ会場に併へい設せつされているキッチンへ。「これはイヴ用で」「こちらは当日用ね」瓜うり二ふたつの笑顔を交かわしながら、鶏とり肉にくやイチゴなど、用意されている食材を手に取り、あれこれ相談を始めた。

　とにかく、ここでもクリスマスの準備が着々と進められている。

「お母さんたちは、お料理ですね。では、いい子の皆さんはどうしましょうか」

「母さんの恰かつ好こうを気にしないようにして、料理の手伝いですかね。それでいい子認にん定ていされて、さらに成長できたらラッキーですから。……な、アマンテ？」

「私はやらないわ。母親の手伝いなんて、お断りよ。ふんっ」

「おい、なんでだよ。さっきはＨＡＨＡＫＯさんと、結構いい感じだったじゃんか。……なあ、ソレラ、フラテロ。どうなってんだよ」

「知らな～い。けどアマンテの言うことには賛成だよ～」

「ん。母親の手伝いはせん」

「お前らもかよ。なんでだよ。……まさかとは思うけど、予防接種のことを根に持ってるのか？　そんなわけないよな？　そんなわけ……」

　児童四天王の三人は、注射された腕をさすって、ぷいっとそっぽを向いた。

　思いっっっきり根に持っているようだ。

「ったく。ガキみたいなこと言うなよな。まあ、ガキだけど」

「三歩進んで二歩下がる。親子とはそういうものですよ。……では、お子さんチームには、別の仕事をご用意しましょう。こちらです」

　シラーセが手で指し示した先に、クリスマス仕様の飾かざり付けがされている扉とびらが一枚、忽こつ然ぜんと出現した。

　扉が開くと、その先は、おもちゃ屋だ。その名も【おもちゃのハローママック】。

　ロボット、お人形、ぬいぐるみ。おもちゃの乗り物に、おもちゃの剣けん、お姫ひめ様変身セット。さらには高学年向けの玩がん具ぐから、本物の武器防具やアイテムまで。向こう側の壁が見えないほど広い店内に、幅はば広ひろい年ねん齢れいの子供が喜ぶグッズが大量に陳ちん列れつされている。

「うわ……なんだこれ、すげぇ……」

「こちらは、クリスマスイヴ限定でオープンし、世界各地に扉が開かれる、伝説のおもちゃ屋さんです。真人君、アマンテさん、ソレラさん、フラテロさん。以上の四名は、このお店の中を探たん索さくしてください」

「探索って、何を探せばいいんですか？」

「あなたが欲ほしいと思う物を、です。残念ながら、その場で入手することは不可能なのですが……もしかしたら、サンタクロースがプレゼントしてくれるかもしれませんよ」

「サンタって……すいません、シラーセさん。俺たち、そういうのはもう卒業した歳なんで……」

「サンタがプレゼントをくれるのね！　本気にならざるを得ないわ！」わくわく

「私たち～、いい子にしてたからね～！　絶対に来てくれるよね～！」わくわく

「ん。大きい靴くつ下したを用意せんといかん。二つ三つ、用意せんといかん」わくわく

　卒業していないのがいるようだ。

「こいつらマジか……マジなのか……」

「真人君、夢がないことを言ってはいけませんよ。……なお、店に入った子供たちの様子は、親おや御ごさんたちへリアルタイムで配信されます。クリスマスの朝、希望通りのプレゼントが枕まくら元もとに置いてあったら、まあそういうことですね」

「シラーセさんが一番、夢を壊こわしてる気がするんですけど。まあいいですけど」

「何をぺちゃくちゃと話しているのよ！　大好真人、早く行くわよ！」

「ぐえっ!?」

　もう辛しん抱ぼうたまらん児童アマンテたちに、襟えり首くびを摑つかまれて、児童真人は店内に引っ張られていく。

　見送るサンタ真々子とＨＡＨＡＫＯは、ちょっとだけ心配そうだ。

「マー君。本当はお母さんも付いて行きたいけど、ちょっと手が離はなせないから。お店でいい子にしていてね。アマンテちゃんたちのこと、お願いね」

「はいよ！　こっちは任せてくれ！」

「ふんっ。大好真人に面めん倒どうを見てもらうなんて、あり得ないのだけど。……じゃあＨＡＨＡＫＯ。私たちも行くから」

「ええ。楽しんできてね。みんなで仲良くしてね」

　お母さんに、いってきますして、子供だけの大冒ぼう険けんだ。







　商品棚だなには、各種おもちゃがぎっしり。通路は、およそ小学生から高校生くらいの子供だらけ。「これ欲しい！」「これも！」楽しくて楽しくてたまらない、心からはしゃぐ子供たちの甲かん高だかい声が、店内のあちこちで響ひびいている。

　メイン通路を歩いている児童真人の前で、五歳くらいの男の子が転んでしまった。だが泣いている暇ひまなんてない。すっくと立ちあがり、笑い声を上げてまた駆けていった。

「頭痛くなるほど賑にぎやかだな。気持ちはわかるけど。……だが俺たちは、体は子供でも、頭脳は立派に大人だ。落ち着いた行動を……」

「あそこに飾ってあるのは、何かしら！　ちょっと見てくるわ！」ダダダッ！

「おいアマンテ！　一人で突つっ走るなよ！　迷子になるだろ！」

「魔ま法ほう少女変身セットがある～！　可愛かわいい～！　死霊術師ネクロマンサー変身セットはないのかな～！」

「ソレラも走るなよ！　つーか変身しなくても、お前はそもそも死霊術師だ！」

「あんちゃん……ワシ、もう限界かもしれん」ぶるるっ

「おいフラテロ!?　マジか!?　ああもう、来る前に済ませておけよ！　すぐにトイレ探すから、もうちょっとだけ我が慢まんな！」

　落ち着いて商品を見るどころか、真っ直すぐ歩くことさえできやしない。「親って偉い大だいだな……」小さい子供がいる親の苦労を味わい、心から感心しながら、保護者役をやるしかない真人だった。

　そうして、ちょっとお花はな摘つみ。

　まずはフラテロがお腹なかに溜ためていた問題を処理して、再び売り場に戻もどると。

「ん？　あれは……」

　メイン通路に、トナカイの角を装着した女の子がいる。大きなショルダーバッグを肩かた掛かけしている、可愛いトナカイガールだ。

　バッグの脇わきで、ピータと、それより二回り大きいピータママ、二つのマスコット人形が揺ゆれている。ということは？　間ま違ちがいない。

「おーい、ポータ！」

「ふぇ？……あ、真人さん！　アマンテさんたちも！」

　呼びかけに振ふり返った顔は、やはりポータだ。

　トナカイポータが駆かけ寄ってきて、ぺこりとお辞じ儀ぎしてくる。

「いらっしゃいませ！　おもちゃのハローママックへようこそ、です！」

「どうも、お邪じや魔ましてますー……じゃなくて。え？　なんでそんな挨あい拶さつ？」

「自分は、店員さんとして働いてます！」

「なんでそんなことに……ああ、そういえば……この店の入り口って、世界各地に出現するとか言ってたな……もしかしてポータは、チャンカーの町からここに？」

「はい！　その通りです！」

「それで、大混雑の店内を見て、手伝いを申し出た感じかな。うむ、いかにもポータらしい。なんて献けん身しん的ないい子。……いつまで経たっても来ないから、ちょっと心配してたんだけど、そういうことならよかったよ」

[image: ]

「心配かけてすみません！　自分は大だい丈じよう夫ぶです！」

　トナカイポータは満面の笑えみで返事をしたが。

　その笑顔が、ぶんぶんっと、左右に振られている。

「ん？　どうしたんだ？……否定してるのか？」

「いえ、否定してないです！　自分は大丈夫です！」ぶんぶんっ

「じゃあどうして首を横に振ってるんだ？　どゆこと？」

「目の錯さつ覚かくだと思います！」ぶんぶんっ

「いやいや、それはあり得ないから。どうしちゃったんだよ、ポータ」

　柔やわらかほっぺに両手を添そえて、首振りを止めてみた。止まった。「大丈夫か？」「はい！」大丈夫らしい。

　だが手を離すと、大丈夫そうな笑顔のまま、また首を横に振った。

　一体どうしたのかと、児童真人が小首を傾かしげていると。

「ポータちゃん、ここにいましたか。探しましたよ」

「やっと見つけた……って、真人もいるじゃん！　四天王も！　ちょっと見ない間に大きくなったわね。子供の成長って、やっぱ早いわぁ」

「お。メディと、久しぶりに会った親しん戚せきのおばさんみたいなこと言ってるのは……」

　客の子供たちを上手に避よけながら、見知った顔の二人が駆け寄ってくる。

　まずは、クリスマスツリーのような、様々なオーナメントが飾られているマントを身に付けている、ツリー擬ぎ人じん化コスチュームのメディ。

　あと一人は、ソリのハリボテから手足と顔を出して堂々としている、目を合わせてはいけない女子だ。

「なあメディ。こちらの方は、どちら様だ？」

「さあ、私も覚えがありませんが……」

「あたしよ！　ワイズよ！　このコスチュームについては、誰だれよりもあたしが文句言いたいわよ！　でも仕事だから！　働くって、そういうことでしょ！」

「お、おう。そうだな。今のお前、立派だぜ。……やっぱ二人も、店員になって店を手伝ってやってるのか」

「そゆこと。自発的に、手伝ってあげてるのよ」

「もちろん、ボランティアですよ」

　ソリワイズとツリーメディが、誇ほこらしげに言って、ぶんぶんっと、首を横に振った。

「ほほう。素す直なおに白状するとは感心だな。実際は、頼たのまれて、給料目当てにバイトしてるわけか」

「いやそうじゃなっ……そ、そうなの！　実はそうなのよね！」ぶんぶんっ

「そうではなくっ……そうなんです！　そういうことですよ！」ぶんぶんっ

「いや、どっちだよ。とりあえず、首振るのを止やめろ」

「そうしたいっ……違うの！　これはこういう仕事なの！」ぶんぶんっ

「そんなわけっ……そ、そうです！　こういう仕事です！」ぶんぶんっ

「どんな仕事だよ」

　話した感じは、二人とも普ふ段だん通りなのだが、言葉と態度が、変に嚙かみ合っていない。

　ソリワイズ、ツリーメディ、トナカイポータ。三人とも、首を横に振って、不可解に手足をばたばたさせながら、しかし表情はにっこり笑顔だ。

　気になるところだが。

「大好真人！　のんびり話をしている場合ではないでしょう！　私たちは、サンタから貰もらうプレゼントを選ばなければならないのよ！　さあ行くわよ！」

「おいアマンテ！　引っ張るなよ！……三人の様子が変だから……！」

「あたしたちのことは気にしなくていいわよ。真人たちは、プレゼントに集中しなさいよね」ぶんぶんっ

「世界中から子供たちが集まりますから、お店はさらに大混雑します。急がないと、自由にプレゼントを選べなくなってしまいますよ」ぶんぶんっ

「それは嫌いやだね～。じゃあ早く行こうよ～」

「ん。善は急げじゃ」

「商品のことを知りたい時は、言ってください！　自分が説明します！　真人さん、行きましょう！」ぶんぶんっ

「わ、わかったよ……」

　どうしても気になるのだが。大盛り上がりの児童アマンテたちが、さっさと歩き出し、ソリワイズのソリの先せん端たん部分が、背中をぐいぐい押してくる。

「押すなって。……ところで、モーネは？　モーネもここにいるんだろ？」

「その辺にいると思うわ。そっちは大丈夫だから。ほらほら」ぶんぶんっ

「わかったって。歩くから。首振りながら歩いて押すとか、器用な奴やつだな……」

　とりあえず店内を見て回るしかなさそうだ……







　児童真人たちが歩き出した、と見せかけて、「あれは何かしら！」「いきなり走るなよ！」辛抱たまらん子供の勢いは素晴らしい。賑やかで、暢のん気きなものだ。

　だが、その後ろでは。

「（あーもう！　どうして上手うまく伝えられないのよ！　なんなのよ、これ！）」

「（まずいですね……このままでは、完全に操あやつられてしまうかも……）」

「（うぅぅ……自分はもう、負けちゃいそうですぅ……）」

　ソリワイズたちは、頭の中で叫さけび続けている。

「（プレゼントに集中してる場合じゃなくて、あたしたちのこと気にしなさいよ！）」

「（急がないと、プレゼントを選ぶどころではなくなってしまいます！　真人君！）」

「（商品のことより、もっと説明しないといけないことがあります！　真人さん！）」

　伝えなければいけないことがある。だが口に出すと、なぜか改変されてしまう。

　だったらここは念力で、なんて頑がん張ばってみるが、やはり伝わらない。

「（真人、気付いて！……すぐそこに、下にいるの！　でもって、ヤバいの！）」

　足あし下もとに目を向けて、ソリワイズは何度も念じるが、やはり伝わらない。







　おもちゃ屋の地下一階に広がる、商品管理エリア。

　店内の子供が欲ほしい商品を決めると、その情報が親へ映像配信される。そして通つう販はんさながらに、購こう入にゆう注文が入ったら、作業開始だ。

　売買が成立した商品は、魔法の義手でピックアップされ、速すみやかにラッピングされて、一方通行の床ゆかに置かれて配送用魔法円へ。一いつ瞬しゆんの移動で、親の手元へと送られる。

　無人の全自動配送システムが、滞とどこおりなく、忙いそがしく稼か働どうしている。

　無人だ。人はいない。

「……おねだりして、甘えて買ってもらう物……特別な日だから、特別に甘やかして、買ってあげる物……いいね……もっと増えて……どんどん増えて……」

　人はいないが、魔ま神じんとして覚かく醒せいしつつある存在が一体、宙を漂ただよっている。

「……まだまだ甘えが足りないよ……ワイズさん、メディさん、ポータちゃん……無む駄だな抵てい抗こうなんてやめて、ちゃんと手伝ってよ……私の力、貸すから……」

　階上へ向けて伸のばされた手から、コンデンスミルクのように甘い香かおりを放つ力が放出された。







「大好真人。これ、どうかしら。意見を言いなさい」

「あー……いいんじゃねーの？」

「なんなのよ、その適当な返事は。もっと真しん剣けんに答えなさい」

「真剣にって、言われてもなぁ……」

　児童アマンテがぐいぐい見せつけてくる物は、虎とら柄がらのジャケットだ。一いつ般ぱん認にん識しきとして、オオサカのオバチャンが着ていそうなやつである。正直に言ったら、確実に機き嫌げんが悪くなるだろう。

　ならばここは店員のご意見を……と思ったものの、コスプレお姉さんたちは子供に大人気で、完全に取り囲まれている。一いつ切さい、近付けない状態だ。妙みような態度を気にしてやることもできない。

　ならば仕方がない。ここは男の甲か斐い性しようで！

「似合うと思うぜ」にこっ

「そんなわけないでしょう。やはり大好真人に聞くのは無駄ね。この未熟者」

　試されていただけだった。女性って怖こわい。児童アマンテは背を向けて、さっさと商品の列に戻もどってしまった。

　児童真人たちは、冒ぼう険けん者用の装備品コーナーにいる。体は子供でも、頭の中はちゃんと高校生レベルだ。おもちゃは別に要いらない。貰ったらむしろ泣ける年とし頃ごろである。

　児童ソレラも、児童フラテロも、この機会に装備品を新調するつもりなのか、あれこれ手にして熱心に選んでいる。

「ん～……私好みのデザインって～、あんまりないんだよね～」

「男物は大きいけぇ、サイズが合わん。子供用は、納なつ得とくいかん。難しいのぅ」

「あ～、虎柄の紐ひも水着がある～。……ねえアマンテ～、これにしなよ～」

「ん。アマンテ用じゃ」

「あなたたちも馬ば鹿かなのかしら。これはプレゼントされるものなのよ。子供にそんなものを贈おくる親がどこに……じゃなくて！　そんなものをプレゼントするサンタなんて、いるわけないでしょう！」

　なんとかギリギリセーフで誤ご魔ま化かしたつもりのようだが。

　児童真人はちゃんと聞いていた。

「……なあアマンテ。お前、実はわかってるだろ」

「な、なんのことかしら！　クリスマスにプレゼントをくれるのは、サンタではなく親だなんて、そんなこと、ちゃんとわかっていても、いちいち言わないけれど！」

「はいどーも。正直で結構。……ＨＡＨＡＫＯさんから、どんな顔してプレゼントを受け取ればいいか、わからないから、そうして逃にげてるわけか」

　ぎくりと、児童アマンテは盛せい大だいに反応した。正直な奴だ。

「に、逃げてないわ！　この私が、母親を前にして逃げるわけがない！　私は、母に反逆せし者、母ぼ逆ぎやくのアマンテ！　そこに母親がいるなら、力の限り反はん抗こうするわ！」

「いや反抗せずに向き合えよ」

　心底呆あきれて、ツッコミを入れると。ぎゃーっと派手に反論されるかと思いきや。

　児童アマンテが、冷静にため息を吐ついた。

「……それができたら苦労しないわよ。私はそもそも、反抗するように作られているの。この部分があるかぎり、私は子供になれない。でもこの部分をなくしてしまったら、私は私でなくなる。どうしろというのよ」

「それは……」

　どうすればいいのだろう。わからない。児童真人は言葉を失ってしまう。

　すると。




「そんなの簡単。ずばり、甘えればいいのよ」

「偉い大だいなる甘えを信じなさい。甘えは全すべてを救います。迷える子羊よ、お甘えなさい」

「甘えは、子供も、お母さんも、みんな幸せにしちゃいます！」




　さりげなく近寄ってきたソリワイズが、きっぱりと告げてきた。続いてメディも、神のお告げのように、しっとりと諭さとしてくる。最後に駆かけ付けたポータまで、元気いっぱい、甘えを推すい奨しようしてきた。

「おい……みんな、急にどうしたんだよ……」

「親につい反抗しちゃうとか、よくあることよ。あたしもそうだし。そういうのってさ、やめようって思っても、自分ではどうにもできない部分なのよね」

「ですが、ご心配には及およびません。あなたの悩なやみを解決する、たった一つの方法があります。……その答えは、甘え……そのままのあなたを抱だき締しめ、受け入れてくれる、愛情という名の素す敵てきな甘やかしに、その身を委ゆだねればいいのです」

「子供が甘えてくれたら、お母さんも大喜びです！　自分のお母さんもそうでした！　体験した自分の、個人的な意見ですけど、本当です！　なので！」

　番組終しゆう了りよう後、三十分以内にご注文いただいた方には、特別価格でご奉ほう仕し！　今すぐお電話ください！　という感じだが。

　ほのかに甘い香りを放ちながらプレゼンしてくる三人の様子が、妙に臭におう。

「あのさ～。なんだか三人とも～、おかしくない～？」

「ん。さっきも変じゃったが、今はもっと奇き妙みようじゃ。あんちゃんも思うじゃろ」

「そうだな。言ってることは、それほど間ま違ちがってないと思うけど、ひたすら甘えを推おしてくるのは、やっぱ変だな。……おい、みんな……」

「待って！　何かいるわ！」

　叫んだ児童アマンテが、近くに陳ちん列れつされていた小しよう剣けんを手に取り、ソリワイズめがけて投げつけた。

　鋭するどい切っ先が、首をかすめながら、そこにいた影かげを貫つらぬき、背後の商品棚だなに突つき刺ささる。

　小剣ではりつけにされたのは……通常サイズよりはるかに大きい、水上を滑すべるように動き回る昆こん虫ちゆう、アメンボのような生物だ。

　細い手足をじたばたと動かしながら、その姿が薄うすれて消えていく。

「なんだよ、あれ……」

「背後から賢けん者じやワイズに取り付いて、針のような口で注射していたの。……ジェムが発生しないところを見ると、モンスターではなかったようね。妖よう精せいとか、そういう類たぐいの何かかしら」

「見るからに昆虫の形で、妖精とか言われても、ピンと来ないけど……と、とにかく！　おいワイズ、大だい丈じよう夫ぶか……げっ!?」

　見ると、ソリワイズの肩かた口ぐちから、別のアメンボ妖精が一いつ匹ぴき、顔を覗のぞかせている。残念ながら、大丈夫ではないようだ。

　おまけに、ツリーメディとトナカイポータの肩口にも、いる。

　何かの液体を、ちゅーっと注入されながら、三人が笑え顔がおで接近してくる。

「アマンテさぁ……あたしが、素晴らしい甘えをご紹しよう介かいしてやってるのに、その態度はなんなの？　ふざけてるの？」

「仕方がありませんね。大切なことをご理解いただくためです。少々、厳しく躾しつけて差し上げましょうか」

「はい！　ちゃんと教えてあげた方がいいと思います！　自分もお手伝いします！」

　ソリワイズ、ツリーメディ、さらにはトナカイポータまで攻こう撃げき態勢だ。ショルダーバッグから取り外されたマスコット人形のピータが、むくむくと大きくなり、身長二メートルほどになって……

　二人と一体がそれぞれ、アメンボ妖精が変化した注射器を手にした。

　エンカウント発生。

「おい!?　どう見ても操られてる仲間と、マジで戦せん闘とうかよ!?　しかも負けたら注射!?」

「冗じよう談だんじゃないわよ！　返り討うちにしてやるわ！」

「あれあれー？　そんなことしていいの？　あたしたち、子供たちに大人気の、クリスマスのコスプレお姉さんなんだけど」

「よい子の皆みなさん、集まってください。これからお姉さんたちが、言うことを聞かない悪い子を懲こらしめます。みんなで応おう援えんしてくださいね」

　ツリーメディが笑顔で呼びかけると、客の子供たちがわらわらと集まってきた。「がんばってー！」「お姉ちゃん、いけー！」「悪い子は負けちゃえー！」完全にヒーローショーの乗りだ。やりづらい。

「私たち～、悪い子じゃないよ～。酷ひどいな～。……ちょっと成長して～、魔法だけちょこっと使えるようになってるから～、みんなまとめてやっちゃおうかな～……」

「ん。まとめて吹ふき飛ばしちゃれ」

「待て待て待て！　間違っても、周りの子供には手を出すなよ！」

「そうね。見た感じ、客の子供たちには、さっきの妖精はついていないみたいだわ。おかしくなっているのは、賢者ワイズたち三人だけよ。だから」

「はいは～い。だったら～、ワイズちゃんと～、メディちゃんと～、ポータちゃんが操作してるピータちゃんが～、攻撃対象ってことで～」

「くっ、やるしかないのか……」

　児童ソレラが手を掲かかげて、頭上に巨きよ大だい魔ま法ほう書を出現させた。児童アマンテも密ひそかに呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始している。魔法を使える二人が攻撃の要かなめだ。

　子供たちによる、おもちゃ屋バトルが幕を開ける。

「ふふん。いい機会だわ。積年の恨うらみも込こめて、きっついお仕置きを……！」

「沈黙タチエーレ！」

　話の途と中ちゆうだが無視して先制攻撃。児童アマンテの魔法が発動した。

　ソリワイズは魔法を封ふうじられた。ツリーメディは魔法を封じられた。トナカイポータとピータには効果がなかった。

「せめて言わせなさいよっ！　あーもう腹立つ！」

「こういうことは、ワイズさんの専売特許だったはずなのに……」ずーん

「大丈夫です！　魔法封ふうじを解除するアイテムがあります！　すぐに用意します！」

「やっぱポータがいると、すぐに回復されるな……だが時間は稼かせげた！　今のうちに、総員散開！　ゲリラ戦だ！」

　児童真人たちは頷うなずき合い、各自、思い思いの方向へ走り出した。







　広大な店内の通路を、縦じゆう横おう無む尽じんに、とにかく走る。

「こっちも何か、武器になる物を手に入れないと……お！　これは使えそうだ！」

　スポンジ弾だんを放つ、おもちゃのバズーカ砲ほうを発見。すぐに装備して。

　児童真人は、商品棚の陰かげからそっと顔を覗かせる。ハンターさながらに追いかけてくる敵、ソリワイズとツリーメディは今どこに……「あ、いた！」「ここにいるー！」「くっ！」うっかり客の子供に見つかって、騒さわがれてしまった。その場を緊きん急きゆう離り脱だつだ。

「ああもう！　かくれんぼか何かだと思って、面おも白しろがってるだろ！　こっちは遊びじゃないのに！」

　これは本気の戦いだ。「お、防具発見！」偶ぐう然ぜん見つけた、ヒーロー変身ベルトを装着して、児童真人はさらに通路を移動する。

　変身ベルトは防具扱あつかいでいいのか、定かではないが、とにかく装備しないと意味がないと、町の人がよく言っている。

　状じよう況きようは、児童チーム四人ＶＳコスプレお姉さんチーム三人。

「（人数では勝ってる。だが力は向こうが上……となると）」

　戦力を集中して、個別撃破。それだ。装備を整えつつ、仲間と合流したい。

　児童四天王の三人はどこにいるのか。メイン通路にそっと顔を出して、児童真人が様子をうかがうと。

「うわ～ん！　見つかっちゃったよ～！　なんでなんで～!?」

「そんなもん、一いち目もく瞭りよう然ぜんよ。頭の上に浮ういてる魔法書が丸見えだったし」

「全員まとめて、お注射しますからね。大人しく待っていてください」

　頭隠かくして魔法書隠さず。児童ソレラが、ソリワイズとツリーメディに抱かかえられて連行されていった。「あの馬ば鹿か、何やってんだ……」児童チーム、早くも一人脱だつ落らく。

　と。

「ここにいたわね、大好真人」

「おっと。その声はアマンテ……じゃなくてっ!?」

　背中をつんつんされて、振ふり返ると、なんと！

　にっこり微笑ほほえむ真々子の顔、の、お面をかぶった、児童アマンテだ。

「び、びっくりさせんなよ！　なんだよそれ！」

「顔用の防具よ。拾った物を装備するのは、バトロワ系ゲームの常識だから、仕方なく装備したけど……こんなグッズまであるなんて、あなたの母親はどうなっているのよ」

「俺の方が聞きたいよ……と、とにかく、合流できてよかった。ここからは協力していくぞ。いいな？」

「そうするしかないものね。了りよう解かいよ」

　お母さんアイドルの、マイク型ステッキをしっかりと握にぎりしめて、児童アマンテが力強く頷いた。「……それ武器なのか？」「ボタンを押すとミュージックが流れるわ」攻撃力は皆かい無むである。

　移動だ。辺りを駆け巡めぐっている子供たちに気を付けながら、慎しん重ちように。

「あとはフラテロだけど、どこら辺にいるんだろうな」

「どこにいるのかしらね。まあフラテロなら、ソレラよりは素早さがあるから、そう簡単には捕つかまらないと思うけど」

　……んゃぁぁぁ……やめるんじゃぁぁぁ……

「いや。なんか、ダメっぽい声が聞こえたぞ」

　宣伝用の看板に隠れながら、二人でそっと顔を出してみると、ああやっぱり。

　漢おとこらしいボロボロ武道着コスチュームを装備している児童フラテロが、巨大化ピータに抱っこされて捕まっている。ついでに児童ソレラもいる。

　よりにもよって、店の入り口の前で。

「やられたわね……」

「だな。あそこが留置場で、ついでに逃にげ道を塞ふさがれてる。……いざとなったら、店を脱出して、母さんに救援要よう請せい、なんてプランもあったんだけどな……これはもう……」

　無茶を承知で、二人で戦うしかないだろう。覚かく悟ごを決めて、戦術を練る……

　と、そんな児童真人の目の前に、横からすっと、真々子のお面が差し出された。

「……なんだよ」

「頼たよってみれば？　あの大好真々子のことだから、直接呼びかけなくても、なんやかんやで気付いて、なんとかしてしまうはず。違うかしら」

「んー……まあ、あの母さんだからな。あるかもだけど……」

「だったら、ほら、母親に甘えなさいよ」

「甘えるって……」

「賢者ワイズたちが言っていたことは、それほど間違っていない……あなたはそう言ったはずよ。困ったら母親に甘えろと、私に勧すすめているのでしょう？」

「まあ、ある程度は賛成って感じだけど……いや、でも……」

「だったら、お手本を見せなさい。大好真人。あなたは、自分にできないことを、私たちにやれと言っているの？　そうなのかしら」

　からかっているような様子はない。児童アマンテは真しん剣けんだ。

　自身の中にある葛かつ藤とうに答えを出すために、一つの根こん拠きよを求めているようだ。

「（母さんに甘えろって、マジかー……きっついなー……）」

　児童真人はもちろん、協力することはやぶさかでない。やぶさかでないが……

　そんな堂々と、甘えろと言われて、思春期男子が『はい、甘えます！』と甘えるのは、ちょっとハードルが高すぎ……

　そう思ったところで、ふと気付いた。

「（ああ、そうか……俺も似たようなものか）」

　児童真人に二の足を踏ふませているものの正体は、はっきり説明しづらい、なんとなくある抵てい抗こう感。

　これはきっと、四天王が戦っているものと本質的に同じ何かだ。

　そしてこれを越こえれば、胸を張って、児童アマンテたちに何か言ってやれるだろう。大切なことを伝えてやれるはず。

　児童真人は、真々子のお面を受け取り、じっと見つめた。

「かなり厳しいけど、やるしかないからな！　そういうことで！……母さ……！」

　その瞬しゆん間かん、店内にピンポンパンポーンと、鉄てつ琴きんの音が柔やわらかく響ひびいた。店内放送だ。

『みんな、おやつよー。手洗いうがいをしていらっしゃーい』

　真々子の声だ。「……早はえーよ……」最愛の息子むすこが何か言う前に、もう何から何まで準備万ばん端たん、整っていたくらいのタイミングだった。

　母親標準スキル【母のおやつ】が発動。「手を洗うとこ、どこ！」「トイレの前にあったよ！」客の子供たちが一いつ斉せいに動き出し、店の奥にあるトイレへ向かって駆かけ出した。

　子供たちの大移動が発生し、ソリワイズとツリーメディが巻き込まれている。

「ちょっ！　周りをちょろちょろと！　身動きが取れないんだけど！」

「これでは、真人君とアマンテさんがどこにいるのか、わかりません！」

　思うつぼだ。

「母さんナイスアシスト！　今だ！　行くぞアマンテ！」

「少々、納なつ得とくがいかないのだけど！　このチャンスを逃のがすわけにはいかない！」

　他ほかの子供に紛まぎれて、児童真人と児童アマンテが密かに行動開始する。

　まずは児童真人の攻こう撃げき。スポンジ弾バズーカを構えて、狙ねらいを定めて……

　たまたま偶然ちょうど狙いやすい位置にあった、二つのお尻しりに、ぼすんぼすんっと。

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと何よ!?」

「誰だれですか！　こんな破は廉れん恥ちなことをするのは！」

　恥はずかし乙女おとめが、お尻を両手で押さえて振り返った。だがそこに襲しゆう撃げき者の姿はない。

　代わりに、どこからか音楽が。

「あれ、何か聞こえる……これって、お母さんアイドルの歌じゃない？」

「どこから聞こえるのでしょうか……ああ、そちらですね」

　ソリワイズとツリーメディは、近くの通路を覗のぞき込んだ。

　マイク型ステッキが、音を鳴らしながらチカチカ輝かがやいている。

　それは罠わな。背後が、がら空きだ。児童二人が、後ろからこっそり忍しのび寄って。

　耳元へ、せーのっ。

「「わぁ─────────っ！」」

「「ひいいいいいいいいいいっ!?」」

　児童乱暴奥おう義ぎ、その一。耳元で大声、炸さく裂れつ。耳がキーンとなり、目を白黒させて、ソリワイズとツリーメディは気絶してしまった。撃破完かん了りよう！

「よし！　コンビネーションの勝利！」

「残すは、ポータちゃんだけね」

　いざ最後の戦いへ。

「あわわっ!?　ワイズさんとメディさんが倒たおされちゃいました！」

　様子を見に来たトナカイポータは、驚おどろき戸と惑まどっている。

　巨大化ピータは、店の入り口に座ったまま動けない。捕まえていた児童ソレラと児童フラテロが、しっかりしがみついて、重しになっている。

「いつもだったら、俺たちの方が年上だからな。年下の女の子に手て荒あらな真ま似ねはできない」

「でも今は、私たちの方が年下。多少の無茶は許されるわ。ということで、お姉ちゃん？」

「え？　自分、お姉ちゃんですか？　わぁ！　なんだか嬉うれしいです！」

「それはよかった。じゃあポータお姉ちゃん。嬉しい時は、笑おうぜ？」

　児童乱暴奥義、その二。容よう赦しやないくすぐり、炸裂。

　脇わきをこちょこちょ。首筋をこちょこちょ。「わひゃひゃあひゃひゃぃっ!?」トナカイポータが、すごく残念な声で笑い転げている。でもやめてあげない。もっと、もっともっともっと！

　で、十分後。

「も、もう許してくらさいぃ……参りましたぁ……がくっ」

「「「「びくとりぃ！」」」」

　おもちゃ屋バトルが終結。勝利した児童チームの四人がハイタッチして、互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合った。「戦ったのは俺とアマンテだけ……」「そういうことは～」「言ったらいかん」みんなの勝利だ。

















第四章　「甘えとはいったい……うごごご！」あるＲＰＧのボスが言った。言ってない？









　誰もいないおもちゃ屋店内のメイン通路を、児童真まさ人と、サンタ真ま々ま子こ、シラーセの三人が歩いている。

「まだサンタコスから着き替がえてないところを除いて、素す直なおに感謝だ。母さんと、あとハハーデスさんのおかげで助かったよ」

「マー君がピンチだわって、ビビッと感じたから。さすがに時間がなかったから、出来合いのおやつで……ああ、でも、マー君たちの分は用意しているわよ。明日用のだけど」

「明日用……クリスマス用か。そういや、今日はまだイヴなんだよな」

「厳密に言うと、イヴになる直前の状態ですよ。まだモミの木のデコレーションが完かん了りようしていませんから。黄金スターを設置すれば、すぐにでも、というところなのですが……まずは、こちらですね」

　関係者以外立ち入り禁止のドアの前で、シラーセは運営の身分証を取り出して掲かかげた。ドアが開かい錠じようされた。

　その先は下り階段。緊きん張ちよう気味に、三人分の足音だけを響かせながら降りていくと、地下一階、商品管理エリアだ。一方通行の床ゆかのラインが数十本もあり、商品選せん択たくや梱こん包ぽうを行う魔ま法ほうの義手がずらりと並んでいる。いずれも停止状態である。

　動くものは何もなく、誰もいない。

　何も置かれていない商品棚だなを撫なでて、シラーセは辺りを見み渡わたした。

「プレゼントの発送は完了したようですね。世界中の親おや御ごさん、ではなくサンタクロースのところへ、無事に送られたということで、こちらは心配なさそうです。……ですが」

「もう一つ、別の心配については……」

　棚の下、魔法の義手の付け根、階段の裏側など。体の小ささを活いかして、児童真人があちこち這はって見回ってみるが、何もなし。

　その傍そばで、サンタ真々子がつま先立ちして、空間全体を確かく認にんするが、「何もいないわね……」「おいやめろ」息子の目に、お母さんのクリスマス下着がチラッと映っただけだ。

「真人君。アメンボの妖よう精せいと言っていましたが、本当にアメンボだったのですか？」

「すぐに消えちゃったんで、細かいところまでは確認できなかったんですけど……見た感じ、確かにそんな感じでした。アメンボで間違いないと思います。妖精とか、その辺はアマンテが言っていただけですけど」

「そうですか。アメンボであることは間違いないのですね。なるほど」

　児童真人と同様に、シラーセが膝ひざを折り、這って辺りをチェックしている。問題の生物はいないかと、非常に熱心に。

「……シラーセさんが、そんなに真剣になるなんて、ちょっと珍めずらしいですね」

「何やら失礼な反応をされた気がしますが、まあいいでしょう。……私が真剣になるのは当然ですよ。どうしても気になりますからね。これは由々しき事態です」

「ですね……折角のクリスマス……しかも、ＨＡＨＡＫＯさんと四天王たちが、親子の絆きずなを結べるかどうかが懸かかってる、重要なところですからね……万が一のことが起きないよう、慎しん重ちようにならないと……」

「甘えに対する気持ちを高めるアメンボ……甘えん坊ぼうにする、アメンボ……あむぁぇんぼ、アメンボ……こんな無理やりな駄だ洒落じやれを弄ろうするとは！　捨て置けませんよ！」

「気になるとこ、そこですか」

　非常にどうでもいいが、シラーセにとっては重大案件のようだ。まあとにかく。

「マー君。手て掛がかりになりそうなものは、見つからないわ」

「だな。……となると、ワイズたちから話を聞き出すしかないんだけど……」

　児童真人とサンタ真々子は、顔を見合わせて、「「んー……」」親子で仲良く唸うなった。

　状じよう況きようは少々、難しい。







　児童真人たち三人が巨きよ大だいモミの木へ戻もどると、いきなり、凄せい惨さんな光景が目に飛び込んできた。

「お願いよ！　やめて！　ポータに、私の可愛かわいい娘むすめに、酷ひどいことをしないで！」

「我が慢まんして。これは仕方がないことなのよ」

　ＨＡＨＡＫＯが白い手を伸のばし、死しに物もの狂ぐるいで走り出そうとする冥めい母ぼハハーデスを羽は交がい締じめして押さえている。

　悲痛な叫さけび声を上げる母親の視線の先には、ポータと、ワイズとメディ。店員コスチュームを脱ぬいで普ふ段だんの姿に戻っている三人が、後ろ手に縛しばられ、夕焼けの雪原に正座させられている。

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせている三人の前に、マグカップとスプーンを手にした児童四天王が立った。

「苦しい思いをしたくなければ、あなたたちが知っていることを教えなさい。これは最後通告よ」

「だーかーら！　話を聞きたいなら、あたしたちを甘やかしなさいってば！」

「三人は～、どうして急にそうなっちゃったの～？　何があったの～？」

「甘えを理解しないあなた方に、お話しすることはありません」

「おいポータ。モーネはどこへ行ったんか、言え」

「モーネさんは大だい丈じよう夫ぶです！　心配しなくていいです！」

「はぁ……仕方ないわね。だったら、拷ごう問もんよ」

　児童アマンテたちは、マグカップの中で揺ゆらいでいる、どす黒い液体を、スプーンで慎重にすくった。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　何よそれ！」

「まさか、毒を飲ませる気ですか……!?」

「嫌いやですーっ！　やめてくださいーっ！」

　慈じ悲ひはない。鼻をつままれたワイズたちが、口を開けた瞬しゆん間かん、それが流し込まれた！

「「「んーっ！　にがーい！」」」

　苦いらしい。

「何やってんだお前ら」

「何って、こういうことよ」

　マグカップを渡された真人は、まずは臭においを嗅かいで、どす黒い液体を一口、飲んでみた。

　ブラックコーヒーだ。大人の味。

「甘ったるいことばかり言っているから、苦い物を飲ませたのよ。中和されて元に戻ると思うのだけど……」

「ちょっ、甘い物！　ただの砂糖でもいいから！　何か甘いものちょうだい！　口の中が死ぬーっ！」

「やれやれだわ。まだそんなこと言うのね。いい加減にしてほしいわ」

「アマンテ、お前がいい加減にしろ」

　折角なので、児童アマンテにも一口、飲ませてやった。「にっっっがーい！」十歳程度の味覚のため、一番ダメージを受けたようだった。成敗。

　とにかく、仲間を捕つかまえておくのは気分がよくない。冥母ハハーデスを含ふくめ、拘こう束そくされていた四人を解放した。

　口の中を浄じよう化かする用に、サンタ真々子特製クリスマスマフィンを配ると、ワイズたちは大喜びで食べ始めた。「「「あまーい！」」」甘いものが与あたえられている間は大人しい。

「三人とも、相変わらずか。参ったな……どうするか……何か注射されたみたいだから、解毒が必要だと思うんだけど……」

「何言ってんのよ。そんなの必要ないわ。あたしたち、毒に冒おかされているわけじゃないし」

「解毒魔法を使う必要はありません。これは、ヒーラー職としての確かな意見です」

「自分も、回復アイテムを使う必要はないと思います！」

「回復手段を持ってる本人たちが、この調子だからな……どうしたらいいのか……」

「ご安心ください。このシラーセに、いい考えがありますと、お知らーせいたします」

　シラーセが自信たっぷりに進み出てきた。逆に不安になるほど自信満々だ。

「ここは、クリスマスの奇き跡せきに賭かけてみるのはいかがでしょう。なんといってもクリスマス。素敵な出来事が起きそうな予感がしませんか？　しますよね？　ええ、しますとも」

「また適当なことを……」

「ではそういうことで。最後の飾かざり付けをして、巨大モミの木を、真のクリスマスツリーへと変化させましょう。クリスマスイベントの開始です。……ポータさん、お願いできますか？」

「はい！　甘えがいっぱいのクリスマスを始めるために、お手伝いします！」

　動機は相変わらずだが、ちゃんと協力的だ。ポータがショルダーバッグを開けると、帆はん船せんほどの大きさの黄金スターが、一瞬でぴょこんっと飛び出した。

　設置するのは児童アマンテ。巨大魔法書から垂らしたロープで黄金スターを吊つり上げて、巨大モミの木の先せん端たん部へ運んでいく。

「真人く～ん、この辺でいいかな～？　どうかな～？」

「もうちょい右、もうちょい、よしＯＫだ。そこで下ろせば……！」

　ぐさっと、黄金スターのドッキングが成功。「なんか、嫌な音がしたな」「だね～」スターのお尻しりに刺さしたんじゃない。適切に設置したのだ。

　オーナメント、モール、スター。三種のデコレーションが完了し、巨大モミの木がクリスマスツリーとなった。

　途と端たん、どこからともなく、福音を告げる鐘かねの音が響ひびく。

　今この時点を以もつって、世界はクリスマスイヴを迎むかえた。

　日が沈しずみ、夜の帳とばりが降りると、星よりも遥はるかに明るい光が地上に点々と生まれていく。

　その正体はクリスマスツリー。巨大クリスマスツリーを中心に、放射線状に広がるように、オフクロ山にある木々が全すべてクリスマスツリーに変化していく。

　色とりどりの輝かがやきが、世界の果ての山頂から、山やま裾すそへ、さらに世界中へ、どんどん拡大中だ。

「おおぉ……クリスマスなんて、所しよ詮せんは子供のイベントくらいに思ってたけど……ここまで壮そう大だいなことになると、不覚にも感動するな……」

「まだまだ、ここからですよ。ひとまずクリスマスイベントは開始されました。そしてここから、奇跡の一つや二つや三つ、けちけちせずに、ちゃちゃっと発生してくれるよう願いましょう」

「そんな雑な言い方したら、むしろ怒おこられそうな気がするんですけど……ん？」

　最初の奇跡が起きる。

　巨大クリスマスツリーに飾られている大量のベルが、カランカランと、祝うような音色を奏かなでた。

　同時に、児童真人の体がむくむくと大きくなっていく。

「おおっ！　俺、成長してる！」

「おもちゃ屋で、大人しくはしていませんでしたが、四人で仲良く見て回ったことで、いい子認定されたのでしょう。判定がゆるゆるですね」

「甘い判定でありがとう！　いいぞ！　このまま一気に、元の姿までいってくれ！」

　と、児童真人が全身に力を込こめて、成長を促うながすと。

　着ていた子供服が、きつきつになり、上も下もパンツまで、ビリリッと破れて。

　真人は元通りになった！　十五歳の男子の、一糸まとわぬ肉体がそこにある！

「ちょっ!?　いやああああっ!?　らめええええっ!?」

「これは流石さすがに、ちょっとね……」さっ

「直視するのは憚はばかられますね……」さっ

「じじじ自分は見てないですぅ！」……ちらっ……

　女子たちが、さっと顔を背そむけた一方で、物差しを手にしたシラーセが「やめてくださいよ！」「ダメですか」「あら残念」さっと母子手帳を取り出し、息子むすこの成長記録を付けようとしていたサンタ真々子もダメだ。

　兎とにも角にも。ポータが出してくれた装備品を急いで身に付けて、真人は元通りだ。

「（ん、ちょっと待て。俺が戻ったということは……アマンテたちも？）」

　ぐんぐん成長して、服がビリッとなって……

　アマンテの引き締しまった肢し体たいが、ばーん……ソレラの、何気に大きい胸が、ぽろんっ……フラテロの小さなお尻が、ぷりんっ……

　チラッとだけ、目で見て確かく認にんすれば、まさにそんなことになっているかも……！

「うふふ。真人」にっこり

「いえ、俺は別に変なこととか考えてないです。本当です。信じてください」

　真人の鼻先、数ミリのところに、笑え顔がおだけど笑っていないＨＡＨＡＫＯの顔が瞬間的に出現した。恐おそるべき表情しか見えない。……その後ろで、アマンテたちが大急ぎで普段の装備を身に付けている。

　三人も元通りだ。

「母親を必要としない年ねん齢れいに戻れたわね。これで一安心よ」

「まだ立派に子供と呼ばれる年齢だけどな。とにかく俺たちの問題は解決だ。クリスマスの奇跡に感謝だな。……それじゃ続けて、もう一つ……」

「クリスマスツリーさん。ワイズちゃんたちの様子が、ちょっとおかしくなっちゃったの。どうにか治してもらえないかしら」

「俺が言おうとしたんだけどな。まあいいけど」

　サンタ真々子の願いに、巨大クリスマスツリーが応こたえる。

　煌きらめく枝葉が揺れて、人形型のクッキーが三枚、ふわふわと降りてきた。ワイズ、メディ、ポータに、一枚ずつ配られる。

「あー、これ知ってる。クリスマスのお菓か子しよね。えっと……ジ……ジンなんとか」

「知っていないではありませんか。ジンジャーブレッドマンですよ。生き地じに生しよう姜がが練り込まれている、甘さ控ひかえめのクッキーです。ツリーに飾られることもありますね」

「すごくさっぱりした匂においがします！　美味おいしそうです！　自分、我慢できません！」

　我慢しないで、三人で同時に、ぱくっと一口。「「「んー！」」」美味しい歓かん声せいを上げて、続けてもう一口。さらにもう一口。ワイズたちは夢中になって食べて……

　突とつ然ぜん、はっと目を見開いた。

「んふーっ！　なんかもぐもぐ頭がもぐすっきりもぐしたもぐっ！」

「これならもぐもぐ会話がもぐもぐ真人もぐもぐ君もぐ聞いてもぐもぐくだもぐ！」

「モーもぐもぐネさんがもぐもぐ大変もぐもぐですもぐ！」

「食べ終わってから話そうぜ」

　よく嚙かんで飲み込んで。

　あらためて、血相を変えたワイズたちが真人に詰つめ寄ってくる。

「ちょっと聞いてよ！　チャンカーの町で別れた後にさ、もう大変なことになったの！　モーネが大変なことになっちゃったのよ！　もうマジ大変で！」

「落ち着いて話せ。何がどう大変だったんだよ」

「モーネさんが、渇かつ望ぼうの力を暴走させてしまったのです！　甘えを我が慢まんしていたせいで、抑おさえが効かなくなってしまったようで……おそらく意識についても、何か変化が起きていたように思います！」

「モーネが暴走って、マジかよ……」

「それで、モーネさんの胸に穴が開いて、自分たちは吸い込まれちゃいました！」

「でもって気付いたら、おもちゃ屋にいて、店員させられてたわけよ！　操あやつられた状態でね！……それなのに、なんで気付いてくれなかったわけ!?　この馬ば鹿か！　馬鹿真人！」

「俺に当たるなよ！　様子がおかしいとは思ったけど、大だい丈じよう夫ぶだって、そっちが言ったんだろ！　操られてたのは理解したから、それで許せってば！……それで、モーネは今どこに……！」

「いるわ、あそこに」

　不意にＨＡＨＡＫＯが言って、巨きよ大だいクリスマスツリーの頂点部分を見上げた。

　黄金スターの前に、いつの間にか、少女が浮ういている。




「わぁ、すごいね……これがクリスマスの起点……世界中に甘さを発生させる起点……これ、欲ほしいなぁ……」




　見覚えがある服装。ぽっかり空いている、胸の穴。

　蝙こう蝠もりのような翼つばさを三対つい、背中に生やしている、モーネだ。

「おい、なんだあれ！　なんか生えちゃってるぞ！　しかも浮いてる！……くっ……天空の勇者である俺を差し置いて、なんて羨うらやましい！」

「馬鹿真人！　ふざけてる場合じゃないでしょ！……ちょっとモーネ！　そこで何やってんのよ！」

「魔ま神じんマムモーネ！　そんなところにいないで、こちらへ来なさい！」

　魔神呼ばわりに反応して、モーネがちらりと視線を向けてきたが、一いつ瞬しゆんだけだ。

　黄金スターと向き合ったモーネは、両りよう腕うでを広げた。胸の前の空気が渦うずを巻き、穴に吸い込まれて……黄金スターも不可解に歪ゆがんで吸い込まれてしまった。

　煌こう々こうと輝いていた巨大クリスマスツリーの明るさが、徐じよ々じよに失われていく。

「いけない！　このままだとクリスマスが終わってしまうわ！　シラーセさん！」

「承知しています。なんとか食い止めましょう」

　状じよう況きようを見守っていた冥めい母ぼハハーデスが、慌あわててタブレットを起動させた。シラーセも所持しているデバイスを開き、キーボードを懸けん命めいに叩たたいている。

「一体、何が……？」

「デコレーションの撤てつ去きよは、クリスマス終しゆう了りようの合図なの！」

「大切な目的が達成される前に終わってしまっては、なんの意味もありません。ひとまず私と堀ほつ田たさんの管理権限で、終了処理の進行を食い止めます」

「プログラムが複雑すぎるから、できることは現状維い持じだけよ！　根本的な解決にはならないわ！　真人君たちは大至急、黄金スターを回収して、再設置して！　クリスマスを続けるには、それしかないわ！」
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「あのシラーセさんが、ハハーデス呼ばわりして弄いじる余よ裕ゆうもないなんて……わ、わかりました！　すぐになんとかします！」

　モーネに吸い込まれたデコレーション用アイテムを回収。目的は明確だが、厄やつ介かいな問題が多い。

　相手は、遥か頭上にいる、仲間の少女だ。

「大おお好すき真人！　あなたなら攻こう撃げきを当てられるわ！　さっさと打ち落としなさい！」

「無茶なこと言うなよ！　相手はモーネだぞ！　攻撃できるわけないだろ！」

「でもでも～、せっかくのクリスマスを邪じや魔ましちゃう子だよ～？　ちょっと爆ばく裂れつさせるくらいなら～、いいんじゃないかな～」

「おいソレラ！　ちょっと爆裂ってなんだよ！」

　手出しできない真人を尻しり目めに、ソレラが巨大魔法書に飛び乗って、モーネへ一気に迫せまる。

「んっふふ～！　空を飛べるのは～、モーネちゃんだけじゃないんだよ～！　ちょっと手て荒あらにするけど～、大目に見てね～！……スパーラ・ラ・マジーア……」

「別にいいよ。私も、ちゃんとお母さんに甘えない子供には、容よう赦しやしないから」

「え？……ぐっ!?」

　一瞬で間合いを詰められ、モーネの右拳こぶしが、ソレラの腹部にめりこんだ。

　痛つう烈れつな一撃をもらい、ソレラの意識が吹ふき飛んだ。軽く放ほうり捨てられて、巨大魔法書と共に錐きり揉もみ落下してくる。「ソレラ!?」アマンテがとっさに駆かけ出すが。

　誰だれよりも早く、ＨＡＨＡＫＯが落下地点に到とう着ちやくして、ソレラを受け止めた。

「ＨＡＨＡＫＯ……と、とりあえず助かったわ！　ソレラの代わりに感謝してあげる！」

「うふふ。どういたしまして。それじゃ手当てをお願いできるかしら。……私はちょっと、用事があるから」

　大切な子供へ向けた温かな笑顔を、ギシギシと軋きしむほど凍こおり付かせて、ＨＡＨＡＫＯは二振ふりの聖せい剣けんを手にした。

　サンタ真々子が止めようとしたが間に合わない。ＨＡＨＡＫＯは、巨大クリスマスツリーの枝を足場にして、敵を見み据すえて一気に駆け上がっていく。

「わぁ！　ＨＡＨＡＫＯさんだ！　わーい！　ＨＡＨＡＫＯさーん！」

「あらあら。随ずい分ぶんと暢のん気きに呼びかけてくれるわね。でも許さないわよ。覚かく悟ごして」

　我を忘れているＨＡＨＡＫＯの攻撃。灼しやく熱ねつ色と濃のう蒼そう色しよく、二色の斬ざん撃げきが、モーネを十字に切り裂さく……はずだった。

　誰にも止められない怒いかりで振り上げられた腕が、摑つかまれて、止められている。

「え……？」

「えへへー！　ＨＡＨＡＫＯさーん！　すりすりー！　すりすりー！　んふふー！」

　ＨＡＨＡＫＯの腕を押し返して、無防備な胸に顔を埋うずめて、モーネは頰ほおずりしまくり。すりすり、すりすり。ぴったりとくっついて離はなれない。

「わぁ！　思った通りだよ！　ＨＡＨＡＫＯさんは、甘え成分がたくさんだね！　母なる力が根源になってるのかな！　やっぱり、甘えるならお母さんだよね！　すりすりー！」

「ちょ、ちょっと待って……これは、どういうことなの……力が抜ぬけて……」

　モーネを引き剝はがそうと、ＨＡＨＡＫＯは全身から白い手を伸のばした。

　だがモーネの翼からも無数の黒い手が発生し、白い手を摑んで吸収してしまう。

　ＨＡＨＡＫＯの体から、完全に力が抜けた。モーネにしがみつかれたまま落下して……二人まとめて雪原に墜つい落らくした。

「噓うそだろ……あのＨＡＨＡＫＯさんが、やられた……？」

「おいたが過ぎるわね、魔神マムモーネ！　はぁっ！」

「馬鹿もんが。ええ加減にせぇ。んゃああああっ」

　墜落の衝しよう撃げきで舞まい上がった雪の中へ、アマンテとフラテロが突つっ込んだ。

　そこに佇たたずんでいる人ひと影かげへ、刺し突とつ攻撃と正せい拳けん突づきが放たれる。渾こん身しんの力が込こめられた細剣の切っ先と拳こぶしが、どちらも命中して……！

　攻撃の余波で吹き散らされた雪と一いつ緒しよに、アマンテとフラテロが吹き飛ばされた。

　そして真人は目にする。

「おい、モーネ……なんだよ、それ……」

　それまで着ていた服は消えている。その身を覆おおっているのは、全身から湧わき出す力が物質化した魔神の装よそおい。盾たてのような、鱗うろこのような、手の甲こうに発生させた翡ひ翠すい色の防具で攻撃を撥はね返して。

　モーネが屈くつ託たくのない笑えみを浮かべている。額から一本の角を生やした顔で。

「甘えない子の攻撃なんて、効かないよーだ。へのかっぱー」

「ちょっとモーネ！　あんた、何がどうなってんのよ！」

「ＨＡＨＡＫＯさんから甘え成分を吸い上げて、それを糧かてに変化してしまったのでしょうか……と、とにかく！　ワイズさん！」

「あーもうっ！　とりあえず大人しくさせるしかないわよね！　一発ガツンと……！」

「あれあれ？　すごい甘やかしパワーを感じる。どこからだろ。こっちかな」

「ちょっ、どこ行くの！　あたしたちが相手するって言ってるのに！」

　記き憶おくが失われているのかもしれない。もはや完全に魔神と化したモーネ、魔神マムモーネは、駆け付けたワイズとメディには目もくれず、巨大クリスマスツリーの根元をぐるぐると回り始めた。

「んー、この辺かな……あ、ここだ！」

　ある一点でピタッと止まった魔神マムモーネが、雪を掘ほると、大きな白い袋ふくろが出てきた。

　子供たちに見つからないよう、冥母ハハーデスがこっそり隠かくしていたプレゼント袋だ。

「すごいすごい！　甘え成分をひしひしと感じるよ！　はい、じゃあ、いただきまーす」

「モーネちゃん、待って！　それはダメよ！　それは……！」

「待って！　それだけは、やめて！　それは大切な……！」

　間に合わなかった。

　魔神マムモーネの胸の穴へ、袋は吸い込まれてしまった……慌てて駆け寄ったサンタ真々子とＨＡＨＡＫＯも一緒に。

　真人たちは止まっている。目にした光景を、脳が理解できていない。

「んふー！　いいね、いいね！　もっと欲しいな！　もっともっと欲しいな！」

　くねくねと身をよじらせて悶もだえた魔神マムモーネが、空高く飛び上がり、両腕を広げた。







　同じ頃ころ。カーサーン王都にある、とある一いつ軒けん家や。

　普ふ段だんよりも少し豪ごう華かなイヴの食しよく卓たくを挟はさんで、母親と幼い子供が小首を傾かしげている。

「ねえ、おかーさん。どうして、ゆき、ふらなくなっちゃったの？」

「んー、どうしてかしらね。クリスマスになると、この辺りも雪で真っ白になるのが、普通なのにね」

「じゃあさ、となりのへやの、クリスマスツリーは、どうなっちゃったの？　なんで、ひからなくなっちゃったの？」

「どうしてかしらねぇ。私も不思議に思うけど……でも大だい丈じよう夫ぶよ。ツリーは、お父さんが見てくれてるから。それより、坊ぼうやは早くご飯を食べちゃいなさい。今日はサンタさんが来る日だから、早く寝ねないと」

「うん！　たべうー！」

　夢中でミートボールにかじりつく子供をそっと撫なでて、母親は席を立った。

　向かったのは、夫ふう婦ふの寝しん室しつ。

「なんだか、あちこち様子がおかしいわね……とにかく、プレゼントだけは、ちゃんと渡わたすようにしないと……」

　念のため、クローゼットに隠してあるプレゼントを確かく認にんするつもりだったのだが。

　母親が部屋を覗のぞくと、クローゼットが開いている。さらには窓も。

　男の子用にラッピングされている、青いリボンのプレゼント箱が、ふわふわと浮いて、今まさに窓から外へ出ていこうとしている。

「えっ!?　ど、どういうことなの!?……ちょっと待って！」

　母親が慌てて駆け寄り、窓から身を乗り出して、必死に手を伸ばすが、届かない。

「ど、どうなっているの……なんなの、これは!?」

　そして母親は見た。

　目の前に広がる町並みの、あちこちから、クリスマス用のプレゼントが浮うき上がり、北の方角へ飛び去っている。いってしまう。

「おかーさん、どうしたの？」

「はっ……な、なんでもないわよ！　いい子だから、お外を見るのはやめましょうね！　いい子じゃないと、サンタさんがプレゼントくれないわよ！」

「はーい」

　子供には絶対に悟さとらせないように、必死に隠しながら。

　その母親だけではない。世界中で、多くの親が愕がく然ぜんとして見つめている。

　大切な想おもいが奪うばわれる様を、ただ眺ながめることしかできずにいる。







　再びオフクロ山の山頂付近。

　彼方かなたから飛来するプレゼントの数々が、次々とモーネに吸い込まれていく。

「わっはーい！　たっくさん集まったー！　私、すっごく満たされてるよー！」

　最後の一つを吸い込んで、さらに魔ま神じんマムモーネ自身も、胸の穴に吸い込まれて消えた。

　途と端たんに静かになった。ただただ静かだ。

　真人は膝ひざをついた。そうするつもりはなかった。だがそうなってしまった。

「おい……なんだこれ……」

「真人君！　腑ふ抜ぬけている場合ではないわよ！　しっかりして！」

　喝かつを入れてきたのは冥めい母ぼハハーデスだ。タブレット画面上に指先を走らせながら、真人に厳しい視線を向けてくる。

「まずは状じよう況きようを受け入れなさい！　モーネは魔神化したわ！　とにかく甘えを求めて、無む邪じや気きに奪っている！　挙句に、真々子さんとＨＡＨＡＫＯさんまで吸い込まれてしまったわ！　これはもう、起きてしまったことよ！」

「は、はい……それは、わかってますけど……」

「でしたら、どうしましょうか。別に気にせず、子供たちだけでクリスマスパーティをしたいのでしたら、どうぞ。特設パーティ会場のご用意は、できていますので」

　自分の仕事で手一いつ杯ぱいなのだろう。いつになく冷たいシラーセの声が身に染しみる。

　おかげで頭が冴さえた。

　雪原に、シャクリと、拳の跡あとを刻み付けて。

「クリスマスパーティは、しますよ……もちろん、母親同どう伴はんで」

　真人は立ち上がった。

　仲間たちに目を向けると、放心していたワイズが、自身の頰を叩たたいて気合いを入れた。座り込んでいたメディが、苦く笑しようしながら立ち上がった。ポータは早くも、ショルダーバッグから回復用アイテムを取り出し数量確認して、力強く頷うなずいてくれた。

「（こっちのメンバーは、いけるな……あとは……）」

　四天王の三人は、冷たい雪の上に座り込んだまま。魔ま法ほう剣けん士しであるアマンテが簡単な回復魔法を使用して、特にダメージが大きいソレラを治ち療りようしている。フラテロも攻こう撃げきの際に負傷したのだろう。腕を押さえて、じっと見守っている。

　ふとアマンテが、〝私たちに構わないで〟とでも言いたそうに、睨にらみ付けてきた。

　今すぐ動けるのは、真人たち四人だけだ。

「……みんな、聞いてくれ。最初に言っておきたいことがある」

「はいはいノープランね。まあいつものことよ」

「そして、いつものように、なんとかしてしまいましょう」

「はい！　それが、自分たちのいつも通りだと思います！」

「俺たち、そんな無計画な冒ぼう険けんばっかしてたか？……まあ、してた気がするけど」

　どうにも締しまらない有り様を、歓かん迎げいして、肩かたの力を抜いて、しかし表情は引き締める。

「母さんとＨＡＨＡＫＯさん、それからプレゼントも全部、取り返しに行くぞ。でも、モーネは消えて行方ゆくえ不明だ。どこへどうやって行けばいいのか、さっぱりわからん。そこで……まずは他力本願で挑いどもうと思う」キリッ

「うわー、勇者が表情引き締めて言うことじゃないわー」

「自覚はあるから黙だまっててくれ。とにかく……これに期待させてもらう」

　真人は巨きよ大だいクリスマスツリーに歩み寄って、幹に手を添そえた。

　クリスマスの奇き跡せきに賭かける。

「（あんまいい子じゃないけど、頼たのむ。母さんのところへ行く方法を示してくれ。今年のクリスマスプレゼントは、それでいい）」

　素す直なおに、純じゆん粋すいに。欲よくを捨てて祈いのる。

　その願いは聞き届けられた。

「……ん？　なんだ？」

　巨大クリスマスツリーが優やさしく揺ゆれた。輝かがやきを放つ枝葉の間から、赤白の縞しま模も様ようの、Ｊ字型のシンプルな杖つえが複数、ふわふわと降りてくる。

「これは……なんだっけ。見たことはあるんだけど。博識なメディ先生、教えてください」

「キャンディケインですね。ジンジャーブレッドマンと同じく、ツリーの飾かざり付けに広く用いられるお菓か子しです」

「ほうほう、お菓子か……」

　キャンディケインを摑つかみ取って、試ためしにペロッと舐なめてみる。甘い。飴あめだ。

「で、これをどうすればいいんだ？　甘さに釣つられて、モーネが来るとか……そんな気配は、ないんだけど……」

「真人さん！　自分、わかったかもしれません！　これで、どうでしょうか！」

　ポータがキャンディケインを摑み取り、雪原に立てて、手を離はなした。

　キャンディケインは、ぱたっと、冥母ハハーデスの方向へ倒たおれた。

「どうでしょうか！」

「お、おう。そうだな。棒が倒れた方向へ進む遊びみたいなの、あるよな。でもさ、これで行き先がわかるとは、ちょっと思えないかなと……」

「決めつけるのは早いわ。ねえポータ、今のを、あと何回か、やってみてくれるかしら」

「はい！　自分、やってみます！」

　ポータが再びキャンディケインを立てて、手を離す。ぱたっと、冥母ハハーデスの方向へ倒れた。続いて三回目。また冥母ハハーデスの方向だ。

　四回目は、そちらに倒れないよう、やや逆方向へ傾かたむけて、手を離してみるが……ぐぐっと、ぱたっと、強引に冥母ハハーデスの方向へ倒れた。

「思った通りね。そのキャンディケインは、ツリーからの思おぼし召めし。使用者の母親がいる方向へ進ませてくれる、素敵なアイテムよ」

「素敵なステッキですね。杖だけに！」キリッ

「シラーセさんは黙って仕事しててください。……とにかく、そういうことなら！」

「ここは真人の出番ね。大好家の絶大な絆きずなの力で、よろー」

「真人君だけにしかできない、というわけではないと思うわよ？　奪われたプレゼントの中には、和かず乃のさん、メディママさん、そして私が用意したものも含ふくまれているわ。母親の想いを感じ取ることができれば、ワイズさんたちにも道が示されるはずよ」

「え、マジで!?　あのママが、あたしのためにプレゼント用意してくれたの!?　あり得なくない!?　雪でも降るんじゃ……あー、降ってるわ」

「そういうことでしたら、何がなんでも、取り返しに行かなければなりませんね」

「はい！　自分、お母さんからのクリスマスプレゼントを、絶対に取り返したいです！」

　一部、ワイズが半信半疑でツンデレしつつも、本気の気持ちを込こめて。母親の想いを求めて。

　真人たちが揃そろってキャンディケインを倒すと、四本の杖が同じ方向へ倒れて……その先に、異なる空間へと続く、Ｊの字を逆さまにした形のゲートが開かれた！

　なお狭せまい模様。

「おいっ！　明らかに通れない狭さなんだが！　どうすんだこれ！」

「割りと板状のあたしでも無理だわ……って、誰だれが板状よ！」ずびしっ

「ワイズさん。一人で自じ虐ぎやくボケしてツッコミを入れている場合ではありませんよ」

「ううぅ、困りました……どうしたらいいんでしょうか……」

　なんとか板状の人だけでも。そう思って押し込んでみるが、「いだだだ！　顔！　お尻しり！」やっぱり無理だ。わかっていたけど。

　と、真人たちが途と方ほうに暮れていると。

「やれやれだわ。私たちが協力しないと、あなたたちは何もできないのね」

　偉えらそうに言葉を吐はき捨てて。治療を終えて立ち上がったアマンテたちが、キャンディケインを手にした。

　三本の杖が、杖型ゲートに向かって倒れる。ゲートのサイズがぐぐっと拡大していく。

「お前ら……」

「ふんっ。いちいち説明する必要はないと思うけど……」

「私たちは～、ＨＡＨＡＫＯさんがどうとかじゃなくて～、モーネちゃんに借りを返すために行くんだよ～、みたいなことを～、いちいち説明したいんだと思うよ～」

「ん。そういうことじゃ」

「使用者の母親がいる方へ導くアイテムだって、みんなわかってるけどな。とりあえず、そういうことにしておくよ」

　真人たち四人に、四天王の三人が加わった。おそらく、いや間ま違ちがいなく、世界最強を自負していい、絶対無敵の勇者パーティがここに。

「みんな、お願いね。このクリスマスイベントだけは、絶対に成功させなければならないの。世界中の人々のために……私のせいでおかしくされてしまった子たちが、素敵な母親と親子になって、幸せな日々を送れるように……どうかお願い」

　贖しよく罪ざいの気持ちを込めて、冥母ハハーデスが切実に訴うつたえてくる。

　何かを言おうとしながらも、顔を背そむけてしまった四天王の代わりに、真人がしっかりと頷き返した。

　出発だ。いざ杖型ゲートへ！

　だが、まだ狭いことは狭い。「様にならねぇぇぇ……」全員、横一列に並んで、両手を上げて逆Ｊ字ポーズで、カニ歩きでじりじりと進む勇者一行だ。







「大好真人。一つ、いいかしら」

「なんだよアマンテ。あらたまって」

「わざわざ両手を上げて逆Ｊ字ポーズにならなくても、よかったのではないかしら」

「いいところに気付いたな。俺も、手を下ろしてた方が楽だって、通った後で思った」

　なんにせよ。ゲートを抜ぬけた先に、町がある。

　通りに敷しき詰つめられているのはクッキー。建物は板チョコ製。ジュースの川が流れて、四方八方から甘い香かおりが押し寄せてくる。

「わぁ！　お菓子の町です！　すごいです！　すっごいですーっ！」

「マジですごいけど……あたしたちは、ポータみたいにはしゃぐのは無理ね。カロリーとか気になるお年とし頃ごろだし」

「肥満も虫歯もお断りしたいですし、糖分で胸が膨ふくらむわけではありませんからね。それでいいかと思いますよ」にっこり

「はいはい無視無視」

　ちょっと失礼して、民家風の建物を覗のぞき込むと、中にはお菓子の人形がいる。

　母親に抱だき付いている子供や、あーんしてもらっている子供、膝ひざ枕まくらしてもらっている子供など、目にも甘い。甘々だ。

「とにかく甘いものを集めた～、モーネちゃんの夢の町って感じかな～」

「甘ったるくて、反へ吐どが出るのぅ。男らしいもんは、ないんか。な、あんちゃん」

「安心しろフラテロ。俺たち好みの、熱い展開が始まりそうだぞ」

　ひとまず通りを進んでいると、右から左から、前から後ろから、ブーンと耳障ざわりな羽音が聞こえてきた。

　アメンボ妖よう精せいだ。数匹ひきずつで隊列を組み、注射器のような口を突つき出して飛んでくる。

「真人、あれよ！　おもちゃ屋であたしたちを襲おそって、おかしくしてくれたやつ！……ていうか、アメンボって飛ぶの？」

「アメンボの生態については知らんけど、あれが厄やつ介かいな敵であることはわかってる。みんな、絶対に刺さされるなよ！」

「回復魔法では治療できませんからね。……甘さを控ひかえた食べ物などで中和すれば、回復することもあるようですが……」

「そう思って、ママさんたちがお料理していたところから、これを持ってきました！」

　ポータがショルダーバッグから取り出して、じゃじゃーんと見せてくれたのは。

　ピーマンだ。子供の敵。緑の憎にくい奴やつだ。

「甘さ控えめどころか、思いっきり苦いだろ……」

「むしろ罰ばつゲームだね～。生でピーマンをかじって～、『うげっ!?』ってなりたくない人は～、相手の攻撃に気を付けようね～」

「うぅぅ……自分はピーマンが苦手なので、全力で逃にげますぅ……」

「ポータはお子様じゃ。ワシは別に、ピーマンなんぞ、恐おそれるに足らんけぇの」

「だったら、フラテロさんに預けます！　お願いします！　どうぞ！」

　実は持っているのも嫌いやだったらしい。ポータが大喜びで、ぐいぐい差し出すと。

　ぼんやりとした目でピーマンを眺ながめたフラテロは、くるっと回れ右。「逃げたな」「逃げたね～」アメンボ妖精へ向かって、ぴゅーっと駆かけていく。

　脱だつ兎との如ごとき勢いを載のせた、フラテロの先制攻こう撃げき。

「んゃっ」

　気が抜けそうな気合い声で放たれた、鋭するどい正せい拳けん突づきが、アメンボ妖精の一部隊をまとめて粉ふん砕さい！……したのはよかったが。

　注射器のような口が砕くだけたのと同時に、コンデンスミルクの香りがする、どろっとした白い液体が、べちゃっと。

　顔に白はく濁だくを浴びたフラテロが、切なそうな顔で、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。

「あんちゃん。ワシ、べちゃべちゃじゃ」いや～ん

「お、おう。そうだな。わかったから、こっち見るな。後で誰かに拭ふいてもらえ」

「だらしないわね、フラテロ！　もっと上手に攻撃しなさい！」

「仕方ないな～。私がお手本を見せてあげるよ～。んっふふ～」

　どろどろに気を取られているフラテロの頭上から、複数のアメンボ妖精部隊が急降下してくる。真っ先に気付いたアマンテが、超ちよう人じん的な脚きやく力りよくで、路面のクッキーを踏ふみ割って跳とび上がった。

「口の注射器にさえ気を付ければいいのよ！　こんな風に！」

　刺し突とつ攻撃の乱射が、アメンボ妖精の胴どう体たい部を次々に貫つらぬいていく。「あら、抜けないわね」貫かれた個体が、どんどん連なって。

　アメンボ妖精の細さい剣けん刺ざし。できあがり。

「焼き鳥ならぬ、焼きアメンボと言ったところかしら。まあ、焼いて食べる気なんて、さらさらないのだけど……」

「焼きたいの～？　じゃあ焼いてあげるね～。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……火フオーコ・炎フイアーマ～！」

「え？　ちょっと……!?」

　ソレラの魔ま法ほう攻撃が発動。細剣刺しアメンボ妖精が、高火力の直じか火び焼きでじっくり焼かれる。甘い焼やき菓が子しの香りがふんわりと漂ただよって。

　熱で口の注射器がパリンッと割れて、べちゃべちゃっと。

　顔に白濁を浴びたアマンテが、なんかもう恥はずかしくてたまらない表情で。どろどろを指ですくって一舐なめしたソレラが、とろ～り蕩とろけた瞳で。真人に詰め寄ってくる。

「お、大好真人！　違うのよ！　これは事故よ！　事故だから！」いや～ん

「真人く～ん。見て見て～？　お姉さんどろどろ～。んふふ～ん」いや～ん

「わかったから！　いちいち俺に見せるなよ！　今すぐ拭け！」

「ったく、何やってんだか。……メディ。さっさと片付けるわよ」

「ですね。清純な私たちが、健全に始末を……と、言いたいところだったのですが……」

「わわっ！　皆みなさん、気を付けてください！　アメンボ妖精の大群が来ます！　あっちからも、そっちからも、向こうからもです！」

　ジュースの川から、チョコの建物から、あらゆるお菓子から、アメンボ妖精が次々と湧わいている。

　周囲を埋うめ尽つくすほどに増えた大軍勢が、隊列を組み、出発進行だ。

「待て待て待て！　これはヤバいだろ！　こいつら、なんで急に増えたんだ!?」

「まき散らされた液体の、匂においに釣つられて出てきたのでしょうか……と、とにかく！　あの数は、流石さすがに対応できません！　ここは逃げましょう！」

「逃げるって、どっちに逃げればいいのよ！」

「それはもちろん……ポータ！　アマンテにキャンディケインを！」

「ちょ、ちょっと大好真人！　どうして私なのよ！」

「何度でも見せつけて、自覚させるために、なんて、いちいち説明しねーよ」

「説明しているじゃないの！……ああもう！　緊きん急きゆう事態だから、とりあえず、やるけど！」

　母親のところへ導くキャンディケインに従い、真人たちは一いつ斉せいに走り出した。

　アメンボ妖精の飛行速度は速くない。なんとか振ふり切れそうだ。

「いいぞ！　これなら逃げ切れる……！」

「そうね！……それじゃ、今のうちに」ごしごし

「あんちゃん。ちぃとばかし、ジャケットの裾すそを借りるけぇの」ごしごし

「ちょっ、後ろの二人!?　何してくれてんの!?　俺の装備で、どろどろを拭かないで!?」

「真人君のせいなんだからね～。ちゃんと責任取ってよね～」ごしごし

「ソレラは何言ってんの!?　もう黙だまって!?」

　事後処理しつつ、走り続けること数分。曲がり道や交差点で、キャンディケインによるチェックをしながら、とにかく進んでいくと。

　噴ふん水すいがある広場が見えてきた。その向こうに、〝甘〟の字を模した大きな扉とびらがある。

「おお！　ボスっぽい気配を感じるぞ！　いよいよモーネとご対面できそうだ！」

「そうね！　別に、ＨＡＨＡＫＯのことが心配だとか、そういうことはないのだけど、このまま一気に行くわよ！　それでいいわよね、大好真人！」

「どうぞどうぞ、と、言いたいところなんだが……頼たのむ。一分だけ時間をくれ」

　広場に到とう着ちやくした真人は、噴水に駆け寄った。白濁を拭かれてカピカピになってしまったジャケットの裾を、ちゃちゃっと洗いたかったのだが……

「あれ？　なんだこの噴水」

　見た目は確かに、水のような液体が流れているのだが、動きがもったりしている。

　あまりに鈍どん重じゆうで、触ふれてみると、水ではあり得ない、ぐにゃぐにゃの質感だ。

「これ、もしかして水みず飴あめか？……うわっ、なんだ!?」

　突とつ然ぜん、噴水の水面の一部がぐにゃりと持ち上がり、飴細工のように形を変えていく。

　手足が、頭が形作られて、装備品や髪かみの一本一本まで丹たん念ねんに作り込まれて。

　透すき通る内部から、じわじわと色が浮うかび上がり、着色されたそれは……

「ちょっ……これ、俺ぇ!?」

『そう。俺はお前、お前は俺だ！』

　真人と寸すん分ぶん違たがわない真人が、いきなり剣を抜いて振り下ろした。「くっ！」真人もとっさに剣を抜いて、斬きられる寸前のところで受け止めた。

　鍔つば迫ぜり合いをする真人と真人。突然の事態に、仲間たちは困こん惑わくした様子で……

「とりあえず、両方とも吹ふき飛ばせばいいわね」にやり

「生き残った方が、本物の真人君ということで」にっこり

「やめて!?　こういうのって大たい概がい、偽にせ物ものの方が強いんだぞ!?」

　ワイズとメディは冷静に、仲間とは思えないことを口走っている。

　だが二人の余よ裕ゆうもそこまでだった。噴水の水面の六ケ所が、ぐにゃりと持ち上がり、人の姿が次々と形作られていく。

　ワイズ、メディ、ポータ、アマンテ、ソレラ、フラテロ。出現した六体が、甘の字の扉を背にして並んだ。

　真人を押し飛ばして後退した真人も加わって、立ちはだかる者が七体。

「そう簡単には通しませんよ、ってことだな」

「鬱うつ陶とうしいわね。さっさと障害を排はい除じよしましょう。……まずは相手が、どういった類たぐいの敵なのか、知りたいのだけど……ポータちゃん、何かわかるかしら」

「自分が調べてみます！……むむむ……あれは、水飴のゴーレムです！　でも悪いモンスターじゃないみたいです！」

『はい！　自分たちはモンスターじゃないです！　ここに来た人のコピーです！　その人が、扉を抜けていいかどうか、判断するためにいます！』

「おお。向こうのポータも答えてくれたぞ。いい子なところまでコピーされてて、お兄ちゃんはとっても嬉うれしい……」

『それじゃ判定を開始します！　頑がん張ばってください！』

「おっと、ふざけてる場合じゃなさそうだ！」

『そういうことだ！　いくぞ、俺！』

　コピー真人が、聖剣フィルマメントを大上段に構えて、振り下ろした。対する真人は横よこ薙なぎの一撃を放つ。縦の斬ざん撃げき波はと横の斬撃波が衝しよう突とつして、耳障ざわりな音をまき散らし、どちらも砕け散った。

「戦せん闘とう開始よ！　いちいち説明しなくていいと思うけど、同士討うちは避さけたいわ！」

『いちいち説明しないけれど、各自、自分だけを狙ねらうようにしなさい！』

「ん」

『言われんでも、わかっとる』

　攻撃の残ざん滓しが飛び散る戦場の中央へ、真人、アマンテ、フラテロ、近接戦闘を得意とする三人が突っ込んでいく。相手方も、同じ三人。

　激げき突とつした剣と拳こぶしの威い力りよくは互ご角かくだ。この均きん衡こうを崩くずすには。

「本物の私が、本物の支し援えんをご覧に入れます！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……攻昇サリーレ！」

『あちらの私より、私の支援魔法の方が優すぐれています！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……攻昇サリーレ！』

　攻撃力上じよう昇しようの効果が、ほぼ同時に、双そう方ほうの近接戦闘チームに付ふ与よされた。

　そして、「ふふふ。何かおっしゃいましたか」『事実を言ったまでです』後方支援係の癒ゆ術じゆつ師しが二人、間ま違ちがいのない美少女スマイルを浮かべたまま、最前線に躍おどり出た。ダークパワーを噴ふん出しゆつしながら、杖つえで猛もう烈れつな殴なぐり合いを開始している。

「ちょっとメディ！　ヒーラーが前に出て、どうすんのよ！　こんな時くらい、基本的な戦闘スタイルを守りなさいよ！　ったくもう！」

「殴り平って～、ホント怖こわいよね～。魔法職のくせに～、物理でごりごりだからね～」

『だよね～。物理ごり押しは～、やめてほしいよね～。……こういう時は～……』

『魔法で一気に、どーんとド派手にやるのがいいわよね。てなわけで』

「おーけい！　覚かく悟ごしなさいよね、あたし！」

　魔法砲ほう撃げきチームの両者が、その手に、頭上に、魔法書を出現させて呪じゆ文もんを唱える。

「コピーだったら、もっと盛さかって来なさいよ！　あたしに夢を見せてくれたって、いいじゃない！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪フオルテイ炎・フィアーマ砲・カノーネ！」

『そっちが、そんなだから、こっちもこの様なのよ！　泣きたいのはこっちよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪フオルテイ氷・ギアツツォ砲・カノーネ！」

　ワイズとコピーワイズ。両者とも、どことは言わないが、相手の一点を見つめて。

　凝ぎよう縮しゆくされた業火の砲ほう弾だんと、触れた者の魂たましいすら凍こおらせる氷の砲弾が、同時に放たれた。衝突と同時に、空間が破は壊かいされそうなほどの爆ばく発はつ音が響ひびき、そこにある全すべてが揺ゆれた。

　たゆんたゆんと揺れながら、ソレラ同士が蕩けた瞳ひとみで見つめ合っている。

「あらら～。若い子は元気だね～」

『元気なのはいいけど～、魔法は派手ならいいってわけじゃないよね～』

「だよね～。命をじわじわ奪うばっていく方が～、オシャレだよね～。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……毒ヴエレーノ吐息・ソスピーロ～！」

『おしとやかに～、ＤＯＴダメ～ジ。それが淑しゆく女じよの嗜たしなみだよね～。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……呪マレデイ詛ツィオーネ霧・ネビア～！』

　毒々しい風と、禍まが々まがしい風。戦場の両サイドから吹いた風が、広場の中央でふわりと混ざり合った。

　触れたら最後、皮ひ膚ふから染しみ込み、手出しのできない体内で暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす。最悪の効果が、分け隔へだてなく……「こらーっ！」『味方まで殺す気かよ！』「『あれ～？』」本体もコピーも、一目散にその場から離はなれて。

「ここは、天空に選ばれし勇者の出番だな！」

『俺の一撃で、この空気を切り裂さいてやる！』

　放たれた二つの斬撃波が、悪質すぎる風を吹き散らし、二つの聖剣が再び激突する。何度でも激突する。他ほかの面々も各おの々おの、攻こう撃げきを再開している。

「あわわ……今日は、いつもよりすごいことになってますぅ……」

『自分さん！　そこだと危ないです！　こっちの方がいいです！』

「は、はい！　自分も、自分さんの方へ行きます！」

　仲良く隠かくれて、手をつないで。ポータとコピーポータがじっと見つめる先で、オリジナルとコピーによる実力伯はく仲ちゆうの戦いが続く。

　だが両者には決定的な違いがあった。







　戦闘開始から、どれくらい経たっただろうか。

『おいおい、どうした俺！　足が止まってるぞ！』

「う、うるさいな！……ぜぇ、ぜぇ……ちゃんと動いてるだろ！」

　実力は互角。だが時間が経つほどに、疲つかれを知る者と知らない者との差が、徐じよ々じよに表れ始めた。

　コピー真人は軽々と剣を振り上げて攻撃してくる。だが真人は、乳酸が溜たまりに溜まって、腕うでがぱんぱんだ。「くそっ！」剣を構えて受け止めることも、左腕を突つき出して防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを張ることもできず、転げ回って回かい避ひするしかない。

「（おいおい、ヤバいぞ……完全に追い込まれてる！）」

　仲間たちの状じよう況きようも、散々なものだ。

　魔ま法ほう砲撃チームは、ＭＰが枯こ渇かつして攻撃不能。「ここは任せた！」「無理だよぉ～っ!?」逃にげ回る体力もなく、ワイズがソレラと巨きよ大だい魔法書を盾たてにして、炎ほのおと氷の雨あめ霰あられをひたすら受け続けている。

　最前線に飛び出していたメディは、劣れつ勢せいと見るや否いなや、速すみやかに後退した。そして自分だけ優ゆう雅がに観戦、などと腹黒するつもりだったようだが、『我ながら、要領のいいことで』「くっ……！」コピーメディが放った呪じゆ縛ばく魔法に囚とらわれて、完全に動きを封ふうじられている状態だ。

　ついには、人並み外れた身体能力を持つアマンテさえも、膝ひざをついた。『ふっ。いい様ね』『年ねん貢ぐの納め時じゃ』「ちっ！」疲ひ労ろう困こん憊ぱいでぐったりしているフラテロを抱かかえて、二対一の状況で奮戦していたが、それもここまで。

　このままでは……

『おい俺！　よそ見してる場合かよ！　いくぞ！』

「おわぁっ!?　ちょっとストップ！　頼むから待て！……と言っても、聞いてくれないだろうけど……！」

『ああ、いいぜ』

　と、攻撃を仕し掛かけようとしていたコピー真人が、ピタリと止まった。

　同時に、他のコピーたちも攻撃の手を止めている。

「おいおい、なんの真ま似ねだよ……頼みを聞いてくれるなんて、随ずい分ぶんと甘いな」

『もちろんだ。何しろ俺は、甘ちゃんだからな』

「甘ちゃんって……俺の顔と声で、そんなこと堂々と言うなよ……」

『事実さ。俺には、戦ってる相手に情けをかける甘さがある。まあ当然だな。何しろ俺は、基本的に甘い。甘々の、甘えん坊ぼうだ。母さんにだって甘えまくりだぜ。甘え最高！』

「おい馬ば鹿か！　変なこと言うなよ！　大変な誤解を招くだろ！……おい、みんな！　違うからな！　こんなの俺じゃない……！」

「真人さん、待ってください！　それは真人さんです！」

『はいっ！　間違いないです！　それは真人さんです！』

　真人が全力で否定しようとした瞬しゆん間かん、ポータとコピーポータが手をつないで駆かけ付けた。

「ほう、可愛かわいいが二倍、とか言ってる場合じゃなくて！　サラウンドで断言しないでほしいんだけど！」

「す、すみません！　でも甘えを認めるのが大事です！　そうしないと、ここから先へ進めないみたいです！　自分さんが教えてくれました！」

「え？……どういうことだ？」

『自分たちは、その人が甘えを受け入れられるかを判定します！　こんな風にです！』

　コピーポータがポータと向き合った。

『自分さん！　自分は、お母さんが大好きです！　なので、お母さんにたくさんたくさん甘えたいです！　自分さんはどうでしょうか！』

「自分も、お母さんが大好きです！　たくさん甘えたいです！　自分さんと一いつ緒しよです！」

『はい！　ＯＫです！　確かく認にんできました！』

　一緒だね！　一緒だよ！　と二人で笑い合って手をつなぐと、コピーポータの姿が薄うすれて消えた。

　ポータの頭の上で、甘の字マークが点てん滅めつしている。先へ進む許可を得たようだ。

「こういうことです！　なので、真人さん！」

「甘ったれたことを言ってる自分を、認めろってか……マジか……甘えのダンジョン、厳しすぎんだろ……羞しゆう恥ちプレイかよ……」

「でもさ、そうするしかないんでしょ？　だったら、やるしかないわよね」

「そうですね。考えようによっては、いい機会かもしれません」

　様子を見守っていたワイズとメディが決意して、それぞれのコピーへ近寄っていく。

　まずはワイズ。

「当然わかってると思うけど、あたし、ママのこと大っ嫌きらいなのよね」

『なんて言いつつ、本気で嫌いには、なれないのよね。なんだかんだ言っても、やっぱりママだから。まあしょうがないかなーって。いかにもママらしいから、まあ許してあげようかなって、思っちゃうのよね』

「そうよ。あたしの方こそ、ママに甘いのよ。甘いこと言ってるあんたは、あたしそのもの。認めるから、さっさと消えちゃいなさいよ。恥はずかしい」

　互たがいに生意気な態度で、すれ違い様、軽くタッチを交かわすと、コピーワイズが消失した。

　続いてメディも。

「私はずっと、お母様に甘えてばかりですね」

『まったくです。お母様の教えは正しいと信じて、自分では考えようとせず、頼たよりきっていたくせに……挙句に不満をため込んで、爆発させて……』

「こんな身勝手な娘むすめを受け止めてくれたお母様へ、本来なら御ご恩おん返しするべきところを、暢のん気きに冒ぼう険けんなどさせてもらっている私ですからね。これが甘えでなければ、なんなのでしょうか」

『親の愛情に甘えすぎですね、私』

「その通りですね、私」

　同じ顔で苦く笑しようした二人が、どちらからともなく手を差し出して……

　ガツン！　と、密ひそかに相手の脛すねを狙ねらっていた杖を、がっちりクロスさせて、腹黒美少女同士がにっこり笑い合った。コピーの方の腹黒いのが消えていく。

　ワイズとメディも、自身の甘えを受け入れた。

「という感じで」

「さあ、真人君」

「……りょーかい。わかったよ」

　正直なところ、乗り気でなかったのだが。

「（考えようによっては、いい機会かもしれない……確かに、そうだな）」

　メディの言葉に、少し思うところがあり、真人も重い腰こしを上げた。

　それとなく、四天王の三人がちゃんと注目しているところを確認して、コピー真人と対たい峙じする。

「まず、俺は母さんに、母親に甘えるなんて考えたくもない」

「ちょっ、真人!?　あんた何言ってんのよ！」

「お気持ちはわかりますが、ここは……！」

「二人とも落ち着け。わかってる。でも正直な気持ちなんだよ。……俺のことなんだから、わかるだろ？」

　真人は何を言おうとしているのか。言って何をどうしようとしているのか。

　当然、承知していると、コピー真人が小さく頷うなずいた。

『どうしても母親に対する抵てい抗こう感はある。こればっかりは、仕方ないよな。そういう年とし頃ごろってやつだ』

「その通り。いわゆる反はん抗こう期ってやつ。とにかく親に反抗して、生意気なこと言って見下したり、時には拳こぶしを振ふり上げて脅おどかしたりとかさ。……これは、誰だれにでも起こり得ることだ。子供なら誰でも。まるで、そういう風に設定されているみたいにな」

　アマンテたちが食い入るように見つめている。その視線を感じながら、真人はさらにはっきりとした口調で続ける。

「なんとかしたいと思っても、どうにもならん。それは、そういうものなんだよ。認めるしかないんだよ。やたら厄やつ介かいな話なんだが……でも、多くのご家庭では、割りとなんとかなってたりする。なんでだろうな」

『その答えは、甘えだ』

「なのかな。まあそうかもな。……俺自身、母さんに対して、散々なこと言ったり、強く当たったりしてきた。今になって思うとさ、この人なら何したって許してくれるって、心のどこかで思っていたのかもしれない」

『まさに甘えだな。でもって、そんな甘えに応こたえてくれているのが、母さんという母親だ』

「子供はそういうものだって、それでいいんだって、全部受け入れて、最後は抱だき締しめてくれる。そんな母親に、最初からずっと、甘えてる。俺は甘えてここまで来たんだ。……今いま更さら、甘えたくないなんて言っても、意味ないよな。こうなったら認めるしかないわけだ。仕方なく、な」

『素す直なおじゃないけど、まあ俺にはその辺りが限界だな』

「だよな。俺だもんな」

　拳を突きつけ合って、こつんと、挨あい拶さつを交わして。コピー真人が消えていく。

　同時に、真人の中にあった、真々子への抵抗感までもが、薄れて消えていくようだ。

「（思い切って言ってみたら……なんか、すっきりしたな。心が軽いというか）」

　ふと思う。

〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟。それは、ママの、ママによる、ママのための、ママと、息子むすこもしくは娘が、大いに仲良くなるためのＲＰＧ。

　関係に問題がある親子が、二人一組で参加し、仲良くなることを目指して冒険するゲームである。

　その世界に勇者として降り立った真人は今、自分自身を見つめ、自ら作っていた壁かべを壊こわし、母親という存在へ歩み寄った。

　母親同どう伴はんの冒険の果てに摑つかみ取る、一つの答えを、ついに見つけたかもしれない。真人はそんな気がした。

「アマンテたちを、軽く後押ししてやる、くらいのつもりだったんだけど……むしろ押されたのは、俺の方だったかもしれない……まあ、とにかく」

　親に反抗するなんて、誰にでもあること。子供には、どうにもできないこと。

　それを受け止めてくれる母親がいるなら、両りよう腕うでを開いて待っていてくれるなら、遠えん慮りよなく飛び込んでしまえばいいんだと。

　肝かん心じんの三人に伝わっただろうか。真人がそっと目を向けると。

「……フン。馬ば鹿か馬鹿しい」

　アマンテは、ぶっきらぼうに言い捨てて、自身のコピーと向き合った。

　互いに腕組みして、尊大な態度で、しばし睨にらみ合って。

「あなたたちが、私たちだというのなら、わかるでしょう。理解しなさい」

『そうね。思う通りにしなさい』

　コピーアマンテ、さらにはコピーソレラとコピーフラテロも、薄うっすらと微笑ほほえみを浮うかべて消えていく。

　その場にいる全員が承認されたことにより、甘の字の扉とびらが開かれた。アマンテを先頭に、四天王の三人がさっさと扉へ向かっていく。

「え、ちょっと待てよ。お前らも甘えを受け入れたのか？　どうなんだ？」

「教えな～い。内ない緒しよだよ～。んふふ～」

「男は黙だまって、背中で語るもんじゃ」

「そうよ。これは私たち自身の問題だもの。いちいち説明する必要はないわ。ふんっ」

「そういうところこそ、うっかり説明してほしいんだけどな……」

　妙みように虫の居所が悪いアマンテを後ろから眺ながめて、ちょっと呆あきれて。とにかく真人たちも歩き出した。

　甘ったるい風が吹ふき付けてくる先に、魔ま神じんがいる。

















第五章　聖夜の奇き跡せきだとは思いたくない。これは、ある親子が自力で摑つかみ取った結末だ。









　ファンシーなお菓か子しの町から一変。甘の字の扉を抜ぬけた先は、魔ま術じゆつ的な幾き何か学がく模様で埋うめ尽つくされている空間だ。

　ここは世界から隠かくされた領域。魔神の御ご所しよ。

　途と方ほうもない広さの、底が見えないほど深い穴に、魔法円の地面が浮いている。

　周囲には、世界中から奪うばわれたクリスマスプレゼントが組み込まれた魔法円が漂ただよっている。ラッピングされた箱や包み、真ま々ま子こたちが用意したプレゼント入りの白い袋ふくろも。プレゼントを素材として、甘え成分の抽ちゆう出しゆつが行われているようだ。

　プレゼント魔法円から生成された、マシュマロ状の物体を、次から次へと口に放ほうり込んでいる者がいる。

　魔神マムモーネだ。

「あ、来た。どもどもー。いらっしゃーい。ゆっくりしていってねー」

　魔法円地面の中央。困こん惑わくした表情で正座しているサンタ真々子とＨＡＨＡＫＯの膝ひざ枕まくらに、べったりと寝ねそべりながら、魔神マムモーネがぶんぶんと手を振ってくる。

　額の一本角、背中の六枚翼つばさ、全身から溢あふれ出る力が物質化した装よそおい……魔神と化したモーネの姿をじっと見み据すえながら、真まさ人とたちは魔法円地面の端はしに立った。

「暢気に歓かん迎げいしてくれやがって……さて、どうするか」

「とりあえず言葉はわかるけど、話が通じる相手ではないわよね。ツリーのとこで大暴れして、四天王が、こてんぱんに……」

「やられていないわ。あれは私たちが手加減していただけよ」

　強気に言い張って、アマンテが細さい剣けんを構えた。

「魔神マムモーネ……言いたいことは、色々あるけれど……まずは、お返しよ！」

「おいっ！　まずは言いたいことから言えよ！」

　引き止めようとする真人の手をすり抜けて、爆ばく発はつ的な瞬しゆん発ぱつ力りよくで、アマンテが一気に魔神マムモーネへ迫せまる。「はぁっ！」問答無用で突つき出された、鋭するどい切っ先が……！

　ぴたっと、魔神マムモーネに軽くつままれて止まった。

　そして、ポキッと。プレッツェルでも折るように、簡単に折られた。

「なっ……そんなっ!?」

「何これ。おっそーい。遊んでるの？」

「なら威い力りよくで勝負じゃ。んゃっ」

　アマンテの体を目め隠かくしにして、死角から接近したフラテロが、飛び出すと同時に必殺正せい拳けん突づきを放つ。闘とう気きに包まれた拳こぶしで繰くり出す、クリティカル確定の一いち撃げきが……！

　ばさっと、一枚の翼の軽い羽ばたきで巻き起こった暴風に煽あおられて、当たることなく押し返された。さらに体まで。「んゃっ？」「ちょっと!?」おまけにアマンテまで一いつ緒しよに、まとめて吹き飛ばされた。

「ヤバい！　このままだと下に落ちる！……おいソレラ！」

「わかってるよ～！　超ちよう特急だよ～！」

　真人たちの頭上を越こえていった二人を、巨きよ大だい魔法書に乗ったソレラが全力で追いかけて。

　奈な落らくの底へ落ちる前に、ギリギリキャッチした。間かん一いつ髪ぱつだ。

「間に合いました！　よかったです！　自分が治ち療りようしてきます！」

「ついでに強化アイテムもガンガン使ってやってくれ！　出し惜おしみナシだ！」

　魔法円地面の端に降り立った四天王のところへ、ポータが大急ぎで駆かけていく。その背中を見送って、真人は剣を鞘さやから抜いた。

　ワイズも魔法書を出現させている。メディも、杖つえを軽く素す振ぶりして、準備ＯＫだ。

　真々子とＨＡＨＡＫＯの膝枕に、すりすりすりすり甘えていた魔神マムモーネが、真人たちの様子を面めん倒どう臭くさそうに眺めて、緩かん慢まんな動きで体を起こした。

「えー、何それー。戦う気満々じゃーん。なんでなんでー？」

「そっちの態度次し第だいだよ。母さんとＨＡＨＡＫＯさん、それからプレゼントも全部、大人しく返すっていうなら、とりあえず拳げん骨こつだけで済ませてやる」

「は？　返す？　ぷぷー！　何言ってるのか、わかんないよー。ここにあるのは全部、私のものだよ。プレゼントも、二人のママもね。……だよねー、真々子ママ？　ＨＡＨＡＫＯママ？」

　呼びかけに、サンタ真々子とＨＡＨＡＫＯがゆっくりと頷いた。

　困り果てている表情で、だ。

「あたしたちの時みたいに、無理やり操あやつられてる感じね」

「完全ではないようですが、あのお二人を同時に支配してしまうなんて……最上級クエストの隠しボスという肩かた書がきは、伊達だてではありませんね」

「どもどもー。私、強いでーす。でも一点だけ訂てい正せい。無理やり操ってるなんて、そういう言い方しないでほしいなー。私とママたちは、心からの甘えで繫つながっているんだから」

「そこはせめて愛情でつながっとけよ」

「ね、羨うらやましい？　どーしてもって言うなら、ちょっとだけ貸してあげてもいいよ？」

「馬ば鹿か言ってんなよ。……貸してるのは、こっちだっつーの！」

　真人は魔神マムモーネに向かって走り出した。ただしペースは抑おさえめで。

　どう攻せめるか、考えを巡めぐらせる。

「（まずは、母さんとＨＡＨＡＫＯを解放したい……そのためには……）」

　魔神マムモーネの目前まで迫った真人は、横よこ薙なぎの一撃を放つ。

　まずは威い嚇かくだ。相手が攻こう撃げきを回かい避ひして、二人の傍そばから離はなれてくれればと。

「んー？　何かなー？」

　魔神マムモーネは動かない。斬きってしまう。「おいっ!?」真人は慌あわてて攻撃を止めようとしたが、間に合わない。聖剣フィルマメントの研とぎ澄すまされた刃やいばが、魔神マムモーネの首に……！

　カーンと、弾はじかれた。

　防ぼう御ぎよ障しよう壁へきがあるわけではない。単純に、首の皮ひ膚ふ一枚さえ切れない。

「は？　ちょっ、なんだよその防御力は！」

「ごめんねー。私、本気で強いから……あ、そうだ。それ天空の聖剣だよね。こうしたらどうかな」

　六枚の翼を広げて、魔神マムモーネが空中に浮かび上がった。無防備な真々子たちがいる中心部を離れて、遠慮なく攻撃してみろと、軽く手招きしている。

「舐なめやがって！　だったらもう、本気でいくからな！　恨うらむなよ！」

　精神を集中し、気合いを込こめて、大上段に構えた剣を振ふり下ろす。勇者の一撃！　放たれた、本気の本気の、特大の斬ざん撃げき波はが……！

　くるっと背中を向けて、ぷりっと突き出された、魔神マムモーネのお尻しりに当たって、明後日あさつての方向へ弾き飛ばされた。

「お尻が割れちゃった。いやん」

「おいいいいっ!?　お前、そんなっ、ふざけやがってええええっ！　うがああああっ！」

　と、怒いかり狂くるって叫さけびまくる真人だったが。

　頭の中は冷静だ。この状じよう況きようは都合がいい。

「（ワイズ！　メディ！　今のうちに！）」

　真人が滅めつ多た矢や鱈たらに斬撃波を放つ、その陰かげで、ワイズとメディが密ひそかに動き出す。

　魔神マムモーネは、お尻で斬撃波を弾き飛ばすことに夢中で、二人に目が向いていない。今がチャンスだ。真々子とＨＡＨＡＫＯのところへ、こっそりと向かう……

「いやーん。えっちー……とか言いつつ、ちゃんと気付いてるよー。ほい、断頭ロンピー・ラ・台テスタ」

「ヤバい！　二人とも、止まれ！」

「「え？」」

　魔神マムモーネによる、呪じゆ文もん詠えい唱しようを無視した魔法攻撃が発動。ワイズとメディの頭上に、視界の端から端まで及およぶ長大な刃が出現した。

　そして落ちてくる。立ち止まってしまった二人は動けない。呆ぼう然ぜんと見上げたまま……

　首どころか全身を真っ二つにされる寸前、横から神速で駆け付けたアマンテが、その勢いのまま二人を抱かかえて魔法円地面を転がった。間一髪のところで回避だ。

「いたた……まあ助かったけど、もうちょっと優やさしくしなさいよ！」

「くっ……体に傷きず跡あとが残ってしまった時は、慰い謝しや料りようを請せい求きゆうしますからね」

「あなたたち、素す直なおに感謝しなさいよ！　まったく！」

　ワイズとメディを適当に転がして、アマンテが真人のところへ駆け寄ってくる。

「大おお好すき真人、ちょっといいかしら。思ったことがあるのだけど」

「奇き遇ぐうだな。俺もちょい思ったことがある。……今の、母さんとＨＡＨＡＫＯさんに近寄られるのを、嫌いやがったみたいだったよな」

「ということは、魔神マムモーネの異常な強さは、あの二人に関係しているのではないかしら」

「はい！　自分もそう思います！　わわっ！」

　声を上げたのはポータだ。ソレラとフラテロに支えられながら、おっかなびっくり巨大魔法書に乗って、空中からふわ～っと降りてきた。

「自分、鑑かん定ていしました！　魔法円の地面には、甘え成分を吸収して、モーネさんに送り込む効果があります！　真ん中の方に行くほど、その効果が強いみたいです！」

「さんきゅー、ポータ！　そうとわかれば！」

「どうするの～？」

「あんちゃん、どうする」

「……どうしたらいいでしょうか」

　真々子とＨＡＨＡＫＯを、魔法円の中心部から移動させたい。だが無敵状態の魔ま神じんマムモーネに邪じや魔まされる。詰つんでいる気がしなくもないが。

　そんな時、アマンテが真人の背中を強きよう烈れつに叩たたいた。

「どうにもならなくても、なんとかしてみせなさい。あなたたちは、ずっとそうしてきたのだから。甘えでも、親子の絆きずなでも、なんでもいいわ。母親を取り返してやりなさいよ」

　言葉が、真人の背中を強く押した。

「……一つ、いいか？」

「何かしら」

「まず俺が手本を見せる。そうしたら、次はお前らの番だ。そっちはそっちで、自分の母親を取り返せ。約束だぞ」

「はいはいわかったから、さっさと行きなさ……いえ待ちなさい！　誰だれが誰の母親よ！　勝手に決めないでほしいのだけど!?」

「今、『はい』って言ったよな！　絶対だからな！」

　摑つかみかかってくるアマンテを、ひらりと回避して。真人は剣を鞘に納めて、真々子を目指して一目散に駆け出した。

「くっ！　なんてお節せつ介かいな勇者なのかしら！」

「高火力で、お節介を焼きまくりとか、親子でそっくりよね。……んじゃ、まずは真人を援えん護ごするわよ！」

「そちらの三人も手伝っていただけますよね？　モーネさんを抑えるため、ということで」

「ふんっ！　そうね！　そういうことなら、仕方ないわね！」

「はいは～い。任せて～」

「ん。あんちゃんを助けちゃる」

「自分も、とっておきのアイテムを作って、お手伝いします！」

　ふんすーっと、やる気満々で鼻息荒あらいポータを見て、五人でくすっと笑い合って。

　いざ決死の援護。

「あれれ？　私のママに近寄ろうとしてる。ダメだよー？　それ以上、近付いたら許さない……」

「モーネ！　あんたの相手はこっちよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・爆ボムバ・球スフエラ！　さらに！　大アルト・爆ボムバ・球スフエラ！」

「からの～……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト竜巻・トルナード～！」

「んもー。魔法なんて効かないんだけどなー」

　ワイズが放った大玉エネルギー弾だんが二つ、魔神マムモーネに命中して大爆ばく発はつを起こした。余よ裕ゆうの宣言通り、ダメージは与あたえられないが。

　そこに竜たつ巻まきが発生し、爆ばく煙えんの風で包み込む。魔神マムモーネの姿が完全に見えなくなった。爆煙竜巻の内側はもちろん、視界ゼロだ。

「よしっ！　完全に決まった！」

「これなら真人君の方は見えないね～。時間稼かせぎくらいは～……」

「でーきなーいよー。こんちわー」

　暖簾のれんを軽くくぐるような気軽さで、竜巻の中から魔神マムモーネが顔を覗のぞかせた。災害級の凶きよう悪あくな暴風を浴びても無傷。呆あきれるほど無敵だ。

　すかさず、「大障壁アルト・バリエーラ！」呪文を唱え終えていたメディが、アマンテとフラテロに防御効果を付ふ与よした。近接戦せん闘とう係が緊きん張ちようの面おも持もちで戦闘に備える。

　と、その脇わきで。

「いい物できるかな？　いい物できるよ！　いい物……できたー！　皆みなさん、ちょっと我が慢まんしてください！」

　マスクを装着したポータが、ピーマンと謎なぞの液体を用いて、アイテムクリエイションを成功させた。出来上がったのは〝ピーマン・パフューム〟だ。

　ピーマンの成分が凝ぎよう縮しゆくされた香かおりが、竜巻の風に巻き込まれていく。

「あれ、何か変な臭においが……にっ、にがいいいいい!?　甘さが汚お染せんされるううううっ！　ピーマン嫌きらいいいいいっ！　うぎゃああああっ!?」

「ポータちゃんのアイテム、効果抜ばつ群ぐんね……」

「ワシらの出る幕がないのぅ……」

「自分、やりました！」ふんすーっ！

　嗅きゆう覚かくや味覚を執しつ拗ように攻められ、魔神マムモーネは竜巻の中で悶もだえ苦しんでいる。

　足止めは成功している。……その間に……







　真人は魔法円地面の中心部に到とう達たつした。

「頼たよりになる仲間たちに感謝だな。……さて」

　ひとまずＨＡＨＡＫＯの様子は落ち着いている。甘え成分を吸い上げる円の真ん中に正座して、きつく目を閉じ、何かに耐たえているようだが……真人には、そちらに気を配ってやれるだけの余裕がない。

　二振りの聖せい剣けんを手に、よたよたと、おぼつかない歩みで進み出てくる人がいる。

　真人は剣を抜ぬかない。

「はいはい。そう来ると思ったよ。操あやつられてるもんな」

「ご、ごめなさいね！　なんとかしようと、しているんだけど……！」

　サンタ真々子が、ぎこちない動きで、聖剣を握にぎりしめた両手を持ち上げた。

　母親に攻こう撃げきされる。

　心臓が凍こおり付いたかのような、最低最悪の感覚を味わったのも、つかの間。

　二本の聖剣が力いっぱい振られた。母なる大地と大海の力が発動する！

「くっ！……ん？　あれ？」

　数本の石せき刃じんが、にょきっと。十発程度の水弾が、ぴゅんぴゅんと。

　真人だけを標的として襲おそい掛かかってきたが、「あらよっと」軽いステップで余よ裕ゆう回かい避ひだ。

「なんだこれ。甘え成分を吸われまくって、力が出ないのか……いや、母さんだからな……たとえ操られていても、最愛の息子むすこにはやっぱ甘いのかもな。ったく」

　再びサンタ真々子が剣を振り上げた瞬しゆん間かん、真人は一歩踏ふみ出して、その両りよう腕うでを摑んで止めた。

　臆おく面めんなく、今なら言える。

「なあ母さん。俺はさ、このゲームを始めた頃ころは……まあ正確には、その前からなんだけど……母さんに悪態ばっかついてさ。なんか感じ悪い息子だったよな」

　そっと目を閉じると、思い出が溢あふれてくる。

　呼びかけられても、ろくに返事をしなかったこと。不満をぶちまけて、強く当たったこと。『親子の縁えんを切るぞ！』なんて言ってしまった時のこと。他ほかにも盛りだくさん。

　息子として、苦い苦い思い出だ。

「正直に言う。俺には、母さんを苦手に思う部分があったんだ。馴なれ馴れしく付きまとって、とにかく構ってくるところとかさ。……見た目もそうかな。本当に俺を産んだ親なのかって、疑いたくなるくらい若々しいところとか。悪い言い方だけど、この人は本当に人間なのかって、疑うことさえあった」

「マー君……」

　正直な言葉が、サンタ真々子の瞳ひとみを潤うるませていく。

　その涙なみだが零こぼれる前に。

「でもさ、ここまで母さんと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしてきて、母さんが一緒にいてくれたからこそ、色々なことを考えて……やっと気付いたよ。母さんは悪くない。悪いのは俺だった。自分の中にある感情と上手うまく向き合えなくて、勝手にむしゃくしゃして、母さんに八つ当たりしてただけだった。それでも母さんなら許してくれるからって、甘えてただけだった」

　真人は、こつんと、真々子の額に額を押し当てた。




「今まで、たくさん迷めい惑わくかけてごめん。それから、ありがとう」




　感謝の気持ちを多めに、ぐりぐりと、額にこすりつけて。

「母さんは、俺の母さんだ。俺が、母さんの息子だ。甘えさせるなら、誰よりも、俺だろ。しっかりしてくれよ」

　真人は母親を抱だき締しめた。

　現実世界からゲーム世界へ、旅立つ瞬間に抱いだいた想おもいを今、果たす。
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　優やさしく、気き恥はずかしさなんて乗り越こえて。

「（……母さんだな）」

　母親を感じて、抱き締め続ける。

　押さえていた腕は解放してしまったが、攻撃されるのも覚かく悟ごの上だ。目を閉じて、信じて、感じる。

　腕の中の母親は温かい……というか？

「ん？　なんか、温かいを通り越して……熱いっ!?　でもって眩まぶしいっ!?」

　じりじり焦こがされるような感覚に、真人が目を開けると、何も見えない。

「ちょぉっ!?　これ【母の光】なのか!?　おい母さん!?」

「そうよ。お母さんは、マー君のお母さん。マー君は、お母さんの息子よ」ピカーッ！

　何かわからないレベルの超ちよう発光体お母さんが、剣を捨てて、我が子の背中に腕を回し、しっかりと抱き締めた。

　喜びで究極進化した母親特とく殊しゆスキル【真・母の光】の効果で、魔神マムモーネによる行動支配が吹ふき飛ばされたようだ。

「元に戻もどったんだな！　よしっ、親子の絆の勝利！……じゃあ母さん、ちょっと離はなれようぜ！　もう充じゆう分ぶんだから！」

「いいえ。もっとこうしていたいわ。マー君が、あんなこと言ってくれるなんて……お母さん、もう嬉うれしすぎて、胸がいっぱいで……ううっ……」シュワー

「嬉しい熱量で、感動の涙が蒸発しちゃってるから！　ちょっと落ち着けって！……ああもう！　しゃーない！　このまま行くぞ！」

　水分の沸ふつ点てんを突とつ破ぱしている愛情温度に焼かれながら、とにかく移動だ。がっちり、くっついているサンタ真々子を、ズルズル引きずって、魔ま法ほう円えん地面の中心部から離れる。

　甘え成分の供給源にされていたサンタ真々子を救出した。

　その影えい響きようが即そく座ざに現れる。







「にがいいいいぃ……って、あれ？　わわっ!?」

　ピーマン臭しゆう竜巻の中で悶えていた魔ま神じんマムモーネが、不意にバランスを崩くずし、渦うず巻まく風に巻き込まれた。「ちくちくするー！」微び量りようだがダメージを受けているようだ。

「モーネが弱体化してるわ！……てことは！」

「真人君がやり遂とげてくれたようですね。お見事です」

「やっぱり真人さんはすごいです！　頼りになる勇者様です！」

　真人とサンタ真々子というか発光体が、ズルズル近付いてくるところを確かく認にんして、ワイズたちはそっと目を細めた。嬉しいというか率直に眩しい。

　そしてアマンテたちは。

「……大好真人は上手くやったようね」

「そうだね～。お手本を見せられちゃったね～」

「ワシはもう覚悟を決めとる。アマンテに任せるけぇ、好きにしたらええ」

「私に押し付けないでほしいのだけど。ふんっ」

　ソレラとフラテロに、指でつんつんされて、アマンテが無む駄だに不ふ機き嫌げんになっているが。

　遊んでいる場合ではない。竜たつ巻まきの中から魔神マムモーネが飛び出してくる。

「んもー！　なんなのこれ！　急に力が……って……あーっ!?　真々子ママ!?　なんで動いちゃってるの!?　ダメだよーっ！　今すぐ元の場所に戻してあげるから！」

「させないわ！……フラテロ、いくわよ！」

「ん」

　真々子めがけて急発進しようとする魔神マムモーネへ、アマンテが「せいっ！」フラテロを思いっきり投げつけた。人間ミサイルで対空攻撃だ。

　力を溜ためた小さな拳こぶしに、投げ飛ばされた勢いも載のせて、超必殺正せい拳けん突づき！

「んゃああああっ」

「何その気合い、可愛かわいいー！……って言ってる場合じゃなくて!?」

　魔神マムモーネが慌あわてて出現させた翡ひ翠すい色の盾たてに、フラテロの拳が叩たたき込まれる。

　命中と同時に、まさにミサイル級の威い力りよくが炸さく裂れつ。「ふぎゃっ!?」盾はあっけなく砕くだけ散り、魔神マムモーネが吹き飛ばされた。

　反動で飛ばされたフラテロは、ちょうどいいところへ飛んできたソレラの巨きよ大だい魔法書に、すたっと華か麗れいに着地だ。

「大当たり～。クリティカル連発～。今日は調子いいね～」

「ん。ポータの強化アイテムが効いとる。負ける気がせん」

　ぼんやりとした目に、強い自信と戦せん闘とう意い欲よくを込こめて、フラテロはすぐに身構えた。

　空中でもんどり打っていた魔神マムモーネが、六枚の翼つばさを大きく開いて状態を安定させた。まだ倒たおすには至らないが、ダメージはあるようだ。

　常に余よ裕ゆうを帯びていた甘ったるい表情が、不機嫌に歪ゆがんでいる。

「んもーっ！　ムカつくーっ！……こうなったら……！」

「ここぞとばかりに大おお技わざを放つのね！　ふふっ、お見通しよ！……賢けん者じやワイズ！　癒ゆ術じゆつ師しメディ！　すぐに防ぼう御ぎよ魔法を……！」

「もっともっと、甘えちゃうんだから！」

「え、何を言っているのかしら」

「甘えちゃうんだから！」

　二度言って、魔神マムモーネが力強く羽ばたいた。魔法円地面の中心部へ、猛もうスピードで飛んでいく。

　降り立った魔神マムモーネは、顔が酷ひどく青ざめているＨＡＨＡＫＯに、ぎゅーっと抱き付いた。

「ＨＡＨＡＫＯママ！　あの子たちがね、私をいじめるの！　もう許せないの！　だからね、もっともっと甘えをちょうだい！　もっとたくさん！　力を！」

「そ、そうなのね。それじゃ、たくさん甘えてちょうだい……もっと……うっ……」

　ＨＡＨＡＫＯの様子がおかしい。胸にすりすり、膝ひざ枕まくらにすりすり、魔神マムモーネが甘えるほど、苦く悶もんの表情を浮うかべて……

　次の瞬間、電波障害で映像が乱れるように、ＨＡＨＡＫＯの姿がブレた。

　ワイズたちと合流した真人は、我が目を疑った。

「なんだ今の……おい母さん！　俺にくっついてる場合じゃないぞ！　ちゃんとしろ！」

「そ、そうね。今のは、よくないわね。ＨＡＨＡＫＯさんが壊こわれちゃいそうだわ」

「ちょ真々子さん！　壊れちゃうって、どういうこと!?」

「そのままの意味よ」

　サンタ真々子は、真人の腕をそっと抱きよせて、悲しい表情を浮かべた。

「あのモーネちゃんに甘えられちゃうと、ものすごい勢いで力を吸われちゃうわ。体力がなくなって、抵てい抗こうできなくなっちゃうの。でも本当に大変なのは、そこじゃなくて……母親としての気持ち」

「母親としての気持ち？　どういうことですか？」

「本当の子供の前で、別の子を子供と呼んで、可愛がって、そのせいで、本当の子供がどんどん傷付いてくの……自分は一体、何をしているんだろうって、悲しくなって、つらくなって……だから……」

「心が壊れる、か……それ、絶対にヤバいな。ＨＡＨＡＫＯさんだからこそ、ヤバい」

　ＨＡＨＡＫＯには、アマンテたちを想う深い愛情がある。まだ一方的ながら、それはもう立派に、母親の気持ちと呼んでいいものだ。

　その気持ちこそが、今のＨＡＨＡＫＯを構成する核かく。

　壊れてしまえば、ＨＡＨＡＫＯが消える。

「真人さん！　大変です！　緊きん急きゆう事態です！　早くなんとかしないとですっ！」

「もちろんだ！……みんな、いくぞ！　とにかくモーネをＨＡＨＡＫＯさんから引き剝はがす！　まずはそこからだ！」

　真人の呼びかけに、サンタ真々子が、ワイズが、メディが、ポータが、力強く頷うなずいた。

　さらにソレラとフラテロも。巨大魔法書を展開し、拳に力を溜めて、魔神マムモーネへ攻こう撃げきを仕し掛かける準備を整えている。

　だが一人、アマンテが動かない。

「おいアマンテ！　何やってんだよ！」

「……何をしているのかしらね」

「はぁ!?　お前、ふざけてる場合じゃないだろ！　さっさと戦う準備をしろよ！　折れた剣けんでも、少しはなんとかなるだろ！　なあ！」

　怒ど鳴なりつけても、アマンテは動かない。足あし下もとをじっと見つめて、突つっ立っているだけだ。

「真人く～ん！　アマンテは放ほうっておけばいいよ～！」

「ん。つべこべ言っとる暇ひまはない。ワシが行くけぇ、援えん護ごを頼たのむ」

「ちっ……わかった！　ここはお前らの出番だ！　俺たちは援護に回る！」

　最後にもう一度、アマンテを睨にらみ付けて、ギリギリまで待つが、無駄だ。真人は駆かけ出した。

「んもー、鬱うつ陶とうしいなー……もう本気で潰つぶすよ」

　フラテロの急接近に気付き、魔神マムモーネが目つきを鋭するどくした。

　断頭台の刃やいばが降ってくる。「させるかよ！」真人がとっさに斬ざん撃げき波はを命中させ、落下を遅おくらせてフラテロを進ませようとするが、刃が増量。景気よくザクザクと降ってくる。進めない。

　魔神マムモーネの連続攻撃。翼を大きく開いた。暴風がくる。狙ねらわれているのは、ピーマン・パフュームを準備しているポータだ。「ふえぇ!?」「あらやだ！　ポータちゃんが飛ばされちゃうわ！」サンタ真々子がとっさに庇かばい、さらにワイズとメディの防御魔法で厳重に保護して耐たえている。

　防戦一方の中、密ひそかに、大きく回り込んで接近したソレラが、ＨＡＨＡＫＯをこっそり奪だつ取しゆしようと手を伸のばすが「バレてるよー！」「ええ～っ!?」失敗だ。翼の一煽あおぎで、一気に吹き飛ばされてしまった。

　そんな様子を、アマンテはただ眺ながめている。

「……何をしているのかしらね、私は」

　仲間たちが戦う姿を眺めて、魔神マムモーネに折られた細剣を眺めて。

　足が動かない。

「ソレラ……フラテロ……そんな必死になって……あなたたちはＨＡＨＡＫＯがいなくなったら困るの？　母親なんていなくても、私たちは生きていけるわ。絶対に必要というわけではないでしょう？」

　尋たずねたところで、聞こえるわけがない。

「……怖こわくないの？」

　正直で弱気な呟つぶやきも、誰だれの耳にも入らない。

「今まで散々なことをしてきた私たちを、受け止めてもらえると、受け入れてもらえると、本気でそう思っているの？　私たちとＨＡＨＡＫＯは所しよ詮せん、赤の他人よ？　大好真人たち親子とは違ちがうのよ？　私たちとＨＡＨＡＫＯをつなぐ、確かなものなんて、何もないというのに……」

　アマンテが深く項うな垂だれた、その時。

　ＨＡＨＡＫＯの全身が大きくブレた。

　ワイズたちの叫さけびを聞きつけ、アマンテが思わず目を向けると、ＨＡＨＡＫＯの胸むな元もとから小さな冊子が浮かび上がった。

「あれは……カジノの支配人から貰もらったとか言っていた……」

　母子手帳だ。猛もう烈れつに輝かがやき、周囲に波動を振ふり撒まいた。

　かつて天下一母道会で発生した現象さながらに、だが比べようもなく悲しく。

　最後を迎むかえるＨＡＨＡＫＯに走そう馬ま灯とうを見せるように、今日の日の思い出が、立体映像として映し出される。

　三人の赤あかん坊ぼうを恐おそる恐る抱だき上げるＨＡＨＡＫＯの姿。

　三人の子供と手を繫つなぎ、海辺の町を歩くＨＡＨＡＫＯの姿。

　仲良く散歩、と見せかけて、予防接種をする小しよう児に科か医院の前で、子供たちにガン泣きされて困り果てるＨＡＨＡＫＯの姿。

　三人の子供たちへ贈おくる、はじめてのプレゼントの包みを一つ、大事に抱き締しめて、幸せすぎてちょっと泣けてしまうＨＡＨＡＫＯの姿。

　親子の思い出。親子の積み重ね。

　そこに映っている子供たちは、もちろん。

「私たちとＨＡＨＡＫＯをつなぐ、確かなもの……あるじゃないのっ！」

　折れた細剣を放り捨て、両手で強きよう烈れつに頰ほおを叩いて、アマンテは走り出した。

　思い出を見つめる目から光が失われていくＨＡＨＡＫＯのところへ。一気に速度を上げていく。

「あなたたち！　道を開けなさい！　私がやるわ！」

「アマンテ！……ったく！　遅おせーよ！」

「あーもう面めん倒どう臭くさい！　こうなったら、みんなまとめて薙なぎ払はらっちゃうんだから！」

　業ごうを煮にやした魔ま神じんマムモーネが、ＨＡＨＡＫＯから離はなれた。暴力的な甘えオーラをまとい、その手に魔神の大おお鎌がまを出現させて、真人たちの方へ突っ込んでくる。

「力を補ほ充じゆうして強化されてる！　攻撃されたらヤバいぞ！　どうにかして止めないと！」

「マー君。お母さんに考えがあるわ。まずは、お母さんたちのプレゼントの袋ふくろを取り返してくれるかしら。お願いできる？」

「よくわからんけど、わかった！　とりあえず母さんを信じる！」

　周囲に浮ふ遊ゆうしているプレゼント魔法円の一つ、白い袋が取り込まれている魔法円に狙いを定めて、真人は斬撃波を放った。「頼むぞ！」斬撃波は鷹たかに変化し、ターゲットを回収して舞まい戻もどってくる。

　プレゼント袋を受け取ったサンタ真々子は、緑のリボンでラッピングされた箱を取り出して掲かかげた。

「お母サンタからモーネちゃんへ！　大切な想おもいを届けるわ！」

　それは、魔神マムモーネの母親になってくれた人、リーネからのプレゼント。

　込められている想いが、温かな光と言葉になって放たれる。

『モーネちゃんは、悪い魔神なんかじゃなくて、私の娘むすめ。ママは信じているわ』

「ママ!?　う、うん！　私は悪い魔神じゃないよ!?　いい魔神だよ!?」

　暴れまくろうとしていた魔神マムモーネが、慌あわてて取り繕つくろって、ピタッと動きを止めた。

　チャンスだ。

「今だよ～！」

「ん。急ぐんじゃ」

　巨きよ大だい魔ま法ほう書に乗ったソレラとフラテロが、最高速で魔法円地面の中心部に到とう達たつし、ＨＡＨＡＫＯをしっかりと抱き締めて飛び去った。

　すぐに魔神マムモーネが気付き、追いかけようとするが。

「追いかけちゃダメです！　えーい！」

　立ちはだかったポータが、ピーマン・パフュームの原液を撒いて、団扇うちわでぱたぱた。「ふぎゃあああっ!?」ピーマン臭しゆうのバリアに阻はばまれて、魔神マムモーネは進めない。

　そして。

「ほら馬ば鹿かマンテ！　しくじるんじゃないわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……攻昇サリーレ！　さらに！　攻昇サリーレ！」

「一つ貸しにしておきます！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……攻昇サリーレ！」

　ワイズとメディの支し援えん魔法を受けて、攻撃力を限界まで上じよう昇しようさせながら。

　アマンテが思い出映像の中を駆け抜ぬける。

「親子の絆きずなの力……もしも、私たちにも、あるのなら！」

　ＨＡＨＡＫＯとアマンテが、母と子が初めて手をつないだ、その瞬しゆん間かんの思い出に手を伸ばすと。

　まるでへその緒おのように、柄つか尻じりがリボンで結ばれている、二振りのサーベルが出現した。

　親の剣ジェニトーレ。子の剣フィーリオ。

　アマンテは、子の剣フィーリオを摑つかみ取り、魔神マムモーネの目前に踏ふみ込む。

「ちょっ!?　待って待って……!?」

「魔神マムモーネ！　返してもらうわよ！　誰を返せと言っているのかは、いちいち説明しないけれどっ！」

　振り下ろされた剣から放たれた衝しよう撃げき波はが、魔神マムモーネの体を突き抜けた。







　機能停止した魔法円地面の中心に、ＨＡＨＡＫＯが寝ねかされている。

　消しよう滅めつの兆きざしであったブレは止まったが、意識が戻らない。

「くそっ。回復魔法は効かないし、回復アイテムも効果ないし、どうすりゃいいんだよ。……なあ母さん。何かいいアイデアはないか？　もう母さんだけが頼みだ」

「そうね……甘え成分を吸われたり、すごく悩なやまされたりして、お母さんとしての部分が酷ひどく疲つかれている状態だから……マー君、ちょっと手伝ってもらえるかしら。試ためしにやってみたいことがあるの」

　サンタ真々子は、右手でＨＡＨＡＫＯの手を握にぎって、左手で、自身の肩かたをぽんぽんと叩たたいた。肩を叩いてほしいらしい。「よくわからんけど……じゃあ」とんとんとんとん。疲れが取れるように、お母さんの肩を優やさしく叩いてみると。

　仲良し親子スキル【親孝行】が発動。

　肩コリを解ほぐす効果は別として、孝行された親はとっても嬉うれしい。親孝行な子供がいてくれて本当に幸せ。

　サンタ真々子が感じている感覚が、つないだ手を通じてＨＡＨＡＫＯに流れ込んでいく。

「お母さんの気持ちを補充すれば、きっとよくなるわ」

「いや待て。流石さすがにこんなことでは……」

「うっ……あら？　とても幸せな感覚で満たされているわ。どうしたのかしら」

「目覚めるし」

　ＨＡＨＡＫＯがふと目を開けた。顔色も悪くない。「こんな簡単な親孝行で……」母親ってちょろい、とか言ってはいけない。

　サンタ真々子に支えられながら、ＨＡＨＡＫＯがゆっくりと体を起こした。辺りを見み渡わたすと、すぐ傍そばに真人がいて。

　少し離れた場所に、四天王の三人がいる。ＨＡＨＡＫＯを心配そうに見つめていたが、目が合った途と端たん、慌てて背を向けた。そぉ～っと振り返って、またすぐに背を向けた。

「モーネちゃんに抱き付かれた辺りから、記き憶おくが曖あい昧まいなんだけど……いつになく余よ所そ余よ所そしい態度ね。あの子たち、何かあったのかしら」

「大正解。何かあったんですよ。あったんですけどね……俺の口からは、いちいち説明できない感じです」

「私たちのお節せつ介かいは、ここまで。あとはアマンテちゃんたち自身に任せることにしたの。その方がいいと思うから」

「そう……だったら、データを収集して記憶を作成するのは控ひかえるわ。あの子たちの言葉を待ちましょう」

　ＨＡＨＡＫＯの表情は明るい。三人の態度を気にしつつも、消滅を免まぬかれて、こうして再び見つめることができる喜びを味わっているようだ。

　母親らしい横顔を眺めて、真人は安あん堵どのため息を吐ついた。

「母さんはＨＡＨＡＫＯさんに付いていてやってくれ。俺は、あっちの様子を見てくる」

「ええ、お願いね」

　真人はその場を離れて、魔法円地面の端はしへ向かう。

　そちらでは、武器を手にしているワイズとメディ、さらにピーマン・パフュームの瓶びんを握りしめているポータが、険しい表情で輪を作っている。

　輪の中心には、白目をむいた魔神マムモーネが、ひっくり返って死んだカエルみたいなポーズで倒たおれている。すごく情けない。

「こっちの状じよう況きようはどうだ？」

「相変わらずよ。ピクリとも動かないわ」

「呼吸をしていますから、ちゃんと生きているようですが……」

「目を覚ましたら、また暴れちゃうんでしょうか！　自分、心配です！」

「元のモーネに戻ってくれればよかったんだけど、魔神の姿のままだからな。最悪は、ピーマンの檻おりでも作ってもらって、どうにか外へ運び出すか……ん？　おいっ!?」

　不意に魔神マムモーネの体が浮うかび上がった。身構える真人たちの前で、直立姿勢になり、猛烈な光を放つ。

　額の一本角が消えていく。魔神の装よそおいが霧む散さんして、モーネ本来の服装に戻った。

　だが翼つばさは生えたままだ。蝙こう蝠もり型から、鳥の翼に変わり、色が金色に変化していく。

　そっと開かれた目も、黄金の輝きを放っている。

「わわっ！　モーネさんがピッカピカです！」

「なんだよ、これ……まさか、第二形態で、二回戦とか……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。もう戦わない。倒された私は、魔神としての過去を捨て去り、生まれ変わったの。今の私は、天使。甘えの天使アマエル」

「て、天使ですって!?　この子、真顔で言ってるわよ!?」

「噓うそだった場合は、黒歴史確定ですが、本当に転生したのですね!?」

「……うっ……」

　一応ちゃんと戦せん慄りつしつつ、ワイズとメディが余計なことを言うと。

　天使の微笑ほほえみに、じわじわと脂あぶら汗あせが浮かび、その目から、ブワッと涙なみだが溢あふれた。

「うう……真人くーん！　ワイズさんとメディさんが、いぢめるよー！　ふえーん！」

「おわっ！」

　天使モーネが、真人にぎゅーっと抱き付いて、胸にすりすりすりすり、甘えまくり。見た目はともかく、行動パターンは完全にモーネそのものだ。

「おいモーネ。お前、少なくとも頭の中は、元のモーネなんだな？」

「そうだよ！　私だよ！　というか魔神の時も、ずっと私だったよ！　なんだかそういうテンションになっちゃって！　倒されたら天使になる設定を利用して、別人のフリして、色々と誤ご魔ま化かして許してもらおうとした、小こ賢ざかしいＮＰＣだよ！　うえーん！」

「正直に全部しゃべったわね。その潔いさぎよさは評価するわ」

「ですが無罪放ほう免めんというわけにはいきません。刑けいの執しつ行こうを」

　メディは、ポータが手にしているピーマン・パフュームに手を伸のばした。

「うひいいいいっ!?　やめてやめて!?　ピーマンは勘かん弁べんだよーっ！……ねえ真人君！　許してよ！　たくさん迷めい惑わくかけちゃったことは謝るから！　ね！」

「んー……俺たちはともかく、世界中に迷惑かけたからなぁ……残念だけど……」

「噓でしょ!?　許してお願い！　私、なんでもするから！」

「ほほう、言ったな？」にやり

「え？……ま、まあ、なんでもするって、言ったけど……私、何やらされるの？　まさかとは思うけど……エッチなこととか!?」

　慌てて身を引いた天使モーネに、真人のいやらしい笑みが迫せまる！







「真人くーん。私の扱あつかい、おかしくないかなー」

「黄金スターを奪うばって、うっかり失なくしたお前が悪い。クリスマスイベントを終しゆう了りようさせないために、ちゃんとデコレーションやっとけよ」

「ぶーぶー」

「返事は『はい』だ。パーティする時になったら、食べ物も飲み物も届けてやるから、ちょっと頑がん張ばれ」

「はーい」

　巨大クリスマスツリーの頂点部分に、金色の翼を星形に広げた天使モーネを括くくり付けて。

　クリスマスイヴの夜だ。

　オフクロ山は明るい。ツリーに変化した木々が、色とりどりの輝かがやきを放っている。

　赤、緑、黄色。光を浴びた粉雪が色を変えながら、絶え間なく降ってくる。

　そんな雪に埋うもれてしまわないように、濡ぬれないように、魔神マムモーネの空間から回収したプレゼントを木こ陰かげに積んで。真人は軽く伸びをして、肩の凝こりを解した。

「これで最後。……それにしても、やっぱとんでもない量だな」

　見渡す限り、その先までも、全すべてのツリーの根元にプレゼントが山積みされている。

　世界中から吸い上げられたクリスマスプレゼントが、ここに大集結しているのだ。尋じん常じような数ではない。

「魔ま神じん撃げき破はに、プレゼントの回収まで。本当によくやってくれました。お見事です」

「真人君、お疲れ様。ちょっと一休みしましょうか」

「どーもです」

　シラーセと冥めい母ぼハハーデスがホットココアを持ってきてくれた。程ほどよい甘さが、疲れた体にじんわり染しみてくる。

「ホットココアで、ホッと一息。フフフ」

「ふざけないでください。真ま面じ目めな話をしていいですか」

「真人君がしたい話は、配送計画について、ね？」

「はいそうです」

　やや肌はだ寒ざむい風が吹ふき、二人分の冷たい視線を浴びたが、真人は我が慢まんした。

「計画は順調ですよ。ハハーデスさんとポータさんの鑑かん定ていスキルで、プレゼントの持ち主を特定して、届け先ごとに集積もしていただきました」

「あとは届けるだけ、なんだけど……おもちゃ屋は期間限定で、もう消失してしまったから、配送装置は使えないわ。私たちが自ら届ける以外に方法はない。ということで」

「……あれですか」

　真人がちらりと目を向けた先、巨きよ大だいクリスマスツリーの根元に、二台の大型ソリが用意されている。トナカイもセットだ。

「ぶっちゃけ、転送魔法の方が早いと思うんですけどね……」

「風情ふぜいというものをご理解ください。今日はクリスマスイヴですよ？」

「というわけで、プレゼントをお届けするのは、もちろん」

「お母サンタさんね」

　相変わらず、というか、今こそサンタ衣い装しようのサンタ真々子がさりげなくやってきて、真人の隣となりに並んだ。

　真人は、あらためて、コスプレしている母親を眺ながめて、軽く苦く笑しようした。

「はいはい。いいんじゃねーの。ちょっと露ろ出しゆつが多いところと、ネーミングセンスが気になるけどな。まあ及きゆう第だい点てんってことで」

「あら嬉しい。マー君が褒ほめてくれたわ。うふふ」

「ほほう。当初は、かなり嫌いやがっていたはずですが……随ずい分ぶんと成長なさったようですね。面おも白しろくない」ちっ

「シラーセさんのおふざけにも動じないほど、俺は成長しちゃいましたよ。はっはっは」

「あら、そうなのね……へぇ……」

　冥母ハハーデスが、プロデューサーとしての視線で、さりげなく真人をチェックしているが、さておき。

「お待たせー。こっちも用意できたわよ」

　配送要員の増員だ。目め隠かくし用のカーテンが設置されている特設パーティ会場から、ワイズ、メディ、ポータの三人が姿を見せた。

　三人もサンタコスチュームを着用している。小生意気、清せい楚そ、元気一いつ杯ぱい。三者三様のサンタガールが登場だ。

「おいおいワイズ。なんでソリじゃないんだよ。ふざけんなよ」

「はいはい。言われると思ったわよ。そっちこそ、ふざけんな」

「私としても、非常に残念なのですけど……プレゼントを受け取る側のお気持ちを考えると、やはりこちらが正解でしょうから」

「目を覚ました子に、見られちゃうかもしれません！　サンタさんがいいと思います！」

「なるほど。確かに。じゃあ仕方ない。ワイズもサンタで許可してやる」

「なんで真人に許可されなきゃいけないのか、意味わかんないんだけどー」

「そんなことより！　嗚あ呼あ、私の可愛かわいい娘むすめサンタさん！　その姿を、もっとお母さんに見せっ……とと」

　サンタポータに飛び付こうとしていた親おや馬ば鹿かハハーデスが、慌あわてて自制した。

　特設パーティ会場のカーテンが全開にされて、真々子同様に着き飾かざったサンタＨＡＨＡＫＯが出てくる。その後ろには、四天王の三人がいる。

　アマンテは虎とら柄がら。ソレラは骨ほね柄がら。フラテロは鮫さめのモチーフ。三人それぞれ、冥母ハハーデスが用意したサンタコスチュームを着用している。

　だが笑顔は一いつ切さい、見せず。

「このプレゼントを届ければいいのよね。それじゃ、さっさと始めるわよ」

　添そえられている地図をチェックして、プレゼントを巨大魔法書に山積みして、三人でさっさと飛んで行ってしまった。

　黙だまって見送るサンタＨＡＨＡＫＯの傍かたわらで、真人たちは呆あきれるばかりだ。

「まだあの調子なのか……」

「そ。着き替がえてる時も、ずーっとあの調子だったわ。不ふ機き嫌げんなのかなんなのか。黙り込んじゃって、ＨＡＨＡＫＯさんとは一言も口をきかないし」

「ＨＡＨＡＫＯさんを助けたこともそう。ハハーデスさんが用意した衣装を着ていることもそう。心境の変化は、間ま違ちがいなく起きているようですが……」

「ううぅ！　自分、じれったいです！　もっとこう、思い切って、素す直なおになったらいいと思います！　こういうことです！」

　サンタポータは素直に、お母さんに抱だき付いちゃう！　親馬鹿ハハーデスも、さあ抱き付いていらっしゃいと、両りよう腕うでを広げて！「おっと失礼」さりげなく割り込んできたシラーセに邪じや魔まされた。

　ポータ親子に猛もう抗こう議ぎされているシラーセは、放ほうっておくとして。

「あとはもう、アマンテちゃんたちの気持ち次し第だいよ。本人たちに任せましょう」

「そうだな。そうするって、決めたもんな。……よし、それじゃ俺たちは……！」

「プレゼントを届けに行きましょう。おー！」

「うん、まあ、母さんのことは認めたけど、そういう勇者ポジションを持ってかれるのは、やっぱ納なつ得とくいかないぞ」

　お母サンタとサンタガールと、男一いつ匹ぴき。出動だ……

「と、その前に。真人君も、ちゃちゃっと着替えましょう」

「真人君の分も、もちろん用意してあるわよ」

「え、マジですか！　なんだろなぁ！」







　ソリ一号車は、サンタ真々子チーム。サンタワイズ、サンタメディ、サンタポータと。

「……なぜだ……」

　雪ダルマの着ぐるみを着た、雪ダル真人が乗車。

　ソリ二号車は、サンタＨＡＨＡＫＯチーム。予定していた同乗者が、さっさと飛んで行ってしまったため、シラーセと冥母ハハーデスの二人がピンチヒッターとして乗車。お母サンタとなり、配達を手伝う。

「なぜだ……なんで雪ダルマ……サンタのお兄さんじゃダメなのか……」ずーん

「はいそこ。ぐだぐだ言ってないで、スマイル。夢を届けに行くんだから、笑顔が大事よ」

「マー君、みんな、準備はいいかしら。出発するわよ」

　操縦者のサンタ真々子が、チリリンとベルを鳴らすと、ソリを引くトナカイが走り出した。雪を蹴けった蹄ひづめが、冷たい空気を踏ふみしめ、空へと駆かけていく。

「わぁ！　飛んでます！　自分たち、飛んでます！」

「かなりの速度ですけど、寒さを感じませんね。高い保温効果がある母親特とく殊しゆスキル【母の温ぬくもり】のおかげで、とても快適です」

「それでは皆みなさん、また後程。……ハイヨー、シルバー！」チリリリリンッ！

「シラーセさん!?　そんな昭しよう和わ中期のネタというか安全運転できゃああああっ!?」

「ハハーデスさん。気を付けて。落下したら助からない高さよ」

　大切な想おもいが詰つまったたくさんのプレゼントと、笑い声と、少々の悲鳴を載のせて。南西へ、南東へ、二台のソリが二手に分かれて飛んでいく。向かうのは、世界中の町や村。

　枕まくら元もとに靴くつ下したを置いて、子供たちがぐっすり眠ねむっている部屋の、その隣。

　用意したプレゼントを失って途と方ほうに暮れている、親たちの部屋だ。







　カーサーン王都の、とある家。

「とにかく、別のプレゼントを……ダメだわ。お店はもう閉しまっているから、新しく買うことはできない……このままだと、子供に何も……どうすれば……」

　一人の母親が、窓を開けて空に願う。

「もしもこの世界に、サンタクロースがいるのなら……私の子供に、プレゼントを届けてちょうだい！　どうか、お願いよ！」

　言葉が、冷たい風の中に消えていった。

　母親はもう大人だ。サンタクロースなんているわけがないと、わかっている。藁わらをも摑つかむ思いで、つい口走ってしまっただけ。母親は情けなく笑って、窓を閉めようとした。

　その時だった。

「……あら？　何かしら」

　シャンシャンと、軽かろやかに鳴る鈴すずの音が、徐じよ々じよに近付いてくる。外からだ。まさかと思いながら、窓を押し開けると。

　見上げた空から、大きなソリがトナカイに引かれてやってくる。

　ソリに乗っているのは、プレゼントの山と、サンタクロースたちだ。あと雪ダルマ。

「えぇっ!?　あなたは、真々子さ……！」

「しー。子供が起きちゃうわ。こっそりね」

　お母サンタが荷台に目配せすると、雪ダルマとサンタガールたちが動き出す。「この家のは……」「ああ、これじゃない？」男の子用にラッピングされている、青いリボンのプレゼント箱をピックアップ。

　お母サンタから母親へ、プレゼントが手て渡わたされる。

「これで間違いないかしら」

「ええ！　そうよ、これよ！　私が買って、子供に……いいえ、そうじゃないわね……これが、これこそ、サンタクロースからのプレゼントよ！」

「うふふ。そうね。『サンタさんからよ』って、胸を張って言ってあげてね」

　お母サンタは、軽くウィンクして、ベルを鳴らした。トナカイが走り出し、ソリが空へ戻もどっていく。次の届け先へ出発だ。







　同じ頃ころ、別の村でも。

「あえてこのような配達方法を取る必要は、ないと思うのですが。どういうことでしょうか。スピードを出しすぎた私への意い趣しゆ返がえしでしょうか」

「伝統を重んじているだけよ。……ＨＡＨＡＫＯさん、下ろしていいわ。まずは慎しん重ちように」

「わかったわ。まずは慎重に」

　空に停車したソリから、プレゼントを抱かかえたお母サンタが一名、白い手で吊つり下げられて、煙えん突とつの中に降下していく。

　しばらくすると、煙突の中から話し声が聞こえてきた。「プレゼントお届けのお知らーせです」「ど、どうも……？」一言二言、やり取りが交かわされて、白い手がくいくいっと引っ張られる。プレゼントの受け渡わたしが完かん了りようした合図だ。

「上手うまくいったみたいね。それじゃＨＡＨＡＫＯさん、思いっきり引き上げて」

「思いっきりね。わかったわ。せーの」

　ぐいんっと引き上げると、ごんっ、がんっ、ずずずずっ、と非常に痛そうな物音がして。

　煙突の中から、クリスマス仕様の棺かん桶おけが一個、強引に引き上げられた。

「ふふ。とてもすっきりしたわ」にっこり

「ハハーデスさん……あなたもなかなか、いい性格をしているわね」

　お母サンタ同士の戦いを繰くり広げながら、二号車も次なる届け先へ向かう。







　そして、海辺の町でも。

「この町は、今の家で最後かしら」

「だね～。プレゼントは一つも残ってないよ～」

「ん。終しまいじゃ」

　巨きよ大だい魔ま法ほう書に乗った、三人のサンタガールが、海岸沿いの空を飛行している。

　聖夜の町は静かだ。巨大な塔とうの外がい壁へきに施ほどこされたイルミネーションだけが、チカチカと、せわしなく点てん滅めつしている。

「……組織の活動をしたのは、ここが最初だったわね」

「あ～、そういえばそうだね～。タワーダンジョンを制せい覇はすれば～、願いを叶かなえてもらえるからって～、誰だれかさんが一人で突つっ走って～、作戦失敗したんだよね～」

「ん。泣きながら、助けてくれと連れん絡らくしてきたのぅ」

「そんなことをした覚えはないわよ。ふんっ」

　どこか懐なつかしむ様な視線が、鮮あざやかな塔に注がれている。

　巨大魔法書は徐々に飛行速度を落とし、停止した。

　イルミネーションを浴びながら、誰も口を開かない時間がしばらく続いて。

「私はね～、もう決めたよ～」

「ん。ワシも腹をくくった」

　ふと、二人が言った。

「……これまで自分が、心から信じてしてきたことを、否定して、捨てることになるわ。それでいいの？」

「なるほど～、そういうこと気にしてたんだね～。真ま面じ目めだね～。……でもさ～、否定するとか～、捨てるとか～、ちょっと違ちがうんじゃないかな～」

「ん。ワシらみたいな感覚は、誰にでもある。誰もみんな、そのまんま持って、子供やれとる。母親に受け止めてもらえばええ。あんちゃんが言っとった」

「……そうね。そうだったわね。やれやれだわ。この期ごに及およんで、大好真人の言葉に気付かされるなんて、非常に不満なのだけど。……だったら」

　一人は、苦い思い出の場所へ、虎とらのように獰どう猛もうな顔つきを向けて。




「私は反はん抗こう組織リベーレ四天王の一人、母に反逆せし者、母ぼ逆ぎやくのアマンテよ！」




　凜りんとした声で名乗りを上げた。

　次の一人は、いきなりの名乗りに驚おどろきながらも、蕩とろけた瞳ひとみで、楽し気に海を眺ながめて。




「反抗組織リベーレ四天王の一人、母を侮あなどり蔑さげすむ者、母ぼ蔑べつのソレラだよ～！」




　の～んびりとした声で名乗った。

　最後の一人も、ぼんやりとした目で空を見上げて。




「反抗組織リベーレ四天王が一人、母を力で脅おびやかす者、母ぼ脅きようのフラテロじゃ」




　ぽつりと名乗った。

「今まで背負ってきた二つ名だけ、ここに置いていくわ。……行きましょう。届けなければいけないプレゼントがあるから」

　すっきりとした表情のサンタガールが三人、世界の果てを目指して飛んでいく。







　時は経たち、深夜。

　プレゼントの配達を終えた真人たちは、その頂点部分で天使モーネが眠りこけている巨大クリスマスツリーに再び集まった。

　特設パーティ会場の大ソファに、仲間と並んでどっかり腰こしを落ち着けたら、もう動けない。真々子が運んできてくれたホットミルクに手を伸のばす力もない。

「みんな、お疲つかれ様。マー君、お隣となりいいかしら」

「どうぞ座ってくれ。母さんもお疲れ。なんとか届けられたけど、やっぱ時間がかかったな。……おい右の人。今、何時だよ」

「わかんない。さらに右の人に聞いて。あたしにわかるのは、とりあえず眠いってことだけよ。……ふわぁ～……」

「ワイズさん、はしたな……ふわぁ……な、なんということでしょう……」

「ぷぷー。メディだって、大口開けて、あくびしてるしー。あと真々子さんも」

「あらやだ。見られちゃったわね。うふふ。今日一日、色々あって、大変だったものね。……ポータちゃんも」

　真人たちは元の装備に着き替がえているが、ポータはまだサンタガールのままだ。着替える前に、睡すい魔まに負けて、二人掛がけソファに、ぱたっと倒たおれてしまった。冥めい母ぼハハーデスの膝ひざ枕まくらでむにゃむにゃしている。

　子供はもちろん、母親もお疲れだ。特に、食しよく卓たくテーブルに突っ伏ぷしているシラーセ。普ふ段だんの冷静な表情が崩くずれて、目をしょぼしょぼさせている。

「シラーセさん、目つきが怖こわいですよ……」

「流石さすがに疲ひ労ろうが……ですがご安心ください……眠ねむりに落ちる前に、堀ほつ田たさんに、何か仕返しを……ポータさんをくすぐり起こしてやりましょうか……」じー

「させるものですか！　この寝ね顔がお、絶対に守るわ！」しゃーっ！

「むにゃ……お母さんの声……わわっ！　自分、寝ちゃってました！」

「起きちゃったの!?」

「自分の大声で起こすとか、何やってんですか……まあいいですけど」

　このままソファに沈しずみ込んで、眠ってしまいたいところだが、「よいしょっと」真人は強引に体を起こした。眠るわけにはいかないのだ。

　アマンテたち三人が、まだ戻ってこない。

　ＨＡＨＡＫＯが雪原に立ち尽つくして、ひたすら待っている。頭や肩かたに雪を積もらせながら、プレゼントの包みを抱だき締しめて、遠くの空をじっと見つめている。

「（何やってんだよ……まさか、戻ってこないとか……ないよな？）」

　そう信じるしかない。

　不安を吹ふき飛ばそうと、せめて明るく、賑にぎやかくおしゃべりしていた真人たちだったが、口数が徐じよ々じよに減っていった。そうして静かになった。

　もう誰も、何も言えない。

　暖だん炉ろにくべた薪まきが弾はじけた。

　雪が降る。

「……ぁ……」

　その時、ＨＡＨＡＫＯが小さく声を零こぼした。

　降る雪の向こうから、待ちに待った巨大魔法書が飛んでくる。

「うわ～ん！　やっと辿たどり着けたよ～！　長かったよ～！」

「悪いのはアマンテじゃ。寄り道せんかったら、こんな遅おそくはならんかったけぇの」

「いちいち説明する必要はないけれど、大事な準備をする必要があったのだから、仕方ないでしょう！　大目に見なさい！」

　泣いたり、呆あきれたり、いちいち説明して怒ど鳴なったり。出発前の素っ気ない態度とは打って変わって、普段通りの賑やかな三人だ。ちゃんと三人いる。

　真人は安あん堵どして、だいぶ温ぬるくなったホットミルクで喉のどを潤うるおした。

「心配させやがって……一言、文句を言ってやらないとな」

「マー君、待って」

　真人がソファから立ち上がろうとすると、真々子がそっと腕うでを摑つかんで制してきた。優やさしく微笑ほほえみ、小さく首を横に振ふっている。

　真人の右サイドでは、「ここで出ていくとか、ないわよね」「空気を読みましょう」ワイズとメディが、くすりと笑って、寝たふりを開始した。

　ポータは本当に寝落ちしてしまったようだが、シラーセと冥母ハハーデスも目を閉じて、聞き耳だけ立てている。

「……野や暮ぼな勇者で、どうも失礼しました」

　真人も、そぉ～っと引き寄せようとする真々子に抗あらがいながら、背もたれに頭を預けて目を閉じた。

　アマンテ、ソレラ、フラテロ。三人が巨大魔法書から飛び降りて、ＨＡＨＡＫＯの前に並んだ。

　ＨＡＨＡＫＯは、どう呼びかけようか、迷った末に、口を開いた。

「おかえりなさい」

「……ただいま」

「ただいま～！」

「ん。ただいま」

　ありふれた挨あい拶さつを交かわしただけだ。

　たったそれだけのことで零れそうになった涙なみだを堪こらえて、ＨＡＨＡＫＯは一歩、アマンテたちに近付いた。

「お疲れ様。大変だったわね」

「別に？　私たちにかかれば、これくらい余よ裕ゆうよ」

「あらあら、すごいわね。……寒くなかった？」

「平気だよ～。服が温かかったし～」

「そう。ならよかったわ。……それじゃ、えっと……疲れてない？」

「ん。疲れとらん。アマンテが言ったじゃろ。余裕じゃった」

「そ、そうね。同じことを二回、聞いちゃったわね」

　アマンテたちは、笑顔を浮うかべたりはしないが、とても自然体で受け答えしている。

　気を良くしたＨＡＨＡＫＯはもう一歩、近付いた。

　だが次が思い付かないようだ。何度も口を開くが、言葉が出てこない。

　アマンテが軽くため息を吐ついて、ちらりと、ＨＡＨＡＫＯが抱き締めている包みに目を向けた。

「それは？」

「え？　ああ、これは、あなたたちへのクリスマスプレゼントよ。気に入ってもらえるかどうか、わからないんだけど……」

「へ～。なんだろな～。開けてみていいかな～？」

「え、ええ、もちろんよ」

　ＨＡＨＡＫＯが緊きん張ちよう気味に差し出した包みを、アマンテが受け取り、丁てい寧ねいに開かい封ふうした。

　一冊のアルバムだ。

　ページを開くと、ＨＡＨＡＫＯに抱かれている赤ちゃん四天王の顔写真から始まり……三歳の頃ころ、児童の頃……さらには反抗組織として活動していた頃のもの。真人たちやＨＡＨＡＫＯとの戦せん闘とう風景を写した写真もある。

「いつ、どうやって撮とったんか、わからん写真まであるのぅ……」

「これは【親子アルバム】といって、特定の人物の生活風景を自動的にキャプチャーして、アルバムに収めてくれるものなの。天下一母道会の優勝賞品だったレアアイテムで、真々子さんが持っているものを複製して……」

「とにかく～、これがプレゼントなの～？」

「え、ええ、そうなの。私たちに必要な、その……おや……の思い出を……これで保管して、共有できたら素す敵てきだと……そう思って……」

「なるほどね……だったら」

　アマンテはアルバムを閉じて、ぶっきらぼうに、ＨＡＨＡＫＯに突き返した。

「え？……そ、そうね！　こんなの、気に入らないわよね！　ごめんなさ……！」

「そうじゃなくて。これは、子供じゃなくて、母親の持ち物だと思うの。だから、あなたが持っているべきよ」

「ええ、わかったわ！　母親の持ち物だから、私が……え？」

　ＨＡＨＡＫＯが呆ぼう然ぜんとして、見つめ返すと。

　アマンテたちは顔を逸そらして、冥母ハハーデスに目を向けた。

「マスター、いいえ、堀田佐さ央お理り！　聞きなさい！　私たちはもう、あなたを恨うらんでいないわ！」

「色々あったけどね～。でも～、それ以上に～、色々してもらったからね～。このクリスマスイベントも含ふくめてね～」

「利用してくれたおかげで、ワシらは今、こうしてここにおる。それでええ。むしろ感謝しちゃる」

「だけど！　私たちは、あなたを生みの親だとは思わないわ！……私たちが母親と呼ぶ存在は、一人で充じゆう分ぶんだから！」

　呼びかけられた冥母ハハーデスは、思わず目を見開き、唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。そのまま何度も何度も頷うなずいた。詫わびるように。感謝するように。

　そうして、アマンテたちは再びＨＡＨＡＫＯへと向き直った。

「ＨＡＨＡＫＯ。私たちからも、プレゼントがあるわ。受け取りなさい」

　アマンテ、フラテロ、ソレラ。三人はごそごそと、懐ふところを探さぐって。

　取り出したリボンを自身に巻き付けて、蝶ちよう結むすびした。

　それで、だ。

　ＨＡＨＡＫＯは相変わらず呆然としている……
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「ちょ、ちょっと！　わかりなさいよ！　私たちという子供を、プレゼントすると言ってるのよ！　いちいち説明させないで……っ！」

　刹せつ那な、アマンテたちは三人まとめて、母の腕に、無我夢中で抱き締められた。柔やわらかくて温かい母の胸に押し付けられて、最後まで言わせてもらえなかった。

　薄うす目めを開けて眺ながめていた真人たちは、再び目を閉じた。

　クリスマスイヴの夜、というか、もうクリスマスになってしまったかもしれないが、そんなことはどうでもよくて。

　最高にいい夢を見られそうだった。

















エピローグ









　クリスマスの朝。

　カーサーン王都は真っ白に染まり、あちこちの家から子供の歓かん声せいが響ひびいてくる。目を覚ましたら、なんと枕まくら元もとにプレゼントがある！

　くれたのは？　もちろんサンタクロースだと、笑顔で答えた親たちが、そっと窓の外を見つめた。

　商業都市オカンヤーデは雪が降らない。だが、聖なる日の雪よりも格段に眩まぶしい、白銀のチップが空で舞まい踊おどっている。カジノ店によるクリスマス演出は大好評だ。

　老支配人の温和な微笑みに、激甘設定の予感を覚えて、親子客が息せき切って店内に駆かけ込んでいく。……ただし各ゲームの当選確率は据すえ置きという。

　雪が積もったミーマの町では、サンタクロースに扮ふんした警備兵によるクリスマスパレードがスタートした。クリスマスツリーが設置された天下一母道会の会場から、大通りを抜ぬけて、散開して町の隅すみ々ずみまで。町を巡めぐって、いい子にお菓か子しのプレゼントを配っているのだが……

　白いお髭ひげの隊長警備兵に、パワフルな獣じゆう人じんの子供たちが無む邪じや気きに飛び付いて、プレゼントどころか手足まで千切って持っていきそうだ。獣人のお母さんが、真っ青な顔して止めに入っている。

　海辺の町チャンカーでは、今まさに、港町ならではの催もよおしが開始される。

　デコレーションされたタワーダンジョンに見守られながら、水着に着き替がえた親と、クリスマス仕様の褌ふんどしを引き締しめた荒あらくれ保育士たちが、極ごつ寒かんの海に飛び込んだ。海底に沈しずめられたプレゼントを回収し、海岸で待つ子供たちのところへ駆け戻もどってくる。

　豊漁と、子供の健すこやかな成長を願うお祭りである。まあ風習というやつは色々である。

　そして。

　世界の果て。オフクロ山の山頂付近。

　天使モーネが飾かざられた巨きよ大だいクリスマスツリーが、世界で最も尊い輝かがやきを放っている。

「真まさ人とくーん。あのさー、私さー、いつまでこうしてればいいのかなー」

「もうちょっとの辛しん抱ぼうだ。昼過ぎになったら、自動的にイベント終しゆう了りようの流れになるらしいからさ。……悪いことしたお詫びを、ちゃんとできたら、ご褒ほう美びにたくさん甘えさせてくれるって、リーネさんが言ってたぞ」

「ママが!?　やったー！　最高の時間が私を待ってる！　じゃあ私、もうちょっと頑がん張ばるよー！」

　というわけで、甘えの天使に見守られながら、クリスマスパーティだ。

　特設パーティ会場の食しよく卓たくに、今日のための特別な料理が並べられている。丹たん精せい込こめて作られたオードブルに、ローストチキンに、クリスマスケーキ。……朝から重いなぁ、などと思うのは、胃腸が弱っている大人だけ。子供たちは大喜び。

　なお料理は十二人分。

　会場に集まっているのは、真人、真ま々ま子こ、ワイズ、メディ、ポータ、冥めい母ぼハハーデス、シラーセ。あと天使モーネで、計八名。

　いただきますは、後回しだ。

　つまみ食いしようとして、冥母ハハーデスに手を叩たたかれたシラーセが、一同を見み渡わたして告げる。

「では、時間潰つぶしということで。お子さんたちは、お待ちかね、プレゼント開封タイムで盛り上がってください。どうぞ」

「「「「「おー！」」」」」

　真人たちは、それぞれ母親から贈おくられたプレゼントを手に、ソファに集まった。微笑ほほえむ真々子たちに見守られながら、開封の儀ぎである。

「それじゃ、誰だれからいく？」

「誰からにしましょうか。とりあえず、ワイズさんについては、最後がいいかと思いますけど。どう見てもオチですから」

「なんでオチなのよ！……くっ……まあ、理由は一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだけど」

「それじゃ、自分から開けていいでしょうか！　自分、もう我が慢まんできません！」

　辛抱たまらんポータが、ピンクリボンの可愛かわいらしい小箱を開けた。

　中に入っていたのは、クリスマスカラーの鍵かぎだ。

　鍵は鍵だが、なんの鍵だろうか。ポータは小首を傾かしげて、冥母ハハーデスをそっとうかがうが、微笑むばかりで返答はない。だったら。

「鑑かん定ていします！……むむむ……これは、使うと何かが出てくる鍵です！　広いところで使った方がいいみたいです！　自分、使ってみます！」

　ポータは雪原に飛び出して、何もないところに鍵を突つき出し、回した。

　すると目の前に、ポータどころか真人さえすっぽり入れそうなサイズの宝箱が出現して、パカッと蓋ふたを開けた。

　宝箱には、ぬいぐるみ、服や靴くつなど、女の子向けのプレゼントがぎっしり詰つまっている。

「わわっ！　たくさん入ってます！……お、お母さん！　自分、こんなに貰もらっていいんでしょうか！」

「もちろんよ。私が愚おろかだったせいで、大きくなってからは一度も、クリスマスプレゼントをあげていなかったから。この機会に、その分を全部、プレゼントするわ」

「お母さん……自分、すっごく嬉うれしいです！　お母さーん！」

「我が愛いとしの娘むすめよーっ！」

　ポータ親子が、涙なみだながらに、ひしっと抱だき合った。心温まる親子の風景がそこに。「なんて可愛いのかしら！　ハァハァ！」「お、お母さん……？」頭が温まりすぎて、親の眼鏡が真っ白だ。温かい。

　お次は。

「私も開けますね。……あら？　これは……」

　メディが、青いリボンの上品な箱を開けると、繊せん細さいな細工が施ほどこされたカチューシャと、メッセージカードが入っている。

【愛する娘へ。身も心も美しくありますように。鎮ちん静せい効果がある装備品を贈ります】

　やや文字のバランスが微び妙みようだが、以前よりも少し上達した直筆で、そう書いてある。

「お母様……鎮静効果、ですか……ふふふ。ありがとうございます」……ゴゴゴゴ……

「メディ！　今すぐ装備しろ！　それ今こそ必要な装備品だ！」

「ていうか、それゲーム世界のアイテムじゃなくて、普ふ通つうに高そうなアクセじゃない？」

「言われてみれば、そうですね……まったくもう。お母様ったら。ご冗じよう談だんを」

　メディは、プレゼントされたカチューシャを身に付けて、とても素す直なおな微笑みを浮うかべた。母親の愛と茶目っ気が込こめられたそれには、子供の心を穏おだやかにする効果が充分あるようだ。

「メディママさんの作戦に、まんまとハメられた感じだな。やってくれるぜ、母親。……さてと、それじゃ……」

「待って真人。次は、あたし。絶望するなら早い方がいいわ。立ち直る時間が必要だから」

「悲しい覚かく悟ごだな」

　さあワイズの番だ。プレゼントを手に、天を仰あおぎ、どんなことが起きても耐たえられる精神を構築して……新聞紙と赤ビニールテープのラッピングをビリビリに破いた！

　震ふるえる手で、蓋を摑つかんで、「南な無む三さん！」一思いに開けてみると！

　空っぽ。

「くっ……あの馬ば鹿か親ああああっ！　ふざけんなああああっ！」

「流石さすがは夜の女じよ帝ていこと和かず乃のさん。娘に容よう赦しやない……いや待て。ワイズ、よく見ろ」

「何度見たって、箱の中には何も入ってないわよっ！　うがああああっ！」

「そっちじゃない。蓋だ」

「……へ？」

　怒いかりで握にぎり潰つぶされそうな蓋の内側に、ブランドのロゴ入りイヤリングが、テープで貼はり付けられている。

【玄げん夜やの部屋に勝手に入って、雑誌見たわよ。他ほかにも丸付けてあったけど、一番安いので】

　ボールペン書きの文字も添そえて。

「ちょっ……勝手に部屋に入って見るとか、何してくれてんのよ……ったく……」

「もっと他に言うことがあるんじゃねーの？」

「素直じゃありませんね。ふふふ」

「う、うるさいわね……ったく……不意打ちはやめなさいよ……ったく……」

　ぶつぶつ文句を言いつつも、手にしたイヤリングをじっと見つめて、自おのずと笑顔になってしまうワイズだった。

　さて。

「最後はマー君ね。喜んでもらえるといいけど」

「俺もそう願ってる。……さて、中身はなんだろな……」

　さりげなく隣となりに座った真々子に見つめられながら、いざ開かい封ふう。「母さん、こんなスキル持ってたのか……」真人のデフォルメイラストが描えがかれている、細長くて軽いプレゼントを開けてみると、中身は。

　やや高級そうな、一本のネクタイだ。

「ネクタイ？　なんでネクタイ？　いや、嬉しくないわけじゃないけど……このプレゼントは、完全に予想外だぞ」

「そろそろ用意しておいた方がいいかしらねって、ちょっと思ったの。どうかしら」

「これは驚おどろきました。予知能力でしょうか」じーっ

「やっぱり真々子さんは侮あなどれないわね……」じーっ

「うわ。なんですか急に」

　背後から、ぬぅっと、シラーセと冥母ハハーデスが覗のぞき込んできた。何か呟つぶやきながら、とても興味深そうにネクタイを見つめているが、ちょっと意味がわからない。

「と、とにかく……母さん、ありがとな。使う機会があったら、絶対に使うから」

「ええ。そうしてもらえたら嬉しいわ」

「ということで、プレゼント開封タイムは、以上で終了となったわけですが……困りましたね」

　オードブルの唐から揚あげを、こっそりつまみ食いして、シラーセは雪原の方へ目を向けた。

　さらにもう一つ、つまみ食いしようとした手を、みんなで捕つかまえて、真人たちも目を向ける。

　ＨＡＨＡＫＯ親子が、まだ姿を見せない。

「……もしも、水みず臭くさいことを考えてるようなら、放ほうっておけないな」

　真人の呟きに、全員が頷うなずいた。







　留守番を申し出たシラーセと、つまみ食いを阻そ止しする係を申し出た冥母ハハーデスを、その場に残して。

　真人たちはソリに乗り、最初に来たルートを逆ぎやく戻もどりする。過か酷こくな雪原を飛び越こえて、扉とびらを抜ぬけ、カーサーン王都付近の高台にある転送ポイントに到とう着ちやくした。

　思わず足がすくむ高さから、辺りを見渡してみると……遠くに、王都を背にして去っていく四人の人ひと影かげが見えた。

「むむむ、あれは……間ま違ちがいありません！　ＨＡＨＡＫＯさんたちです！」

「でしたら、魔ま法ほう攻こう撃げきで足止めしましょう」にっこり

「ちょっとくらい、お仕置きしていいわよね！……スパーラ・ラ・マジーア……」

「やめろって」

　真人たちは高台から駆かけ下りて、大急ぎで後を追う。

　やっとのことで追い付くと、ＨＡＨＡＫＯが幸せ一いつ杯ぱいの微笑みを浮かべて振ふり返った。

　ソレラとフラテロも、とろ～んと蕩とろけた瞳ひとみで、ぼんやりとした目で、どことなく嬉しそうに笑いながら、真人たちを見つめてくる。

　アマンテは背を向けたままだ。

「……やれやれだわ。見送りを頼たのんだ覚えはないのだけど」

「見送りをしに来たわけじゃない。パーティの参加者を呼びに来ただけだ」

「それね～。一いつ緒しよするつもりだったんだけどね～……」

「慣れ合いは好かん。そんなことより、ワシらには目的ができた」

「ごめんなさいね。この子たちが急に、親子で冒ぼう険けんの旅に出たいって言い出したの。パーティで朝食を済ませてからでも遅おそくないわよって、説得しようとしたんだけど……」

「心配無用よ。お腹なかは空すいていないから」ぐきゅるる～

　腹の虫は否定している。全員の視線がアマンテに集中した。「そ、空耳よっ！」自身のお腹を殴なぐりつけて、なんとか静かにさせて。

　気を取り直して。

　アマンテが振り返り、すっきりした表情で真人を見つめた。

「私たちは母親という存在を受け入れたわ。だから最終決戦は、あなたたちの勝ちよ。だけど、次の勝負は負けないから」

「最終決戦の意味わかってるか？　まあいいけど。……次の勝負ってなんだよ」

「いちいち説明しないとわからないのかしら。やれやれだわ。……もちろん、こういう勝負よ」

　アマンテがＨＡＨＡＫＯの右みぎ隣どなりに並んで、そっと腕うでを組んだ。続いてフラテロが左隣に並び、手をつないだ。ソレラは背後に回り、ぎゅーっと抱き付いた。

　心から幸せそうに微笑ほほえむＨＡＨＡＫＯお母さんと、挑ちよう発はつ的な面つら構がまえの三姉妹しまいだ。

「なーるほど。仲良し親子勝負ってわけね」

「でしたら、こちらも負けてはいられませんね」

「はい！　この勝負は絶対に負けられません！　真人さん！」

「……そうだな」

　ふと感じたのは、少々の照れ臭くささ。それだけだ。今の息子むすこ勇者には、恐おそれるに足らず。

　真人は真々子の肩かたを抱いて、胸を張った。「「「おおー……」」」驚きよう愕がくするワイズたちに見つめられても、自信に満ちた真人の表情が揺ゆらぐことはない。

「あらあら、マー君ったら。お母さん、幸せすぎて、どうにかなっちゃいそうよ。うふふ」

「息子の成長を大いに喜んでくれ。……というわけだから、アマンテ。お前らに勝ち目はないと思うけど、まあ精々、母親同どう伴はんの冒険を楽しんでくれよな」

「調子に乗っていられるのも今のうちよ。覚悟しておきなさい。私たちは、あなたたちを超こえる親子になるから。……それじゃ」

　かつての敵同士。これからはライバル同士。

　見送る者と去りゆく者が、じっと見つめ合って。

「またな」

「ええ。またいつの日か会いましょ……」ぐきゅるるるる～

　盛せい大だいに鳴った。

　赤面して爆ばく発はつしそうなアマンテの手を、真々子がそっと握った。

「うふふ。親子の冒険は、ご飯を食べてからね」

「しっ、仕方ないわね！　母親の言うことを聞いてやるわよ！　私、いい子だから！」

　最後の最後まで締しまらないまま、母親に抗あらがう者たちの物語が幕を下ろした。







　その頃ころ。巨きよ大だいクリスマスツリーの前。

　つまみ食いの罪で雪原に正座させられているシラーセが、降る雪を眺ながめて呟いた。

「今の大おお好すきさん親子でしたら、挑いどむ資格は充じゆう分ぶんにあるでしょう。いよいよ、ですね」

「そうね。正式サービス化に向けた、最後のβベータテスト……今こそ始めましょう」

　特設パーティ会場のソファに腰こしを下ろした冥母ハハーデスが、プロデューサーとしての厳しい顔つきで、タブレットをじっと見つめた。

　画面には、【魔ま王おう降こう臨りん】と題された企き画かく書しよが表示されている。








あとがき









　お世話になっております。井い中なかでございます。

　おかげさまで九巻。密ひそかに目標としていた十巻まで、あと一歩というところまでやって参りました。皆様のお力添えに、心より感謝いたします。

　今回の主役は、四天王の三人とＨＡＨＡＫＯ。そしてやっぱりお母さん。アマンテの登場から始まった〝反抗組織編〟が、どのような結末を迎えるのか……お楽しみいただけましたら幸いです。




　刊行に際し、飯いい田だぽち。さん、担当編集Ｋさん、編集部と出版社の方々、販売店さんなど、この度たびも多くの方のお世話になりました。この場をお借りして御おん礼れい申し上げます。




　さて。アニメ版お母さんにつきまして。

　本当に放送されていて驚きました。それだけでもう、頭の中がいっぱいいっぱいで、ふわ～っとした感覚のまま日々過ごしておりますです。

　製作と放送に携たずさわっていただいた皆様、ありがとうございます。

　スピラ・スピカさん。素す敵てきなＯＰ曲をありがとうございます。お母さんと一緒に楽しく踊れる（？）元気ソング〝イヤヨイヤヨモスキノウチ！〟好評配信中！　祝メジャーデビュー一周年！

　アニメに関連して、様々なイベント、パーソナリティーの方が破天荒にお送りするＷＥＢラジオ、続々登場するグッズ、ドラゴンマガジンさんによる特集、コミック版お母さんでお世話になっております冥めい茶ちやさんによる出張コミック、他にも雑誌やニュースの記事などなど……多くの方面で盛り上げていただき感謝感激です。あとがきスペースの関係上、個別にご紹介と御礼ができず申し訳ありません。

　余よ談だんですが。

　秋葉原の路上に寝転がり、お母さんの膝ひざ枕まくらでアニメを視聴するという勇者イベントについては、こっそり覗のぞきに行きました。そっと眺めただけです。

　予想外に参戦者が多く、次の方の待ち時間を増やすのはよくないという思いから、井中は勇者になることを諦めた次第です。やりたかったなぁ（棒読み）。

　外国人観光客の方が立ち止まり、膝枕イベントの様子を熱心に撮影されていたのが印象的でした。お母さんの膝枕でアニメ視聴が、世界のスタンダードに……そんな未来がやってくるのかもしれません。




　この九巻がお手元に届く頃には、アニメは終盤。最終話を残すのみとなっているでしょうか（ご視聴いただいている地域や放送局にもよりますが）。

　もう充分すぎるほど幸せな体験をさせていただいた、これ以上は贅ぜい沢たくが過ぎる、罰ばちが当たる、だからこの辺で……などと、締め括くくりたくなる一方で、人並みに欲もある井中でございます。

　さらに夢のような出来事が起こりますように。より一層のご支援を賜たまわれましたら幸いです。何なに卒とぞよろしくお願いいたします。




　最後に。お袋様よりメールを頂戴しました。

「いい風がふいて来て、よかった。てんぐにならないように」

　その言葉、しっかりと胸に刻んでおきます。





二〇一九年・仲夏　井中だちま
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